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５歳の聖女は役立たずですか？ いいえ、過保護な冒険者と最強チートで平和に無双しています！【電子限定ＳＳ付き】
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プロローグ




「はぁ……疲れた」

　大型連休が明けたばかりの、とある五月の日。

　寝不足と長時間労働でぼろぼろになった体を引きずりながら、大きなため息と共につぶやく。私は人生であと何回、この言葉を言うのだろうか。

　私、神かみ山やま芽め衣い子この家は貧乏だ。両親は私ひとりを育てるために、いつも必死で働いていた。しかし、それでも生活は常にギリギリだった。

　そんな両親を見かねた私は、高校生になるとすぐにアルバイトを始めた。朝は新聞配達してから学校に向かい、学校が終われば賄いの出る飲食店で働いた。

　もちろん大学に進学できる余裕などなく、高校卒業後は就職することに決めた。やっとの思いで受かった企業は、蓋を開けたらまさかの超がつくほどのブラック企業……。だけど、お金のことを考えると、やめるなんて選択肢は頭になかった。

　毎日朝から終電まで働き、小さなミスがあれば上司に怒鳴られる。見て見ぬフリをしていたストレスは、確実に私の心身ともに蝕むしばんでいく。

　――ああ、なんで私って、こんなに働いてるんだろう。

　日付が変わり、二十歳の誕生日を迎えた。記念すべき瞬間に、こんな弱音が最初に出てくるなんて……。

　星ひとつない真っ暗な空を見上げ、誰もいない夜道を歩きながら、自分のこれまでを振り返ってみる。……どれだけ過去を振り返っても、楽しかったことが思い浮かばない。

　幼い頃、家に帰っても両親はいない。学生の頃、アルバイトばかりしていたせいで、放課後友達と遊んだことがない。そして社会人になった今、待っていたのは以前よりも自由のない地獄の日々。いったいいつまで、こんな毎日が続くのだろう。

　そんなことを考えていると、急に目の前がぐるぐると回りだした。ものすごい目め眩まいがし、私はその場に膝をついて倒れ込む。

　コンクリートの地面はひんやりと冷たくて、なんだか気持ちいい。

　そんなのんきなことを考えているうちに、私は意識を手放した。




　次に目が覚めると、土と草のにおいが私の鼻をかすめた。いつのまにか、私は草むらの中で寝そべっていた。辺りは明るいがしーんとしており、時折、風が木の葉を揺らす音が聞こえるくらいだ。空に浮かぶ太陽はカンカン照りで、五月にしては気温が高すぎるような気がする。

　むくりと上半身だけを起こし、周りを見渡してみる。ここは……森の中？　どうしてこんな場所にいるのだろうか。わけがわからない。

　かなり混乱しているが、こういうときこそ冷静な状況判断が大事だ。まずは、周辺を探ってみよう。

　そう思い立ち上がってみると――なんだこれは。びっくりするほど目線が低い。私、こんなに背が低かったっけ？

　違和感を覚え、私は自分の両手を目の前にかざしてみる。

　……ち、小さい！　まるで幼児の手だわ！

　いや、小さいのは手だけじゃない。この目線の低さからして、身長もだいぶ低いし、足のサイズだって……。今着ている深緑と白のワンピースにも見覚えがないし、あきらかに子供服だ。

　もしかして私、子供に戻っちゃったの!?

　恐る恐る、近くにあった水たまりを覗き込んでみる。そこに映っていたのは、今までとはまったく違う自分の姿だった。それを見て、私は確信する。

　――私、前世とは別の世界の人間……しかも幼女に転生したみたい。

　つまり、前世の私、〝神山芽衣子〟という人間は、あのコンクリートの上で、あのまま死んでしまったということか。死因は過労以外思いあたらない。実際どうだったかは知る由もないが、あの若さで過労死だったとしたら、我ながらかわいそうすぎて死んでも死にきれない。

　……あ、だからこうして前世の記憶を持ったまま転生することができたのかな。神様が同情してくれたのかも。

　とはいっても、知らない場所でひとりきりだなんて、転生早々いきなりハードモードのような気がするのだけど。自分がどんな境遇にいるのか、まったく謎な状態だし。

　突然起きた、まるで漫画や映画のような出来事。ただひとつわかっているのは、私は今この瞬間から幼女として、この世界で生きていくということだ。

　ここがどういった世界かはまだわからない。だけど――。

　今度の人生は、最低限しか働かず、ゆったりとしたスローライフを絶対実現してみせる！

　森に吹く優しい風を肌で感じ、澄み渡る青空を見上げながら、私は強くそう思ったのだった。










落ちこぼれの冒険者




「うーん。まずは動かないとなぁ」

　この姿になって初めて声を発してみる。耳に響く自分の声は、以前よりずいぶんと高い。

　ずっとここに留まっているわけにもいかないので、どうしようかと迷っていると、近くでガサガサと草を踏む足音が聞こえた。

「……ん？　子供？」

　足音の主たちはすぐに姿を現し、私を見て驚いた顔をしてそう言った。

　背の高い強そうな男性と、へらへらと笑っている男性と、妖艶な女性の三人組だ。

　防具や剣などを身にまとっていることから、ここは前世の日本ではないと察する。もしかしたら、ファンタジーの世界に来てしまったのかもしれない。

「あら。こんな小さな子が森の中にひとりでいるなんて。魔物に襲われたりでもしたら大変よ。お嬢ちゃん、どうしてこんなところに？」

　女性が私に話しかけてきたが、なんて答えたらいいのかわからず口をつぐむ。だって、私だってなんでここにいるのかわからないのだ。

　ついでに〝魔物〟という言葉を聞いて、先ほどの自分の考えがあたっていたことを確信する。

「……わ、わかりません」

　ここは素直にわからないと答えることにした。

「わからない？　お前、名前はなんていうんだ？」

　女性を押しのけるようにして、強そうな男性が私の前に立ちはだかる。彼の威圧感に、思わず体がビクッとしてしまった。

　それを見て、男性は私が怖がっていると感じたのか、ケラケラと陽気な笑い声をあげた。

「はは！　そんなびびんなくても大丈夫だって！　べつになにも怖いことはしないさ」

　威圧感は一気に消え去り、まぶしい笑顔を私に向けたまま、彼は話を続ける。

「名前を聞くなら、まずは先に名乗るのが礼儀だったな。俺はグレッグ」

「俺はチャド」

「あたしはコーリーよ。よろしくね」

　グレッグさんに続き、残りのふたりも私に自己紹介をした。

「俺たちは冒険者。全員が上位ランクのパーティーなんだ」

　……冒険者。ランク。パーティー。前世では、ゲームの中でよく聞いたことのある単語だ。だんだんと、世界観を理解してきた。

「よし、改めて聞こう。お前の名前は？」

「え、えっと……私は……」

　芽衣子という名前はいかにも日本人という感じで、このファンタジーの世界に合わない気がした。

「メイ、です」

　そのため私は、メイと名乗ることにした。

「メイか。かわいい名前だな。今いくつなんだ？」

「ご、五歳です」

　実年齢は知らないが、水たまりに映った自分がそれくらいに見えたので、適当にそう答える。

「わかってるのはこれだけなんです。自分でも、どうしてここにいるのか、ここがどこなのかわからないんです。気がついたら、ここで寝てて……」

「……気がついたら勝手にここに？」

　グレッグさんに言われ、私はこくんとうなずいた。三人とも、悪い人には見えない。正直に話せば、私のこれからの生活の手助けをしてくれたり、ここの世界について詳しく教えてもらえるかも。

　グレッグさんはしばらく黙ったまま、じぃっと私の瞳を見つめた。そして、うしろにいるふたりのところに戻り、なにかを話している。

「もしかして――」

「いや、でも――」

　小声で話しているせいか、私にはところどころしか三人の会話が聞こえてこない。

　なにを話しているんだろう？　首をかしげ、三人の様子を見守っていると、グレッグさんが私のところに戻ってきた。

「メイ、お前、なにか能力を持ってたりするか？」

「能力？」

「ほら、得意な魔法があったりとか、そういうのなにかないか？」

　能力、魔法……。そう言われましても、試したことがないのでわからない。そもそも私はまだ子供だし、そういったことは今から身につけていくのではないだろうか。

　私が頭の中でいろいろ考えているうちに、グレッグさんは突然腕をまくり、傷痕を私に見せてきた。

「これ、さっき魔物を倒したときに噛まれた傷なんだ」

「痛そう……」

　そこまで大きな傷ではないし血はすでに止まっているものの、痛々しい傷痕を間近で見て、思わず顔をしかめる。

「これくらいなら平気さ。でも、メイならこの傷痕を癒やしてくれるんじゃないかと思ってね」

「……私が？」

「ああ。試しにやってみてくれないか？」

　傷を癒やすって――そんなことが私にできるのだろうか。

　言われるがまま、わけもわからずに私はグレッグさんの傷痕に手をかざしてみた。すると、途端に手のひらが温かくなり、見る見るうちにグレッグさんの傷が治っていった。

　それを見て、自分でも声が出ないほど驚く。こんな能力を最初から持ち合わせているなんて……。でもどうして、グレッグさんはそのことに気づいたのだろう。

「すごい。すごいぞ、メイ！」

　治った傷を見て、グレッグさんは興奮気味に私の頭をぐしゃぐしゃとなで回す。

　チャドさんとコーリーさんも、〝こんなに幼いのに治癒魔法を使えるなんて〟と驚きの表情を見せ、私のことを褒めてくれた。ここでは傷を癒やす魔法のことを、治癒魔法と呼ぶらしい。

「あの、どうして私が治癒魔法を使えると思ったんですか？」

　先ほど気になったことをグレッグさんに尋ねてみる。

「それは……なんとなくだな。長年冒険者をやってきた俺の勘だ」

　勘で他人の能力を一発であてられるとは。グレッグさんって、かなりすごい人なのかも。

「そんなことよりメイ、この能力があれば冒険者としてやっていける。なにもわからないみたいだし、俺たちがこの国のことを教えてやるよ。近くにカルモって町があって、俺たちは全員そこで生活してるんだ。今から連れてってやるよ」

「え、本当ですかっ？」

「ああ。とりあえず森を出よう。カルモまで歩きながら、いろいろと教えてやる」

「ありがとうございますっ！　グレッグさん、チャドさん、コーリーさんっ！」

　感謝の気持ちを込めて、三人に深くお辞儀をした。さっそく心強い味方ができたような気がして、ひと安心だ。

　冒険者になるつもりはなかったので、そこは少し引っかかるけれど……今は贅ぜい沢たくを言っていられない。まずは暮らしていける環境をつくるのが最優先だ。

「礼儀正しい子だな。よし、行こう」

　グレッグさんは笑いながら、大きな手を私に差し出した。小さな手を伸ばし、その手をぎゅっと握る。

　私の姿は幼女だとしても、中身は立派な大人だ。

　ちらりとグレッグさんを見上げてみる。ほどよい筋肉質な体に、赤い髪に鋭い茶色の瞳。こんなかっこいい人と手をつなぐなんて初めてで、なんだか緊張する。

　三人はカルモまで歩きながら、私にいろんなことを教えてくれた。




　ここは〝フェルリカ王国〟という国で、私たちがいた森は、王都からは離れた町、カルモの西側にある森だったよう。三人は魔物退治の依頼を受け、あの森にいたらしい。

「メイは行くあてもないんだよな？」

「はい……知り合いもいないので」

「だったら、俺たちと同じ冒険者ギルドに登録しておけばいい。ギルドに登録すればおのずと知り合いも増えるし、俺たちが近くで面倒を見ることだってできる。住む場所が正式に見つかるまで、俺たちの暮らす家にいてもいいぞ。ちょうどひと部屋あまってるしな」

「えぇ……！　なにからなにまで……！　皆さん、私、このご恩は忘れませんっ！」

　グレッグさんの提案のおかげで、住む場所にも困らずに済みそうだ。なんとも幸先のいいスタートに顔が緩む。最初にこんないい人たちに出会えたのは、かなり運がよかったと言えるだろう。前世では受けたことのない優しさに、心がじーんと温かくなるのを感じた。

　カルモに着き、三人に連れられて冒険者ギルドの本部とやらに到着する。

　中に入ると、優しそうな顔の、髭を生やしたひとりのおじさんが立っていた。

「お、キースが受付にいるなんてめずらしいな」

「受付係たちは今日は休みでな。で、依頼はうまくいったのか？」

「ギルドマスターってのも大変だな。依頼に関してはあたり前だ。俺たちを誰だと思ってる」

　おじさんとグレッグさんは楽しそうに世間話をしている。ギルドマスターということは、この人がこのギルドの総まとめ役といったところだろう。

「……ん？　その子は？　見かけない子だなぁ」

　受付の台で隠れていた私をやっと見つけたのか、おじさんは身を乗り出しながら言った。

「この子はメイ。森で会ったんだ。なんだか話を聞くといろいろわけありっぽくてね。行くあてもないっていうから、しばらく面倒見ようかと思って」

「グレッグたちがか!?」

「そうさ。べつに問題ないだろう」

「問題はないが……お前たちがそんなことを考えるのが意外でな」

　……なにが意外なんだろう？　おじさんの言ったことが、私には理解できなかった。

「それに、この子は幼いのに治癒魔法を使えるんだ。だから、このギルドに登録したいんだけどいいよな？」

「治癒魔法を？　それはすごい才能だな。まだこんなに小さいのに。……私はかまわないが、お嬢ちゃんもそれでいいのか？」

「はい。登録お願いします」

　先ほどグレッグさんから聞いた話によると、冒険者として依頼をこなせば報酬がもらえるとのこと。

　私は最初はそれでお金を稼いで、ある程度大人になるまでに村へ下りる。そこで家を借り、小さな雑貨屋さんでも開いて、念願のスローライフを満喫しようと考えたのだ。

「本人の望みなら、登録してあげよう。私はギルドマスターのキースだ。メイちゃん、これからがんばるんだぞ」

「はいっ！　キースマスター！」

「ははっ！　元気のいいかわいい子だ。このギルドのアイドルになるかもしれないなぁ」

　マスターは冗談っぽく笑いながらそう言った。前世の姿のままの私だったら、こんなこと言ってもらえなかっただろう。毎日仕事三昧で自分を磨く余裕などなかったから、すっぴんで髪もボサボサだったし……。でも今は違う。なんの手入れもせずともつやつやで卵のような肌に、サラサラの髪。子供って、なんだか最強な気がしてきた。

　登録はスムーズに終えることができた。

「メイ、俺たちとパーティーを組もう」

　私の登録が終わると、すぐにグレッグさんがこんなことを言いだした。

「私がグレッグさんたちと？　でも私、登録したばかりでランクはいちばん下のＦだし……」

　ありがたい話だが、私が入ることにより、上位ランクのグレッグさんたちの足を引っ張る気がした。ちなみにランクは、最強がＳで、その下に高い順にＡからＦまで、全部で七つに分けられている。

「気にすることはない。逆に、ランクが低いのだから、俺たちと組んだほうが安全じゃないか。それに、俺たちは最近聖女がパーティーからはずれちまって、治癒魔法を使えるやつがいなくて困ってたんだ。メイの力を借りることができるなら俺たちも助かる。どうだ？」

「そ、そういうことなら……」

　話を聞くと、お互いにとって悪くない提案のような気がして、私はグレッグさんの申し出を受けることにした。

「グレッグ、メイちゃんは初心者だ。危険な依頼に連れていくのはやめるんだぞ。魔物退治なんかはとくにだ」

「はいはい。わかってますよー」

　私たちのやり取りを聞いていたマスターが、険しい顔をしてグレッグさんにそう言うが、グレッグさんは軽く受け流すような返事をしていた。

「じゃあ、今日は家に帰るか。メイも疲れただろうし、ゆっくり飯でも食おう」

「ご飯……！」

　すっかりとご飯のことを忘れていたが、グレッグさんに言われた途端、急激におなかが空いてきた。

「はははっ！　メイは腹が減ってるんだな。つーことで、今日はもう帰ることにするよ。じゃあな、キース」

　こうして、私たちはギルドを後にした。




　グレッグさんたちが住んでいる家に到着し、コーリーさんがスープとパンをご馳走してくれた。コーリーさんに一緒にお風呂に入ることを提案されたが、いくら見た目が子供でも、誰かに裸を見せることに恥ずかしさがあったので丁重にお断りさせてもらった。すごく残念がられて、なんだか申し訳ない気持ちになってしまった。

　用意された部屋は綺麗で、ふかふかのベッドまであった。立てかけてある鏡の前に立ち、自分の姿を再度確認してみる。

　鎖骨くらいまでの長さの、色素の薄いミルクティー色の髪に、まんまるで大きな紫の瞳。体は思った通り小さい。しかし、幼いながらに、とてもかわいらしい顔立ちであることがわかった。自分で言うのもアレだが、将来どう成長するかがすごく楽しみだ。今世では、前世でできなかった自分磨きをするのも、楽しみのひとつになるかもしれない。

　転生して一日目だというのに、私はすっかりとこの世界と、メイとしての自分を受け入れられていた。むしろ、これからどんな生活が待ち受けているのか、わくわくしているほどだ。

「よーし。まずは早くランクを上げて、お金をいっぱい稼ぐぞぉ……」

　将来ラクをするために、今ががんばりどきだ。

　ベッドの上で、ひとり気合を入れていると、なんだか眠くなってきた。

『――の可能性があるだろ。だったら、手の内に置いといて損はない』

『コーリーがさっさと確認しないからいけないんだぞ』

『だってあの子、子供のくせに隙がないのよ』

　向かいの部屋から、三人の話し声が微かに聞こえてくる。なんの話だろ……。また、森のときみたいに内緒話だろうか。

　なにを話しているのか気になるものの、眠気に勝つことができず、私はそのまま深い眠りについた。




　翌朝、目覚めると目の前にグレッグさんの姿があった。私が急に起きたことに彼は驚き、大きな声をあげていた。どうやら、朝食の準備ができたので私を起こしにきてくれたらしい。

　グレッグさんの心遣いに感謝しながら身支度を整えリビングに向かうと、スープとパンが用意されていた。ありがたくそれらをいただくと、グレッグさんが私に言う。

「メイ、さっそく初仕事に行かないか？」

　初仕事――つまり、依頼をこなしに行くということか。

「ぜひ！」

　一刻も早く冒険者として一人前になり報酬を得たいので、私は前のめり気味に即答した。

　最初だから、きっと簡単な仕事を選んでくれるはず――。

「よし！　それじゃあ準備が完了したら、全員で森に魔物を退治しに行くぞ！」

　私の考えは、一瞬で打ち砕かれてしまった。

「えっ！　で、でも、昨日マスターが危険な依頼を受けるのはまだだめだって……」

「問題ないわよ！　相手は雑ざ魚こ魔物だし、メイには私たちがついてるんだから！」

「そうそう。メイちゃんは俺たちのうしろに隠れて、ちょっとしたサポートをしてくれるだけでいいんだぞ～」

　右肩にコーリーさん、左肩にはチャドさんの手がぽんっと置かれ、両側から私を安心させるような言葉を優しくささやかれる。

「メイ、簡単な依頼をこなしてもランクは少ししか上がらない。これはメイのランクアップのためでもあるんだ。ランクが上がれば報酬も上がるし、こなせる依頼も多くなる。いいことだらけなんだぞ」

　なにも心配いらないというように、グレッグさんは私に笑顔を向けた。

「いいことだらけ……」

　たしかに悪い話ではない。三人は上位ランク冒険者。私は魔物というものを実際見たことがないのでわからないが、勝ち目のない魔物に挑みに行くほど、三人が馬鹿とは思えないし……。

「俺たちの力を使って、少しでもメイの役に立ちたいんだ」

「グレッグさん……」

　なにより、何者かもわからない私にここまで優しくしてくれた人たちの頼みだ。

「わかりました！　一緒に行きます！　魔物退治！」

　私は、この三人を信用することにした。

　私がそう言うと、彼らはうれしそうに顔を見合わせて笑い合った。

　その後は急いで準備をし、魔物のいる森へと向かった。……私は防具や武器を持っていないので、準備もなにもなかったけれど。

　身ひとつの丸腰な状態で魔物を倒しに行くのは怖い気持ちもあったが、前を歩く三人の逞たくましい背中を見ると、そんな気持ちもだんだんと薄れていくように感じた。

　――大丈夫！　私には強い味方がいる！

　心の中で自分にそう言い聞かせ、ひたすら森の中を進んでいくと、ひとりの男性と出くわした。背中には、グレッグさんと同じように剣を背負っている。おそらく彼も冒険者だろう。

　風になびく銀色の髪があまりに綺麗で、思わず見とれてしまった。

「見ろよ。あいつまたいるぞ」

　私がぼーっと銀髪さんを見つめていると、前を歩いていたグレッグさんが彼を指さした。

「おい！　お前もここにいるってことは、ブラックウルフ退治か？」

　グレッグさんが銀髪さんに向かって叫んだ。

　ブラックウルフというのは、今回依頼を受けた退治対象の魔物だ。魔物は多数生息しているので、複数の冒険者たちが依頼を受けるのが一般的なのだそうだ。

　彼はグレッグさんを無視して、私たちの先を歩いていく。

「無視かよ。感じ悪いなぁ。できもしない依頼のためにわざわざこんな森の奥まで来るなんて、相変わらず変なやつだぜ」

　その言葉に、チャドさんとコーリーさんがぷっと噴き出した。三人ともにやにやとした、人を馬鹿にしているような笑みを浮かべている。……感じが悪いのはどっちだか。私はこのとき初めて、三人に微かな違和感を覚えた。

「メイも覚えとけよ。あいつはメイと同じ、最弱Ｆランクの冒険者なんだ。弱すぎてどこのパーティーにも入れてもらえないかわいそうなやつなんだよ。なのに武器や防具だけはいいもん使いやがって……装備品が泣いてるぜ。メイはあんな大人になるなよ」

　わざとなのか、前を歩く銀髪さんに聞こえるくらいの大きな声でグレッグさんは言う。私はなにも言い返すことなく、沈黙を貫く。

　私には、彼がそんなに弱そうには見えない。

　すると突然、たくさん生えている木のあいだから、真っ黒な毛をした犬みたいな魔物が飛び出してきた。全身の毛を逆立て、私たちを見てほえている。これがお目あてのブラックウルフなのだろうか。コーリーさんが雑魚だと言っていたように、サイズも小さくあまり強そうには見えない魔物だった。

　初めて見る魔物に若干興奮していると、いちばん近くにいた銀髪さんが剣を抜き、ブラックウルフに襲いかかる。しかし、腰が引けていて、攻撃がまったく命中していない。

　そのあいだにもう二匹現れたが、グレッグさんたちがあっという間に倒していった。やっぱり上位ランクなだけあり、実力は本物みたいだ。

「ちっ。まだやってんのかよ」

　一匹の小さなブラックウルフを相手に手こずっている銀髪さんを見て、グレッグさんが舌打ちをした。

　そして、ずかずかと大股でラスト一匹のブラックウルフのもとへ歩いていくと、苦戦する彼をあざ笑うように目の前で一気に剣を振り下ろした。

　一撃で対象を仕留めたグレッグさんは、満足そうに鼻で笑う。

「邪魔だ。どけ！」

「きゃっ……！」

　そう言いながら、なにもできず立ちつくす銀髪さんの頰を思いきり拳で殴るグレッグさんを見て、私は驚きの声をあげた。

　暴力をふるう必要なんて、絶対になかったのに。

　銀髪さんは殴られた衝撃でその場に倒れ込む。グレッグさんは何事もなかったように、笑顔で私のところへ歩いてきた。

「見てくれよ、メイ。殴った拍子にあいつの防具に手をかすめて怪け我がしちまった」

　差し出された手を見ると、小さな傷から血が垂れていた。

「地味に痛いし、昨日みたいに治してくれないか？」

　……こんなちょっとした傷、わざわざ魔法で治すほどなのか。そう思ったけれど、口には出さずにのみ込んだ。

「やってみます」

　昨日やったみたいに、傷に手をかざす。しかし、なにも反応がない。

「……どうしたメイ、できないのか？」

「あれれ？　どうしたんだろ」

　しばらくやってみたものの、結局私が昨日のように治癒魔法を発動することはなかった。

「ごめんなさいグレッグさん。昨日はできたのに……」

　まだきちんとやり方がわかっていないから、発動できなかったのだろうか。

「……んだよ。昨日のはまぐれだったってことか」

　治癒できなかったことに焦って頭を下げると、頭上から今まで聞いたことのないグレッグさんの低い声が聞こえた。

「へっ？」

「こんな小さな傷も治せねぇやつが、真聖女なわけない。あーあ！　見ず知らずのガキに優しくして損したぜ」

「え、えーっと」

　しんせいじょ？　ってなに？　それよりも、この人は本当にグレッグさんなの？

　あまりの態度の豹変っぷりに、私の頭は混乱する。

「メイちゃんは真聖女の特徴といわれる紫の瞳ってのがあてはまってただけかぁ。ま、紫の瞳なんてめずらしいけど普通にいるしな」

「グレッグ、一応背中の印を確認しておかないでいいの？」

　コーリーさんが尋ねると、グレッグさんは私の背後に回り、強引に服を上へと引っ張った。

「ひゃあっ！」

　急に肌を露出させられ慌てふためく私をよそに、グレッグさんは大きな舌打ちをする。

「ちっ……なにもねぇ。これ以上こいつに関わっても時間の無駄だ」

　グレッグさんが私の服から手を離す。

　三人が目の前で繰り広げる会話の内容が、まったく理解できない。

　ひとつだけわかったことは――三人の私を見る目が、とても冷たくなったということ。

「メイ、お前、たった今からパーティー追放な」

　彼らから告げられたのは、視線と同じくらい冷たいひと言だった。

「つっ、ついほう？」

「そう。もう俺らの仲間じゃなくなるってこと。だから当然、面倒を見てやる義理もない。この先住む家や食う飯は、またがんばって新しく見つけることだな」

「どうしてそんな急に……！　さっきまで、あんなに優しかったのに……」

「なんの力もないお前は、ただの足手まといのガキだろ。優しくしてやる理由がねぇんだよ！」

　顔をしかめて皮肉な笑みを浮かべ、極悪人のような顔をするグレッグさんを見て私は固まった。チャドさんとコーリーさんもまったく助けてくれようとしない。

　……ああ、これが三人の本性だったんだ。

　わかった瞬間、とてつもない絶望感が襲ってきた。全身の力が抜け、その場にへたりと座り込む。

「さてと。もうここに用はないし、さっさとカルモに戻るぞ」

　そんな私のことなどどうでもいいように、倒れたブラックウルフの頭を取り終えた三人は、私を置いてどんどん歩いていってしまう。

　追いかけないと。私ひとりじゃ、帰り道がわからない。それに、もし魔物に遭遇でもしたら倒せる術もない。

　必死に立ち上がろうとするが、信頼していた人たちの裏切りがあまりにもショックで、体が言うことを聞かない。足は震えてもつれるし、声を出そうとしてもうまく出てこない。

　そのとき、一度も振り返らなかったグレッグさんがこちらを振り向いた。

　もしかして、やっぱり私を心配してくれたのかな。淡い期待を抱き、希望の眼まな差ざしをグレッグさんに向けると、グレッグさんは満面の笑みでこう言った。

「じゃあな。メイ」

「……っ！」

　グレッグさんの言葉を最後に、それから三人がこちらを振り返ることは一度もなかった。

　三人からしたら、私がここでどうなろうが知ったことではないのだ。

　突然森に現れた身元不明のひとりの幼女が消えたところで、誰も気づかないだろう。今の時点で私の存在を知っている人なんて、ほとんどいないに等しいのだから。

「私が、魔法を使えなかったから……」

　役立たずだから、追放された。

　でも、これでよかったのかもしれない。こんな絶望的な状況で、私はふとそう思った。

　だってうまく魔法を使えていたら、三人の本性に気づかず、ずっといいように使われていただけだもの。

　グレッグ、チャド、コーリー――ひどい人たち。

　強者に逆らえず、弱者は言うことを聞いて働かされるだけ。そんな人生、前世の私とちっとも変わらない。

　先ほどのグレッグの傷だって、実際治したい気持ちなんてひとつもなかった。

　……人を傷つけてできた傷を癒やしたいなんて、私には思えなかったから。

　すっかりと三人の姿は見えなくなり、この場に残されたのは私と――グレッグに殴られて倒れ込んだ銀髪さんだけ。

　よく見ると、銀髪さんには魔物から受けた傷もいくつかあるようだ。今はだるそうに、木にもたれかかりうなだれている。
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　やっと言うことを聞くようになった足で、私は彼のもとへ駆け寄った。

　顔を覗き込むと、グレッグに殴られた頬は痛々しく赤みを帯びている。

　私は手を伸ばし、頬の傷にそっと触れた。彼の傷を治したかったのだ。

　銀髪さんは驚いた顔で私を見つめる。近くで見る彼の顔は、傷があってもとても綺麗だった。そしてなにより――私を見るその青い瞳は、とても優しく感じられた。

　何度も試してみたものの、やっぱり魔法は発動しなかった。私はただ、小さな手で傷をなでることしかできずにいた。

　――これじゃあ本当にただの役立たずだ。

「……せめて心の傷だけでも、私が癒やせたらいいのに」

　情けなくて、ぽつりとそんなことを漏らしてしまう。そのとき、銀髪さんの瞳が揺れた。

　グレッグが言っていたことが本当なら、彼は今までひとりぼっちで、たくさん陰口をたたかれ嫌な思いをしてきただろう。グレッグに殴られたときだって、体と同時に心も痛めたはずだ、と私は勝手に思っていた。

「なにもしてあげられなくて、ごめんなさい」

　無力なことも、裏切られたことも、自分の馬鹿さも全部が悔しい。

　悔しくて、涙があふれそうになってくるのをぐっとこらえながら、私は銀髪さんに謝った。そして、これ以上私がここにいても足手まといになるだけだと思い、そっとその場を後にした。

　銀髪さんに頼んで一緒に森を出ることも考えたけど……。彼からしてみれば、私は自分に危害を加えたグレッグの仲間のひとりだったわけで。そんな都合のいいことを頼むのは、筋違いだと思った。

　己の記憶力を信じ、ひとりでなんとかするしかない。

　森を歩きながら、あっさりと三人を信用した自分の見る目のなさに大きなため息をついていると――なんだか不穏な空気を察し、歩みを止めた。

　茂みから、ガサガサとなにかが動いている音が聞こえる。そちらに目をやった瞬間、魔物が飛び出してきた。

「きゃあっ！」

　間一髪のところでよけ、私はのけ反った衝動でうしろに尻餅をつく。現れた魔物は、さっきのブラックウルフと同じ形をしているが、サイズがかなり大きい。

　しかも、あきらかに興奮しており、鼻息を荒くしながら牙をむき出しにしている。その様子は怒っているようにしか見えない。

　……これって、ボスってやつ？

　さっき倒したブラックウルフの親だったとしたら――かなりピンチだ。

　私は戦い方もわからないし、魔法も使えない。つまり、絶体絶命だ。

　迫りくる狂暴な魔物を前に、あまりの恐怖に腰が抜け、逃げることもままならない。

　親ウルフは大きく口を開けたまま、私めがけて飛びかかってきた。

　せっかく人生やりなおせると思ったのに、もう終わっちゃうなんて。

　後悔でいっぱいの中、目をぎゅっとつむると――次に目を開けたときには、私は誰かの腕の中にいた。

「ぎんぱつ、さん……？」

　そして、視界に広がる綺麗な銀色。

「大丈夫か？」

「だいじょぶ、です……」

　聞かれるがまま返事をする。

　どうやら私は、彼によって助けられたようだ。

「そうか。よかった。……っ！」

　安堵の表情を浮かべる銀髪さんの顔が急にゆがみ、左手で右肩を押さえている。

　右肩からは、私をかばったせいで受けたであろう大きな傷があった。肩はぱっくりと切れていて、血がたくさん流れ出している。

「その傷！　私のせいで……！」

「違う。君のせいじゃない。それより、少し離れたところにいてくれないか。今から俺は……こいつを倒さなくちゃならないから」

　絶対痛いはずなのに、彼はそう言うと私を降ろして剣を構えた。

「でも、肩が――」

「君にはお礼を言わないといけないな」

「え？」

　私の心配する声を遮って、銀髪さんは言う。

「傷は癒えた。ありがとう」

「……！」

　意外な言葉に、私は驚く。

　――癒えたって、どういうこと？

　にこりと笑うと、すぐに真剣な顔つきに変わった彼の姿は、さっきとはまるで雰囲気が違っていた。

　親ウルフは体勢を直すと、すぐさま銀髪さんに向かって襲いかかる。彼は大きく剣を振りかざすと、一撃であんなに巨大な魔物を仕留めてしまった。

「すごい……」

　グレッグたちが倒していたブラックウルフより、圧倒的に強い親ウルフを一瞬で倒すなんて。この人が最弱ランクだなんて、今の私には到底信じられない。

「すごいです！　ぎんぱつさん！」

「……フレディだ」

「……ふれ？」

「フレディ。俺のなま……え……」

　銀ぱ――フレディさんは、会話の途中でそのままその場に倒れ込んだ。

「フレディさんっ!?」

　ものすごい汗をかいていて、体に触れてみるとすごく熱い。

　肩からはとめどなく血が流れている。このままじゃ、出血多量と高熱で体が持たないかもしれない。

　フレディさんは意識が朦朧としているようで、目を閉じて苦しそうに呼吸するのが精いっぱいのようだった。

　――治したい。いいや、私が治すんだ。

　フレディさんを苦しめるすべてのものから守りたい！

　そう強く思った瞬間、私とフレディさんの体が大きな光に包まれた。
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　俺は今日、ブラックウルフの退治依頼を受けひとり森へと足を運んでいた。

　俺がギルドで魔物退治や戦闘が絡む依頼を受けていると、周りの冒険者たちにいつも笑われるが、そんなのはもう慣れっこだ。

〝万年Ｆランク冒険者〟。

　これが俺のギルド内でのあだ名だ。マスター以外、誰も俺のことを名前で呼ぼうともしない。

　俺がこのギルドに登録をしたのは約二年前。そのあいだ、一度もランクを上げられていないのだ。馬鹿にされて当然だと自分でも思っているので、なにを言われようが反論することはなかった。こうなったのは、全部自分が弱いせいなのだから。

　最初のうちは、みんな快くパーティーへ入れてくれた。上級の装備品を持っていた俺に、みんな期待をしてくれていたようだった。

　だが、いざ魔物を相手にすると、その装備品はお飾り状態。まったく力を発揮できない俺は、すぐにパーティーを追放された。

　そんなことを何度か繰り返しているうちに、ギルド中に噂が広まり、弱い俺を受け入れてくれるパーティーはなくなった。揚げ句、陰口をたたかれ笑いものにされるようになった。それはいつしかギルド内だけに留まらず、町中に広がっていった。

　――俺は戦闘が苦手だ。剣を振るうどころか、この手に握ることすら苦手だ。

　昔は剣術が得意だったのに、いつしか戦うことを恐れてしまうようになった。……とある出来事のせいで。

　だったら戦闘とは無縁の別の依頼を受けたらいいだけのことなのに、なぜか俺はそれができなかった。そういった依頼は、本当に戦闘能力のない、しかしほかの能力に特化した冒険者たちがやるべきだと思っていたからだ。

　彼らの仕事を奪うわけにはいかない。俺は十二歳で冒険者になってから、ずっと剣士としてやってきた。だから剣士としての仕事をきちんとやるべきだ――なんて言えばかっこがつくが、今の俺は、とてもじゃないが剣士とはいえないだろう。

　でも、剣士としての誇りだけはあった。だから俺は、挑戦することをやめたくなかった。

　いつかまた戦える。昔の俺に戻れる。それだけを信じて、俺は今日も依頼に挑むのだ。

「おい！　お前もここにいるってことは、ブラックウルフの退治か？」

　森を歩いていると、嫌なやつに遭遇してしまった。

　グレッグ――Ａランク冒険者で、俺と同じ剣士。両隣にいつものふたりを連れて、薄ら笑いを浮かべている。

　あいつは腕はいいが、性格に難がありすぎる。自分のことしか考えない強欲なやつだ。

　俺はグレッグを無視して先を歩いた。いちいち相手にしていると、こっちが疲れるだけだ。

「メイも覚えとけよ。あいつはメイと同じ、最弱Ｆランクの冒険者なんだ。弱すぎてどこのパーティーにも入れてもらえないかわいそうなやつなんだよ。なのに武器や防具だけはいいもん使いやがって……装備品が泣いてるぜ。メイはあんな大人になるなよ」

　聞こえるように、わざと大声で嫌みを言うグレッグ。これも日常茶飯事だ。それよりも俺は、別のところに引っかかった。

　グレッグが、見たことのない小さな女の子を連れていたのだ。

　冷たい態度を取るわけでも、こき使っているようにも見えない。

　――グレッグに気に入られる子供なんて存在したのか。

　あいつは子供だから優しくする、みたいなことをする人間ではない。だから俺には、その光景がとてもめずらしく見えた。

　グレッグの連れている女の子に気を取られていると、ブラックウルフが突如目の前に飛び出してきた。すぐに剣を抜き戦闘態勢に入るものの、やはりうまく攻撃することができない。

　その後現れたほかのブラックウルフは、グレッグたちによってあっという間に倒されていく。

「ちっ。まだやってんのかよ」

　いつまで経っても、女の子と同じくらいの大きさしかない魔物に苦戦している俺を見て、ついにグレッグがしびれを切らしたようだ。

　実力の差を見せつけるように、グレッグは俺の前でいとも簡単にブラックウルフを倒すと、俺に拳を向けてきた。

「邪魔だ。どけ！」

　咄嗟に片手で自分の顔をかばう。俺が指につけていたリングに、グレッグの拳がかすめたのがわかった。

　それにより軌道が変わり、真正面からモロに殴られるのは回避できたが、右頬にダメージを食らってしまった。その衝撃で、俺はその場に倒れ込んだ。

「きゃっ……！」

　その様子を見て、誰かが小さな悲鳴をあげた。たぶん、あの幼い女の子だろう。

　その後、グレッグが女の子となにか会話をしていた。距離があり会話はあまり聞こえてこない。でも、見ているだけでだいたいの流れは把握できた。

　女の子が必死になにかをしようとしている。でもうまくいかないせいで、グレッグの顔はどんどん険しくなっている。

　その後、グレッグは突然女の子の洋服をめくり上げた。すると完全に笑顔は消え、女の子になにかを言い放つと、三人でさっさとこの場を去っていった。残された女の子は、そんな三人の背中を呆然と見つめている。……かわいそうに。きっと役立たずとみなされ、パーティーを追放されたのだろう。

　俺も同じ経験をしたことがあるからわかる。しかし、こんな幼い子にこの仕打ちは、いくらなんでもひどすぎる。

　……見たところ、まだ五、六歳くらいだろうか。自分の置かれている状況をちゃんと理解できているのかも怪しいな。

　ひとりで森を抜けることができるのかと不安になる。助けてあげたいが、俺は戦えないので頼りにはならない。魔物が急に襲ってきたとしたら、危険な目に遭わせるかもしれない。

　――早くグレッグたちを追いかけるんだ。こっそり後をつければ、森から抜けるのは簡単だ。魔物が現れても、あいつらが倒してくれるだろう。

　心の中で女の子にそう訴えかけていると、殴られたところが急に痛みを増してきた。

　右頬がじんじんする。それになんだか頭も痛い。

　人の心配をしている余裕なんてないことに今さら気づき、嘲笑する。

　……雑魚と言われるブラックウルフからも攻撃をくらい、グレッグにもこけにされ、体と同じくらい精神までもぼろぼろになっていくのを感じていた。

　こんなのいつものことだ。日常茶飯事だ。

　いつか俺は、昔のような強さを取り戻せる。

　……俺は人生であと何回、この言葉を言うのだろうか。

　何度期待して、何度落胆すれば終わりが見えるのだろうか。

　いっそあきらめたほうが、ラクになるのかもしれない。

　この二年間、見て見ぬフリをしていた感情が、なぜか今この瞬間になって俺の頭の中を駆け巡っていく。

　ふらふらと立ち上がり、俺は近くにあった木の幹にもたれかかるように座り込んだ。

　なんだかすごく体がだるい。昨日からあまり体調がよくない気がしていたが……風邪でも引いたか？　どちらにしろ、しばらく休んでからカルモに帰ろう。

　うつむいて、俺はゆっくり目を閉じた。




　しばらく経ったとき、なにかの気配を感じた。はっとして目を開けると、グレッグたちと一緒にいた女の子が、俺の顔を覗き込んでいた。

　――この子、まだここにいたのか？　まさか、俺に助けを求めに……？

　そう思っていると、女の子はこちらに手を伸ばし、俺の頬にそっと触れた。

　グレッグに殴られた場所を、女の子は優しくなでる。その行為に俺は驚き目を見開いた。

　間近で見る女の子の紫色の瞳はまんまるで、宝石のようにキラキラと輝いていた。

　そして、手の動きが止まったかと思うと、女の子はぽつりとつぶやく。

「……せめて心の傷だけでも、私が癒やせたらいいのに」

　その言葉は、俺の心に強く響いた。

　――今までいただろうか。俺の心の……見えない傷を、心配してくれた人が。俺の気持ちをわかろうと思ってくれた人が。

　まさかこんな幼い子が、俺がどこかでずっと求めていた言葉をくれるなんて。

　まだ言葉の意味も、重さもよくわからないまま、ただなにげなく言ったひと言だったとしても、俺の胸を打つにはじゅうぶんだった。

「なにもしてあげられなくて、ごめんなさい」

　女の子は瞳を潤ませながら俺に謝ると、その場から離れてどこかへ歩き出していった。

　……俺に助けを求めるどころか、俺を助けようとしていた。

　武器もなにも持たず、ひとりで森を歩くのは危険だ。広い森で迷子にでもなったら、捜索も難航する。

　すぐに女の子を追いかけて、一緒にカルモまで帰ってあげないと。

『でも――お前と一緒にいたら、あの子まで笑いものにされるんじゃないか？』

『魔物が出ても守ってあげられないお前が、あの子を助けるなんてできるのか？　万年Ｆランク冒険者のくせに』

　もうひとりのネガティブな俺が、耳もとでそうささやく声が聞こえる。

「……できる。だって……二年前に失ったものを、俺はまた、見つけた気がするんだ」

　――俺には今、守りたいと思う人がいる。

　会ったばかりの見ず知らずの俺を、小さな体ひとつで助けようとしてくれた。見えない傷を、癒やそうとしてくれた。

　俺は、あの子を守りたい。

　そうだ。俺は家族を、仲間を、国を――いろんなものを守りたくて、剣士になったんじゃないか。

　俺は立ち上がり、女の子を追いかけた。

　危険な目に遭っていないことを願いながら、森の中を全速力で駆け抜ける。

「きゃあっ！」

　近くで叫び声が聞こえた。

　声のするほうへ走ると、女の子が魔物を前に腰を抜かしているのが見えた。

　あれは……キングウルフ!?　ブラックウルフは成長する前は雑魚といえるが、大人になると大きさも狂暴さも増し、途端に上級レベルの魔物と化す。

　牙は鋭く、あの牙で噛まれると命の危険もある。そのため、大人になる前に退治するのが基本だ。最近見かけていなかったが、キングウルフがまだこの森に潜んでいたとは。

　あの子を守るためには――俺が倒すしかない！

　キングウルフは大きく口を開け、女の子に飛びかかる。

　俺は間一髪のところで女の子を腕に抱き、キングウルフの攻撃から逃れることに成功した。

「ぎんぱつ、さん……？」

　俺を見た女の子の第一声はそれだった。

　銀髪さんって……見たままの呼び名に笑いそうになる。

「大丈夫か？」

「だいじょぶ、です……」

「そうか。よかった。……っ！」

　無事だったことに安堵していると、急に右肩の痛みに気づく。

　どうやら、さっき女の子をかばったときによけきれず肩を噛まれてしまったようだ。助けることに夢中で、今の今まで気づかなかった。

　左手で肩を押さえると、べったりと血がついた。……これはまずい。さっさと倒さないと、俺の肩が持たないだろう。

「その傷！　私のせいで……！」

「違う。君のせいじゃない。それより、少し離れたところにいてくれないか。今から俺は……こいつを倒さなくちゃならないから」

　俺の心配をする女の子に、精いっぱいかっこをつけてそう言ってみせる。

　口を開け、立派な牙を見せつけてくるキングウルフを前に、俺は剣を構えた。

　そのとき、久しぶりな感覚が俺を襲う。

　――全然怖くない。むしろ、体に力がみなぎってくるように感じる。

「君にはお礼を言わないといけないな」

「え？」

　守りたいものがある俺は、こんなにも強かったのか。

　彼女は、それに気づかせてくれた。

「傷は癒えた。ありがとう」

　女の子にそう言うと、俺は目の前の敵に全神経を注いだ。

　そして、襲いかかってきたキングウルフに、思いきり剣を振りかざした。するとキングウルフはその場に倒れた。

　――仕留めた！

　二年ぶりの退治成功。剣を振るったときに感じた重みが懐かしい。

「すごいです！　ぎんぱつさん！」

　キングウルフを倒した余韻に浸っていると、女の子が俺に駆け寄ってきた。

　さっきよりも輝きを増した瞳で、満面の笑みを向けられると、急に緊張の糸がふつりと切れた。それより、いつまで俺のことを銀髪さんと呼ぶつもりなんだろう。

「……フレディだ」

「……ふれ？」

「フレディ。俺のなま……え……」

　言っている最中に立ちくらみがして、俺の体は地面へと倒れていく。

　――さすがに、むちゃしすぎたかもな。

　大怪我を負った肩を使い、激しく動いたせいで風邪も悪化している。

　意識が朦朧としてきて、息が苦しい。

　待ってくれ。後は、無事にこの子を帰すだけなんだ。もう少しだけ動いてくれ。

　俺は、この子を助けたいんだ……！

　そう強く思った瞬間、まぶたの向こうがやけにまぶしく感じた。そして、俺の意識は完全に途切れた。
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　その後、私がフレディさんの傷に触れると、あっという間にすべての傷が塞がっていった。あんなに大きな肩の傷でさえ、一瞬で治すことができた。

「……できた！」

　もう使えないと思っていた魔法を使えたことに、自分でもびっくりして歓喜の声をあげる。もちろん、フレディさんが無事でいられたことがいちばんうれしいけれど。

「……う、ううん？」

　苦しそうにしていたフレディさんは、小さな唸り声をあげて静かに目を開けた。

「あれ、痛くない……？」

　痛みと熱から解放されたことに気づき、フレディさんはゆっくりと上半身を起こす。そして、左手で重傷だった右肩に恐る恐る触れた。

「治ってる……。肩だけじゃなくて、ほかも全部」

　自分の体をあちこち触りながら、フレディさんは信じられないといった表情を浮かべた。

「まさかこれ全部、君がやったのか？」

「はいっ！　フレディさんが助かって、本当によかったです！」

　フレディさんに微笑みかけると、彼は目をぱちくりとさせた。

「ここには俺と君以外誰もいないし、状況的に信じるしかなさそうだ。さっき傷をなでられたときも、君からは不思議な力を感じた」

「ふしぎ？」

「ああ。言葉にするには難しいんだけど……俺は救われた気持ちになったんだ。それより、まだ幼いのにとんでもない魔力を持っているんだな。将来聖女として大成を遂げそうだ」

「聖女？」

　聞いたことはあるが、どういった役職なのかがいまいちピンとこない。

「え。君、聖女じゃないのか？」

「そういうのまだよくわからなくて。フレディさん、教えてくれますか？」

　両手を合わせてお願いすると、フレディさんはふっとやわらかく笑った。

「いいよ。教えてあげよう。聖女っていうのは、大まかに言うと強大な回復魔法や治癒魔法を使える者たちのことを言うんだ。ランクの高い聖女なんかは、祈りを捧げることで魔力を発動して、国を魔物や災害から守ったりする役目も果たしてる」

「ふんふん。なるほど……。回復魔法と治癒魔法は、なにか違いがあるんですか？」

「なにかしらの力を復活させるのが回復魔法で、傷を治すのが治癒魔法。まぁ、似たようでちょっと違う魔法って感じかな」

　フレディさんの話を、相づちを打ちながら聞く。つまり、治癒魔法を使える私はパーティーの中では〝聖女〟の役割ということね。フレディさんやグレッグのように剣を持って戦う人たちのことは普通に〝剣士〟とか呼ぶのだろうか。

　ひとりで真剣にそんなことを考えていると、フレディさんがくすくすと笑い始めた。

「フレディさん？　なにかおかしなことありましたか？」

「いや。ごめん。君は見た目や声は幼くてかわいらしいのに、話し方がとても大人びているからギャップがすごくてつい」

　その言葉に私はぎくりとした。

　あたり前だ。子供なのは見た目だけで、中身は二十歳の大人なのだから。

　返す言葉が見つからず、私はただ愛想笑いを浮かべていた。

「ところで、今さらなんだけど、君の名前はなんていうんだ？」

　フレディさんに言われて、まだ自分が名乗っていないことに気がついた。

「私はメイっていいます」

「メイか。名前もかわいいんだな」

　さらっとキザなことを言ってのけるフレディさん。

　子供相手だから言っているのかもしれないが、そんな褒め言葉を言われ慣れていない私はドキッとしてしまう。

「じゃあ、改めて言わせてもらおうかな」

　フレディさんは私の両手を取り、まっすぐに私を見つめた。

「俺を助けてくれてありがとう。メイ」

　そう言って、ぎゅっと手を握られる。

　温かな手のぬくもりと、優しく細められた瞳から、私への感謝の気持ちが伝わってくる。うれしいような、くすぐったいような感覚だ。

　しかし、私だってフレディさんにお礼を言わなければいけない。命を助けられたのは、こちらも同じだから。

「私こそ、助けてくれてありがとうございます！　フレディしゃんっ！　――あ」

　いい雰囲気だったのに大事なところで噛んでしまい、恥ずかしくて自分の口をすぐさま塞ぐ。

　顔が熱い。きっと、トマトみたいに赤くなっていることだろう。

　上目遣いでちらりとフレディさんを見つめると、あまりに恥ずかしがっている私を見て、フレディさんはプッと噴き出した。

「ふっ……はは！　やっぱりかわいいな、メイは」

　私の頭をぽんぽんとなでる彼の顔は、出会ったときには想像もつかなかった、無邪気な笑顔だった。
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「そういえば、メイっていくつなんだ？」

「私？　私は五歳です。フレディさんは？」

「俺は二十歳だよ。メイからしたら、おじさんに見えるかもな」

「そんなこと！　フレディさん、私が今まで出会った男の人の中で、いちばんかっこいいですっ！」

「……そう？　ありがとう。といっても、メイはこれからいろんな人にたくさん出会うだろうからね。俺はいつまでいちばんでいられるかな」

　照れくさそうに頭のうしろをかきながら言うフレディさん。おじさんだなんてとんでもない。前世で二十年間生きてきてこんなイケメンに出会ったことはなかった。しかも二十歳ってことは、前世の私と同い年だ。なんだか親近感が湧いた。

「質問ばかりして悪いけど、メイって、フェルリカのどこか別のところからこの町に来たのか？　それと……グレッグとはどこで？」

「んーっと……これまで自分がどこにいたのか、それがわからないんです。目が覚めたら森にいて目が覚めて、そのとき助けてくれたのがグレッグさんで……」

　私はフレディさんに、転生したことは伏せて自分の現状を話した。

「……そうなのか。でも、いつかわかるかもしれないし、今は今できることをすればいいよ」

　名前と年齢以外はなにもわからないと言う私に、フレディさんはそれ以上深く追及してくることはなかった。なにかわけありと思ったのだろう。

　そんな話をしているうちに、フレディさんのおかげで私はカルモに戻ることができた。

　とりあえずブラックウルフのボス――キングウルフっていうみたい――がいて、退治したことを報告しに、ギルドまで行こうという話になった。

　フレディさんと歩いていると、周りの人から視線を感じる。私が視線を合わせようとすると、みんなサッと逸らしてしまう。わけがわからず、私はひとりで首をかしげた。

　そんな私の様子を見て、苦笑しながらフレディさんが言う。

「俺が誰かと一緒にいることが、みんなめずらしいんだよ。相手がたとえ、五歳の女の子だとしてもね」

　そっか。フレディさん、ずっとひとりだったから……。

「じゃあ、これがあたり前になったら、みんなじろじろ見なくなりますね！」

「え？」

「だって私、これからもフレディさんと一緒にいたいです！　聖女として、フレディさんの役に立ちたいです！」

　もうグレッグのときのような間違いは起こさない。せっかく授かった能力を使う相手は自分で選ぶ。

　フレディさんは信用できる人だ。今頼りにできるのも、フレディさんしかいないし……。

　それになんだか、フレディさんを馬鹿にしているような視線が許せない！　本当はすっごく強い剣士だってことを、早くみんなに知らしめてやりたい。

「ありがとう。俺もメイの役に立ちたい。困ったことがあったら、真っ先に俺に言ってくれ」

「はいっ！」

　元気よく返事をすれば、フレディさんは微笑んだ。その笑顔を見た周りの人たちが、ぎょっとしている姿も目に飛び込んできた。

「……あの人、あんなふうに笑うのね」

　誰かがぼそっとつぶやいた声が聞こえた。たしかに初対面のフレディさんは無表情で、愛想がいいとは決して言えなかったかも。普段のフレディさんがいつもあんな感じなら、それはもったいない気がする。

　そんなことを思いながらギルドに向かうと、そこには今いちばん顔を合わせたくない人たちがいた。

　グレッグ、チャド、コーリー……。私を見捨てた三人だ。

「――メイ!?　それに最弱野郎まで……。お前ら、よく無事に戻ってこれたな。運よく魔物と遭遇しなかったのか？」

　運がよかったのはそっちだろう。いくらグレッグといえど、あのボスと戦闘になっていたらそんな無傷でいられなかったと思う。

「メイちゃん！　無事だったのか！」

　グレッグの声を聞きつけてか、マスターが奥の部屋から受付まで駆けつけてきた。

「ああよかった。フレディがついていてくれたのか」

「はい。フレディさんが助けてくれました」

「そうか。フレディ、よくやった」

　マスターがフレディさんにお礼を言うと、うしろにいるグレッグが肩を震わせて笑いだした。

「こいつがやったのはたかが道案内だけだろ！　ブラックウルフも倒せなかったんだからな！　片づけたのは全部俺たち―――」

「マスター、これ。帰り道に遭遇したんで、なんとか片づけておきました。まだほかにもいるかもしれないので、警戒はしておいたほうがよいかと」

　グレッグを遮り、フレディさんは持って帰っていたキングウルフの頭が入った袋をどさりと受付の机に置く。

「こ、こいつはキングウルフじゃないか！　フレディ、お前がやったのか!?」

　袋の中を見たマスターは驚きの声をあげる。同時に、グレッグたちもキングウルフの頭に釘づけになっている。

「そうです！　フレディさんが、私がこいつに襲われてるところを助けてくれたんですっ」

　なにも答えないフレディさんのかわりに、私がマスターに返事をした。

「まさか！　こんな弱っちいやつに倒せるような魔物じゃない！　嘘をつくな！　どうせ死体を見つけて、自分の手柄にしようと思って首だけ持ち帰ったんだろ！　そうでもしないと、一生お前のランクは上がらないもんなぁ？」

「……勝手に言ってろ。俺がいくらランクが低くたって、お前のような薄情者よりはマシだ」

「なんだと!?　もう一回言ってみろ！」

「お前のせいで、メイがどれだけ怖い思いを――！」

　グレッグの挑発を今まで無視してきたフレディさんが、意外にも感情的になって言い返している。今にも大げんかが始まりそうなふたりのあいだを、マスターが止めに入る。

「おい！　けんかならよそでやれ！　……それとグレッグ。お前、俺の言うことを聞かずにメイちゃんを危険な場所へ連れていった理由、まだ聞かせてもらってないぞ」

「うっ……。それは……」

「納得いくよう説明してもらおうか」

　マスターに詰め寄られ、グレッグはたじろぐ。

「お、俺は忙しいんだよ！　そんな暇はない！　行くぞ。チャド、コーリー！」

　都合が悪くなったのか、グレッグはふたりを連れてギルドから逃げるように去っていった。

「……まったくあいつらは。メイちゃん、本当に大丈夫だったか？　グレッグに依頼についてくるよう無理強いされたりしてないかい？」

　あきれたように言うマスターに、私は首を横に振る。

　手っ取り早くランクを上げようとして、マスターの忠告を無視してしまった。今回のことは、少なからず自分にも責任がある。

「マスター……言うこと聞かなくて、ごめんなさい」

　しゅんとしながら謝罪をすると、マスターは私の頭をぽんぽんとなでる。

「まぁ、無事だったからよしとしよう。そんな悲しい顔されたら、怒る気も失せるってもんだ」

　怒ることなく、眉を下げながら優しく笑うマスターに私は感動すら覚えた。

　前世では小さなミスをしたら容赦なく上司の怒声が飛んできてたなぁ……。私が大人の姿だったら、今回もすんなり許してはもらえなかっただろう。子供の姿って、案外得することが多いのかも。

「それとフレディはお手柄だった。どうやってこいつを倒したんだ？」

　心底不思議そうな顔をして、マスターはフレディさんに問う。

「今まで忘れていた戦い方を体が思い出したんだ。これからはギルドにもっと貢献できる。今まで迷惑かけたぶん、きっちり働くよ」

　やけにすっきりとした顔をして、フレディさんは答えた。

「……なんかよくわからんが、表情が生き生きしてるな。お前がそんな顔をするなんてびっくりだ。それにしても、よく無傷でいられたな」

「まさか。肩に致命傷ともいえる大きな怪我をした。でも、メイが治してくれたんだ」

　マスターの驚き顔が、今度は私に向けられた。

「この子がそんなに大きな傷をひとりで治したのか!?　そんなこと、腕のある聖女でもたやすいことじゃない」

「メイには聖女の力がある。それもかなり強力だ。……おそらく、グレッグたちはメイのその能力にうっすら気づき、利用しようとしたんじゃないのか？」

　すごい。大あたりだ。

「グレッグたちは、新しい聖女が見つからないと嘆いていたからなぁ……。だとしても、こんな幼子に目をつけるとは。油断も隙もないやつらだ」

　どうやら、マスターもグレッグたちには日々手を焼いているようだ。

「実力は確かなものだし、依頼も数多くこなしてくれるが、どうもやり方が気にくわん」

「……今のままだと、いつか足もとをすくわれるさ」

　額に手をあて悩むマスターに、フレディさんがクールにそう言い放った。

「そうかもしれんな。さあ、ふたりとも疲れてるだろう。これ以上長話するのもなんだし、帰ってゆっくり休むといい」

　マスターに言われ、私は大事なことに気がついた。そういえば私――。

「グレッグさんたちに追い出されたから、帰るところなくなっちゃったんだった……！」

　私はそう言って両手で頭を押さえた。がーん。という効果音がどこからともなく聞こえてきそうだ。

「……メイ、行くあてがないのか？」

「はい……どうしよう」

　昨日は暖かい布団で眠ることができたけれど、今日からはそうもいかないかもしれない。宿にずっと泊まるお金なんて、昨日の今日であるわけないし。

「だったら、俺の家に来るといい」

「フレディさんのところに!?　いいんですか？　迷惑とかじゃあ……」

「これもなにかの縁だ。メイが出ていきたくなるまでは、俺が責任持ってメイの面倒を見る。……それに俺はひとり暮らしだから、誰の迷惑にもならないよ」

　ひとり暮らし……!?

　ということは、フレディさんとふたりきりの生活になるってこと？

　まぁ、いくら中身が同い年でも私の見た目は幼女だから、フレディさんからしたら子守と同じだろう。変に意識しないようにしよう。

「ありがとうございます！　よろしくお願いします！　私、なんでもやりますから！」

「はは。頼もしいなぁ」

　お礼を言って、やる気を伝えるようファイティングポーズを取ってみせると、フレディさんは笑った。

　マスターも、フレディさんのところに行くなら安心だと言ってくれた。

　私たちは一緒にギルドを出て、フレディさんの家へと向かう。




　フレディさんの家は、町の中心部からは少し離れたところにひっそりと建っていた。こぢんまりとしているが、ふたりで暮らすにはじゅうぶんな広さだ。

　一階には居間と、奥には寝室らしきものがある。部屋は物が少なく殺風景で、掃除が行き届いていないのか埃ほこりっぽさを感じた。タイミングを見て掃除をしてあげようと、私はひそかに思った。

　梯はし子ごを登った先にある屋根裏部屋はまったく使っていなかったようで、フレディさんはここを私の部屋にしてくれると言ってくれた。

「こんな場所しかなくて申し訳ないけど」と彼は言ったが、秘密基地みたいな空間に私のテンションは勝手に上がっていた。

　フレディさんは背が高いので、屋根裏部屋で暮らすとなると窮屈かもしれないが、子供の私には申し分のない広さだ。

　小窓からは町や空を眺められるし、私はこの部屋をすぐに気に入った。




　屋根裏部屋に布団を運んだりする作業を終えると、フレディさんがお茶を淹れてくれた。

　居間で一緒にほっとひと息つきながら、私は気になっていたことをフレディさんに話す。

「あの、フレディさん。魔法のことで聞きたいことがあって……」

「魔法のこと？」

「はい。私が使える聖女の能力――つまり、治癒魔法のことです。これって、これからも今日みたいにちゃんと発動させることができるのかなって。私、たぶんまだ自分の魔力をコントロールできない気がして」

　今日は結果的にフレディさんを助けられたけれど、またうまくできるだろうか。そんな不安を私はずっと抱えていた。

「昨日、グレッグさんの小さな傷を無意識に治せたのに、今日は治せなかった。それで見捨てられちゃって……。フレディさんの頬の傷も、最初は治せなかったし……」

　カップの中でゆらゆら波打つお茶を見つめながら、私はうつむいた。

「……魔法が発動しなかったときは、メイの中に迷いがあったんじゃないかな」

「迷い？」

　顔を上げると、フレディさんの真剣な横顔が目に入った。

「俺は魔力が高くないから、あんまり魔法のアドバイスはできないけど、魔法を発動するときに大事なのはイメージ力って言われてるんだ。発動しなかったときは、メイの中でグレッグを助けるってイメージが湧いてなかったんじゃないのか？　迷いっていうのは、自分自身に大きな影響を与えてしまうものだ。少しでも迷いがあれば、本来の力を発揮するのは不可能だろう」

　たしかに、あのときグレッグの傷を治したいとは思っていなかった。

「俺のことを最初治せなかったときも、自信を喪失していたせいで、治したいって気持ちより不安が勝っていた可能性がある。治したいと思っても、治すイメージがちっとも浮かんでなかったのかもな」

「……そうかもしれないです。あのとき、自分はもう二度と治癒魔法を発動できないって思いました」

「でも、最終的にメイはものすごい力を発揮して俺を治してくれた。そんな状態からあそこまで自分を持ちなおしたのは、本当にすごいことだと思うよ」

　フレディさんに褒められ、むずがゆい気持ちになる。

「なにか気持ちに大きな変化でもあったのか？」

　そう問われれば、答えはひとつしかなかった。

「フレディさんを私の力でどうしても助けたいって、心の底から、それだけを強く思いました。そしたら、魔法が使えました」

　無我夢中。この言葉が、あのときの状況にぴったりだったように思う。

　不安とか、迷いとかはいっさいなかった。ただ、目の前の人を助けたい。それだけだった。……だから、本来の力を発揮できたのか。

「……俺も同じ」

「……フレディさんも？」

「君を守りたいって心から思ったら、迷いなく剣を振れたんだ」

　フレディさんのまっすぐな眼差しが、私の瞳に向けられた。

　そっか。私たち、同じ気持ちだったのか……。

「つまり、今までは迷いがあった……ということですか？」

「そうだね――この二年間ずっと」

「二年間も？」

　フレディさんはうなずいて、自分の過去について話し始めた。

「といっても、そんな重い話じゃない。祖国、ガレーデン王国の冒険者ギルドにいたときに、謎の最強魔物の退治に行ったんだ。その際、俺は一度死にかけてね。……それ以来、あの恐怖が頭にこびりつくようになって。弱い魔物すら、そのときの魔物に見えてしまうようになった」

「そんなことが……」

　よほどの恐怖だったのだろう。それが、トラウマになってしまっていたのか。

「まともに戦えなくなった俺はギルドに居づらくなり、イチからやりなおすつもりでここへ来たんだ。もう無理かと思ってたけど、メイのおかげでやりなおせそうな気がしてきた」

　今日キングウルフを倒したことは、フレディさんにとって大きな自信になったみたい。トラウマを克服できたようで、私もひと安心する。

「それにしても、この世界にはキングウルフよりもずっと怖い魔物がごろごろいるんですね……最強魔物って、想像もできないです」

「魔獣なんかも存在してるよ。人々のあいだでは伝説として知られているが、実態がよくわからないまま畏怖されている存在。カルモにある北の森の洞窟にも、魔獣が棲みついているって話だ」

「え！　そんな近くに魔獣がいるんですか？」

　すると、フレディさんがカルモにいる魔獣について知っていることを話してくれた。

「その魔獣は昔、フェルリカの人間たちとお互い傷つけ合わない、干渉しないという約束を交わし、百年以上も静かに洞窟で暮らしてるらしい。魔獣が棲みついているから、北の森の洞窟に人間はなるべく近寄らないようにしているんだ。メイも気をつけてね」

「はい！　というか、怖くてとても近づこうなんて思わないです……」

　実態がよくわからない魔獣だなんて怖すぎる。だけど……いつか見てみたいなって気持ちもちょっとある。

「これからいろんなことがあるだろうけど、メイも自分の魔力を信じていれば大丈夫だよ。一緒にがんばろう」

「はい！」

　私たちは笑い合い、どちらからともなくハイタッチを交わした。

「あ、それから――今後グレッグの名前を口にするときに、〝さん〟などつける必要なんてないからね」

　少し厳しい表情でフレディさんは付け加えた。

　――この日から、私とフレディさんの共同生活がスタートした。




　一夜明け、私は早起きをして居間の掃除に取りかかった。フレディさんは奥の部屋で寝ているようだ。フレディさんが起きていると、居間にずっといるから昨日は掃除ができなかったんだよね……。

　汚れた衣服を回収して洗い場に行くと、手動式だけれどこの世界にも洗濯機のような器具が存在していて、助かった。

　雑誌や新聞はまとめて、埃を払った本棚に並べていく。台所の流しに置いてあった食器を洗いながら、朝ごはんをなににするか考える。

　……というか、フレディさんってちょっとだけズボラ？




　前世でいう冷蔵庫のかわりになる保冷庫の中を勝手に覗くと、中には卵と数切れ残ったベーコンと飲み物しかなかった。それと、台所近くの戸棚に野菜がいくつか放置されている。見たところ、腐ってはなさそうだ。いったい、普段どんな食生活をしているのか心配になる。

　食パンがあまっていたので、その上に卵とベーコンをのせる。

　火にかけようと思ったが、コンロに届かず小さな椅子の上に乗っての作業となった。手も小さいから、なかなか難しい。苦戦しながらも簡単な朝食のできあがりだ。

「フレディさん、ご飯できましたよー！」

　冷めないうちにと思い、寝室のドアをノックして叫ぶ。

「……メイ、おはよう。早起きなんだな。ところでご飯って――え、えぇっ!?」

　寝ぼけながら部屋から出てきたフレディさんだったが、整頓された居間を見てすっかり目を覚ましたようだ。

「き、綺麗に片づいてる……」

「この方が気分もすっきりするかなと思いましたので！」

「それにこの朝ご飯、メイが作ったのか？」

「はい！　材料がなかったので、簡単なものですけど……召し上がってください！」

　言われるがまま、椅子に座りパンをひと口食べると、フレディさんは言う。

「おいしい。……すごいな。君、本当に五歳か？」

　なんとも答えにくい質問に、私はただ幼く無邪気に見えるであろう笑顔を返した。

「あ、戸棚にあった野菜はそのまま放置してたら腐りそうだし、一気に使うには量がありすぎたので、保冷庫の冷凍スペースに保存しておきました。食材が少ないので、後で買い物に行ってもいいですか？　節約は得意なので任せてください！　安くて新鮮な食材で、長持ちする料理をたくさん作り置きしておこうと思って……」

　前世では両親が共働きでよく家を留守にしていたため、自分で料理をすることが多かった。貧乏だったので、贅沢はできなかったが、おかげでお金をかけずに作れるレシピはいくつか頭に残っている。

　私が一緒に住むことによって、フレディさんにあまり負担をかけたくない。今世でもできる限りは節約をしよう。贅沢は、未来のご褒美に取っておけばいい。

「野菜って、冷凍できたのか？」

「へっ？　はい。できますよ。冷凍することで長期保存できるんです。お肉やお魚だって可能ですよ」

「そうなのか!?　知らなかった……そんな便利な方法があったなんて」

　フレディさんは衝撃を受けたような顔をしている。この世界では食べ物を冷凍するのはめずらしいことなのか、フレディさんが知らなかっただけなのかは謎だ。

「ついでに聞きたいんだが、メイは今なにをしているんだ？　それって……薔ば薇ら？」

　私の手もとを見ながら、フレディさんは言う。

　おなかが空きすぎて、先に朝食を食べ終えてしまった私は、テーブルの上で小さめのタオルを薔薇の形にたたんでいた。タオルアートと呼ばれるものだ。

　私は前世で遊ぶものが家になかったので、日用品で遊べるものを探し、幼い頃からタオルアートをして遊んでいたのだ。

「どうやったらタオルがそんな形になるんだ？」

「結構簡単ですよ。まずは三角に、そして下から折って丸めていくと……ほら！」

　できあがった薔薇を手の上にのせてフレディさんに見せると、フレディさんは目を輝かせた。

「すごい！　ただのタオルがこんなにかわいくなった！　まるでマジックだな」

「ふふ。こうやって並べていくと、タオルがインテリアみたいに見えませんか？　私、こういうの好きで――あっ！　フレディさんの家なのに、勝手なことしてごめんなさいっ！」

「いいや。むしろお礼を言いたいくらいだよ。こんな殺風景な家に彩りを与えてくれて」

　フレディさんはそう言うと、私の手から薔薇のタオルを取り、自分の手のひらにのせた。フレディさんが持っていると、なんだか本物の薔薇のように見えた。

「もうここはメイの家でもあるんだから、メイの好きなようにしてくれていいよ。なにかあったら俺も手伝うし。……まぁ、足を引っ張ることになったら申し訳ないんだけど」

　話を聞けば、フレディさんは家事全般が苦手らしい。昔から、母親にもよく注意されていたとか。

　幸い私は家事がどちらかといえば得意なので、家に置いてもらうかわりに家事を担当することにした。

　フレディさんは自分がやると言っていたが……期待はしないでおこう。










最強聖女




　そんなこんなで、慌ただしくも私が転生してから二ヶ月の時が経った。

「フレディ、ご飯できたー！」

　だいぶここでの暮らしにも慣れてきた今日この頃。

　フレディともすっかり打ち解けて、今ではもう敬称も敬語もなくなっていた。

　本日の朝食はサンドイッチにコンソメスープ。昨日、採れたての野菜をたくさんもらったのでさっそく使ってみた。

　そして今、私は生活魔法というものを使えるようになっている。生活魔法というのはその名の通り、生活に役立つ魔法だ。火を使ったり、水を出したり。これによって、料理はかなり楽になった。

　私には治癒魔法以外の才能もあったようで、あっという間に生活魔法をマスターした。突然手から火を出したときは、フレディも驚いて固まってたっけ……。

「おはようメイ。あー、おいしそうな匂いがするな」

「フレディ、つまみ食いはだめ。ちゃんと身支度してから！」

　この二ヶ月で気づいたこと。フレディは家事が苦手で朝が弱い。あとピーマンが嫌い。それ以外に欠点はまるで見つからないが、どこの世界にも完璧なイケメンはいないってことを思い知らされた。

　フレディは私ばかりに家事をさせるのが申し訳ないと言って、たまに料理をしてくれる――が、いつもなにかしら失敗していた。




　午後は町の中心部にある市場に買い出しにきていた。私への依頼がない日に、まとめ買いするのがお決まりだ。

「メイちゃん！　買い物かい？　サービスしてあげるよ！」

「本当？　いつもありがとう！　おじさん！」

「メイちゃん、あたしのとこにもおいで！　外国の新しいお菓子が入荷したから、食べていきなよ」

「おばさんもありがとう！　どんなお菓子か楽しみ！」

　食事の材料を調達するため、毎週この市場に足を運んでいるうちに、商人たちに顔と名前を覚えられ、みんなにとてもよくしてもらっている。

　最初は見知らぬ子供が突然現れたからか、周りもざわついていたが、もうそんなことはなくなった。

　フレディと一緒に来ることもあるが、フレディも今では市場の人たちと笑顔でコミュニケーションを取れるようになっている。私が来てから、フレディはかなり変わったとみんなが口を揃そろえて言っていた。

　逆に、みんなのフレディへの印象も大きく変わったと言える。

　そしてそれは――冒険者ギルドでも同じだった。




「おい、あの〝万年Ｆランク冒険者〟、二ヶ月でＡランクに昇格だってよ！」

「実はあいつ、めちゃくちゃ強かったらしいぜ」

「一緒にいる子供も、聖女としての能力は今ギルド内でトップらしいぞ」

　ギルドへ行くたびに、こういった噂話が耳に飛び込んでくる。

　私たちは、この二ヶ月でギルド内の有名人になっていた。

「メイ、今日の依頼はゴブリン退治だ。危険だったらすぐに逃げること。いいな？」

「りょーかい！」

　私たちは、ふたりでいろんな依頼をこなしていった。

　回復薬に必要な薬草を集めることもあれば、新種の魔物の生態調査をしに行くこともあった。

　そして、最近では危険な魔物を退治しに行くこともたまにある。というのも――まだフレディがＦランクだった頃、彼がＢランクになれば私も一緒に行っていいと、マスターが許可を出してくれたのだ。

　トラウマを克服したフレディは最強で、ものすごい早さで一気にランクを上げていった。ＥからＢになるのはあっという間で、つい先日Ａランクにまで上りつめた――。

　今ではギルド内でフレディを馬鹿にするものは誰もいない。

　グレッグたちは、私の聖女としての能力が復活したことと、格下に見ていたフレディの活躍っぷりが相当悔しかったようで、私たちを見るといつも舌打ちをしていた。

　フレディがＢランクになってから、私も魔物退治に行けるようになったので、ランクをやっと上げることができた。

　やはり、薬草ばかり集めていてもなかなかランクは上がらなかった。しかし退治に出かけるようになってから、私のランクはＦからＥに上がった。ひとつアップしただけでもうれしいものだ。

　基本的に、私の役目は聖女の力でフレディをサポートすることだ。傷を負えばすぐに治し、毒に侵されれば解毒する。

　私が同行することのできない、レベルの高い魔物退治へフレディがひとりで向かうときには、聖女の魔力を込めた特別なポーションをフレディに持たせた。薬草を集めているうちに、薬草に詳しくなっていたのだ。

　薬学の本を読んだり、薬くす師しに調合を教えてもらったりして、材料があればポーションを作れるようになった。とはいっても初心者なので、回復力はそんなに高いものではない。そのため、ポーションそのものに魔力をかけ、回復力をアップする方法を思いついた。効果はあったようで、もともとの倍の回復力が得られるようになった。これも、聖女の能力の特権かもしれない。

　このように私たちは、一緒にいるときもいないときも息の合ったコンビネーションで、順調に依頼をこなし続けた。




「メイ、俺たちっていいコンビだと思わないか？」

　依頼を終え、私たちは報告も兼ねてギルドに来ていた。受付が混んでいたので、休憩所に座って待機していると、フレディはうれしそうに私にそう言った。

「呼吸が合うっていうかさ。メイといると、負ける気がしないんだ」

「それは私も思う！　フレディと一緒だと、魔物が出ても怖くないもん！」

「そうか。メイも同じか。これからも時間が許す限り、俺たち名コンビとしてやっていこう」

「そうね！　でも私、ずっと冒険者をやり続けるつもりはないから！　私がやめるその日までは、一緒にがんばろう！」

「えっ……」

　私が言うと、少し間が空いた。ついでにフレディの顔色が若干悪くなった。……おなかでも痛いのかな？

「メイ、今のはどういう――」

「私、小さな村でゆったりとした生活を送るのが夢なの！　だから、その資金が貯まったら町を出るって決めてるんだぁ」

　憧れのスローライフを想像すると、顔がにやけた。冒険者としての生活は刺激的だが、自ら望んだものではないし。

「そ、そうなのか。それがメイの夢なら応援しないとな。うん。……そうだよな、いつかは俺の家からいなくなるんだよな。想像するとつらくなってきた……」

「フレディ？　なにボソボソ言ってるの？」

「いや！　なんでもない！　こっちの話だ」

　急に様子がおかしくなって、変なフレディ。

　フレディはその後、すぐに受付係に呼ばれ席をはずした。

　休憩所でフレディを待っていると、それまで私たち以外誰もいなかった休憩所に、ひとりのお姉さんが入ってきた。

　入ってきた瞬間、私はそのお姉さんに目を奪われた。

　ローズピンクの長い髪をふわりと揺らし、真っ白の高価そうな生地のワンピースを身にまとっている。

　目鼻立ちがくっきりとしていて、誰が見ても「美人」と言うだろう。

　ぼーっと見とれていると、そのお姉さんは、ゆっくりと私のほうに近づいてきた。

「あなたがメイちゃん？」

「は、はいっ。そうですけど……どうして私のことを？」

「ふふ。だってあなた、この町じゃ有名人だもの。子供なのにいろんなことができて、なにより聖女としての能力値が高いって。現最強聖女として、次期候補をこの目で見ておこうと思ったの」

「……てことは、お姉さんも聖女なんですか!?」

　しかも、最強聖女って言っていた気がする。同じ職業である聖女と話すのは初めてのことで、心がたかぶっていくのがわかった。

「ええ。私の名前はミランダ。よろしくね。小さな聖女さん」

　お姉さん――ミランダさんは屈んで目線を私に合わせ、ぱちりとウインクをしながらそう言った。

「こちらこそ、よろしくお願いしますっ」

「噂通り礼儀正しいいい子ね。でも私にはもっと気楽に話してくれていいのよ」

「……いいの？」

「もちろん。そのかわり少しのあいだ、私とお話ししてくれないかしら」

「ぜひ！」

　ミランダさんは私の隣に腰かける。

　こんなに綺麗な人と話せるなんて大歓迎だ。

　フレディが帰ってくるまで、私はミランダさんと談笑しながら親睦を深めることにした。

「こうやって話せてうれしいわ。私ね、ずっとあなたと話してみたかったの。その年齢で聖女の能力を開花したなんて前代未聞だもの。もともと持っていた能力値が普通の人とは全然違うんでしょうね」

　目をキラキラと輝かせながら、ミランダさんは言う。

　たしかに聖女になる訓練をしたわけでもないし、気づいたときには魔法が使えた。これは、私がもとから聖女としての才能があったということだろう。でも――。

「ミランダさんは最強聖女なんでしょう？　それに比べたら私なんて全然……」

「そうねぇ。一応この国で今、最強聖女って周りからは言われてるし、役目も果たしてるわ。自分で〝最強〟だなんて名乗るのは、ちょっと気が引けるんだけどね」

　眉を下げ、困ったように笑うミランダさん。どんな表情をしてもかわいくて、私が男だったら間違いなく今ので恋に落ちただろう。清せい楚そな雰囲気や、品のある仕草を見ていると、ミランダさんに〝聖女〟という役職はぴったりだと思った。

　そのままミランダさんは、最強聖女の役目について教えてくれた。最強聖女というのはその名の通り、国で最も強い能力を持った聖女のことを指す。

　最強聖女は基本的に王都での生活をすることになり、王宮で日々祈りを捧げることで、国を災害などから守る役目があるらしい。ほかにも、祈りのおかげで王都に魔物は侵入できないようになっているとか……。なるほど。だから祈りの効果が届かない町や村に魔物が襲ってこないよう、ギルドが立ち上がっているのか。

　そしてこの後、私はミランダさんの驚くべき過去を知ることとなった。

「えぇ!?　ミランダさんがグレッグと!?」

　その話を聞いて、思わず大きな声をあげてしまった。

　なんと、ミランダさんは最強聖女になる前、グレッグのパーティーに入っていたというのだ。そういえば、前まで聖女がパーティーにいたとか、グレッグが言っていたような。

「どうしてミランダさんみたいな女神があんなやつと……はっ！」

　心の声が漏れてしまい、焦って手で口を塞いだ。

　過去の仲間の悪口を言うのはよくないと思ったのだが、ミランダさんはけろっとした顔をしている。

「いいのよ、メイちゃん。私も、あの三人のやり方に愛想を尽かしてパーティーから去ったの。マスターからちょっと聞いたけど、メイちゃんもひどいことをされたみたいね。過去の仲間として、私からひと言謝らせてほしいわ。ごめんなさい」

「そんな！　ミランダさんはひとつも関係ないし悪くもない！　私が本来の力を発揮できなかったせいでもあるの。……まだ、聖女の能力がちゃんと開花する前だったから」

「そうだったの。でも変ね。グレッグは強い人にしか興味を示さないの。メイちゃんに近づいたのにはなにか目的があったと睨にらんでるんだけど、なにか言ってなかった？」

　私はグレッグの言っていたことを、記憶をさかのぼりがんばって思い出すことにした。

「……あ。そういえば。しんせいじょ？　とかなんとか言ってたなぁ」

　ミランダさんは私の目をじっと見つめ、納得したような顔をした。

「真聖女――百年に一度、神の加護を受けて生まれたと言われる稀少な存在。生まれながらにしてすさまじい魔力を持ち、神からの授かりものと言われている。特徴は紫色の瞳に、背中の星模様」

「えっ、えっ？」

　突然の説明口調についていけず、頭がこんがらがる。

「メイちゃんの瞳は、とても綺麗な紫色ね。紫色の瞳をした人はほかにもいるけど――こんな綺麗な色は、初めて見た」

　ぐっと顔を近づけられると、ミランダさんの髪からふわりと薔薇のようないい香りがした。とてもいい香りだ。きっと王宮の高級シャンプーを使っているんだろうなぁ。うらやましい――って、今は真聖女の話をしているんだった。

「グレッグは、メイちゃんを真聖女だと思ったのかもしれないわね」

「まさか！　私がそんなすごい存在なわけ――！」

　まだ真聖女のことをはっきり理解できていないが、とにかくすごい人なんだということは理解していた。

「一度自分の背中を確認してみるといいわ。そしたら答えがわかるんじゃない？」

「……着替えるとき鏡で見たことあるけど、星模様なんてなかった」

　大きなほくろがあった覚えしかない。どこからどう見てもただの黒い丸だったし、あれは星とはいえないだろう。

「あら。それは残念だわ。でも、メイちゃんがすごい聖女ってことにかわりはないけどね」

　ミランダさんとは逆に、私はほっとした。

　だって真聖女だったら、絶対将来は最強聖女として王宮行きになるもの。

　普通だったら王宮での暮らしなんて憧れかもしれないけれど、私は違う。そうなったら村でのスローライフっていう夢が叶えられなくなってしまう。それは真聖女でなくとも、最強聖女になれば同じことだ。

　……ミランダさんが最強聖女でいるうちに、なんとかして冒険者をやめないと。

「メイ！　待たせたな。帰るぞ」

　すると、休憩所にフレディが戻ってきた。

「お迎えが来たようね。メイちゃん、またお話ししてくれる？」

「もちろん！」

「ふふ。楽しみ。いつかメイちゃんの魔法を見てみたいわ。それに――あなたの剣術も」

　扉の近くに立っているフレディを見ながら、ミランダさんは言う。フレディはなにも答えずに、ふいっと目線を逸らした。

「それじゃあね」

　ひらひらと手を振って、ミランダさんは去っていった。

「……今の、聖女のミランダだな。なにか言われたか？　しかし、どうしてこんなところにいるんだろう」

「なんか私と話したかったみたい！　美人だし、いろいろ教えてくれたし、とってもいい人だった！」

「まぁ、たしかに悪いやつではなさそうだけど。もとはグレッグの仲間だからな」

　そこがやはり引っかかるのか、フレディはあまりミランダさんに好意的ではないみたい。美人すぎて照れているだけかもしれないけれど。

　その後、フレディと市場に寄ってから家に帰った。

　その日の夜、寝る前に改めて背中を確認してみると、やはり星模様は見られなかった。私は安心して眠りについたのだった。










魔法指導と土人形




　この世界へ来てから三ヶ月。順調に依頼をこなしていた私とフレディだったが、私はここらでひとつ新たなチャレンジをしてみようと考えていた。

　というのも、ランクがなかなか上がらなくなった――つまり報酬額アップが見込めない――ことが根本にある。

　――早く私もランクを上げて、報酬の高い依頼をこなせるようになりたい！　そう。すべては自身の夢のために。

　そこで私は、フレディにあるお願いをした。

「――もっといろんな魔法を使えるようになりたい？」

　私が作ったクリームシチューをもぐもぐと食べながら、フレディは私が言ったことをそのまま繰り返した。

「そう。私、強くなるためにもっと魔法を勉強したいの。私もフレディみたいに、魔物を倒せるようになりたい！」

　私の考えた新たなチャレンジとは、このことだ。

　私はまだ体も小さいので、体術を極めるよりも魔力を優先して極めることを選んだ。治癒や回復以外の魔法も習得できれば、魔法で魔物を倒すことができると考えたのだ。

　たくさんある依頼の中で、もっとも報酬の高いもののひとつがレベルの高い魔物の退治だ。しかし、これらは危険が伴うので、依頼を受けられるランクが限られている。

　すでにＡランクに上りつめたフレディはほとんどの依頼を受けられるが、私はそうもいかないというのが現状。

　もちろん、フレディと組めば魔物退治に出かけられるのだけれど、実際にそれを倒した者がランクを上げるための点数をいちばんもらえる仕組みになっている。

　たとえ魔物退治に出かけたとしても、私は聖女なので、基本、退治に関してはサポートすることしかできず、倒すのはいつもフレディの役目だ。そのため、フレディのように一気にランクを上げることは難しかった。

「今でもじゅうぶん使えると思うけどな。火も水も出せるし」

「それはただの生活魔法だもん。戦闘に役立つ魔法を使いたいの」

「そうか。……うーん。俺が教えてあげられたらいいんだけど、生憎、魔法のセンスはまったくないからなぁ」

　スプーンを置き、フレディは腕を組んで難しそうな顔をした。

「じゃあ、まずは魔法の得意な人を見つけることから始めるしかないかぁ。ギルドに魔導士は何人もいるよね」

「そうだな。魔導士から直接教えてもらうのがいちばんいいと思う。俺もついてるから、メイに変なことはさせないし」

「それじゃあさっそく明日、私の魔法の師匠になる人を探してみよう！」

　こうして、魔法を指導してくれる魔導士を探すこととなった――。




「……全然見つからない！」

　ひとりで魔物退治の依頼を受け、出かけていったフレディを見送った後、私はギルド近くにある公園のベンチでそう嘆いた。

　師匠となる魔導士を探し始めて早三日――まったく見つかる気がしない。

　主な原因はわかっている。フレディだ。

　フレディは私に対して超絶過保護なので、いつも私に近づく人を睨みつける癖がある。そのせいで、話しかけてもみんなすぐに逃げていってしまう。

　それに、〝万年Ｆランク冒険者〟と言われていたフレディが今では上位ランク冒険者になったことで、みんなフレディにどう接したらいいのかわからないようだ。馬鹿にすることはなくなったが、彼に近づこうとする者もほとんどいない。今まで彼の強さを知らずにさげすんでいたことへのうしろめたさがあるのだろうか。

　フレディもフレディで、自ら誰かに話しかけようとはしないし……。

　私とフレディは、いまだにギルド内で少し浮いている存在になっている。どうにか解決したいものだ。でも、どうすればいいものか……。

　ため息をついていると、私の足もとになにかが触れた。

　驚いて下を見ると、はにわのような形をした土人形が私の足もとで奇妙なステップを踏んでいる。

　……これって、土魔法で作った土人形かな？

　実物を見るのが初めてで、食い入るように土人形を見つめる。

　へんてこな動きとなんともいえない見た目が次第に愛らしく感じるようになり、私はあっという間にその土人形に心を奪われてしまった。

　――ちょっと触ってみてもいいかな？　触れたら壊れるとかないよね？

　興味が湧き、恐る恐る土人形に手を伸ばしてみる。するとその瞬間に、土人形はくるりと向きを変え走りだしていった。

「あっ！　待って！」

　思わず立ち上がり土人形を追いかけようとすると、公園の入り口にひとりの男性が立っているのが目に入った。

　その男性は真っ黒で大きめのローブを羽織り、黒い帽子をかぶっている。いわゆる典型的な〝魔導士の格好〟をしていた。
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　土人形は彼のところまで行くと、そのまま一緒に公園から去っていった。きっとあの魔導士が、土人形の造つくり主ぬしなのだろう。

　ぼーっとうしろ姿を眺めていると、突然土人形がこちらを振り返った。驚きながらも控えめに手を振ってみると、土人形が手を振り返してくれた。

　――な、なんてかわいいの！

　ますます私は、あの土人形に心を奪われてしまった。

　両頬を押さえながらあまりのかわいさに感動していると、魔導士も一瞬こちらを振り返る。

　そのとき、紫の髪の隙間から、少しだけ彼の顔を見ることができた。

　少し幼さの残る中性的な顔立ち。その顔はフレディに負けないほど整っていて、しばし見とれてしまうほどだ。

　魔導士はすぐにふいっと前を向くと、またスタスタと歩きだしていった。

「……見つけた。私の師匠」

　去りゆく背中に向かって、私はつぶやく。この瞬間、自分でもわからないけれど、見えないなにかに強く引きつけられるようなパワーを感じた。今まで見た魔導士と彼はどこか違う。そう思ったのはただの直感にすぎないが、私には今のなにげない出来事が、なぜか特別な出会いに感じたのだ。

　絶対にあの魔導士を師匠にしたい。だってそうすればまた土人形にも会えるし、なんなら土人形の作り方だって教えてもらえる！

　ギルドの近くにいたってことは、ギルドに登録している魔導士と見ていいだろう。でも、あんな人今日初めて見た。あまりギルドに顔を出さないのだろうか。

　名前もわからないし、とにかく情報がなさすぎる。

　私は彼の情報を得るために、マスターに会いに行くことにした。マスターは基本ギルド内にある執務室にいることが多いので、早足でギルドへと戻る。

　すると、ちょうど依頼を終えたフレディと鉢合わせた。

　師匠にしたい魔導士を見つけた旨をフレディに伝えると、そのまま一緒に執務室へと向かうことになった。




　受付係に事情を話し、執務室へと案内してもらう。

「おぉ！　ふたりとも、今日もお疲れさま！」

「マスターもお疲れさまです！」

　軽く挨拶を交わすと、椅子に座るよう促される。マスターが出してくれたお茶を飲みながら、私はあの魔導士の情報をマスターから聞き出すことにした。

「ねぇマスター、このギルドに黒い帽子にローブを着た、紫の髪の魔導士っていますか？」

「ん？　ああ、マレユスのことか。マレユスがどうかしたのか？」

　どうやら、あの魔導士の名前はマレユスさんというらしい。やはり、このギルドの登録者だったようだ。

「……メイ、まさか、師匠にしたい魔導士ってのはそいつか？」

　隣で話を聞いていたフレディが、怪訝そうに尋ねてきた。フレディもマレユスさんのことを知っているのだろうか。

「そう！　さっき公園でマレユスさんとマレユスさんが魔法で作った土人形を見たの！　それがすっごくかわいくて！　私、あの人に魔法を教えてもらいたい！」

　テンション高めに語ったものの、フレディとマスターはなにやら険しい表情をしている。……私、なにかまずいこと言ったかな？

「そうか……しかし、マレユスはちょっと難しいかもしれないな。頼んだところで、あいつが引き受けるとは思えん」

「えっ！　どうしてですか？」

　腕を組みながら言ったマスターに、私が聞き返すと、今度はフレディが口を開く。

「あいつは俺と同じだ。ギルド内のはみ出しもの、って言えばいいのかな。俺も直接関わったことはないけど、変わったやつだっていうのは知ってる」

「マレユスさんはどう変わってるの？」

「マレユスはとにかく人嫌いで、人と関わるのが下手くそでな。女子供にも容赦なくひどいことを言うもんだから、パーティーに入るとトラブルが絶えないんだ。今ではほとんどギルドにも顔を出さなくなって、引きこもり気味って噂だ」

　フレディのかわりに、マスターがマレユスさんについて教えてくれた。

　話を聞く限り、ちょっと癖が強めの人のようだ。でも、それは全部他人の口から出たマレユスさんに対する評価でしかない。私は自分自身がちゃんとマレユスさんと関わってから、マレユスさんという人がどんな人間なのかを判断したい。

「メイ、土人形を作るのはほかの魔導士だってできる。ほかの魔導士でもいいんじゃないか？」

「いや！　私はマレユスさんがいいの！　だって、ほかの人とは違うなにかを持ってる気がするの！　それにあの土人形を作れるのはマレユスさんだけだもん！」

　その後もなにを言われようが、小さな手足をバタバタさせて、幼女らしく駄々をこねてみる。その様子を見たフレディとマスターは、これ以上なにを言っても無駄だと悟ったようだ。

「わかったわかった。メイがそこまで言うなら俺も協力する。マレユスにメイの師匠になってくれるよう一緒に交渉しに――」

「フレディはだめ！　私ひとりで交渉する！」

「なっ!?」

　フレディがついてきたら、また睨みをきかせてうまくいかなそう。そう思い、私はフレディの提案を全力で拒否した。

「ひとりで行ったほうが、本気度が伝わるでしょう？　フレディ、よけいなこと言っちゃいそうだし」

「……メイ、いつのまに反抗期を迎えたんだ」

　べつに反抗期じゃないし、反抗期なんてものは前世でとっくに終わらせてきた。

「まぁまぁ。メイちゃんの言うことも一理ある。もしかしたらあのマレユスも、メイちゃんになら心を開くかもしれない。お前がそうだったようにな。子供ってのは、大人にはない不思議な力を持っているからなぁ」

　落ち込むフレディを、マスターが笑いながらなだめた。

「そうだ。メイちゃんにいいことを教えてやろう。マレユスは夕方頃、あの公園付近を散歩している姿をよく目撃されてるぞ。ギルドに来るより、そこへ行ったほうがマレユスに会える確率は高いだろう」

「わぁ！　有力情報ありがとうございます！　マスター」

「もしギルドにマレユスが来たらすぐ報告しよう。マレユスは変わり者だが、魔導士としては優秀だ。メイちゃん、がんばれ！」

「はいっ。がんばります！」

　マスターから激励を受け、私のやる気ゲージはぐんぐんと上がっていった。

「メイ、もしマレユスになにか理不尽なことを言われたりされたりしたら、すぐ俺に言うんだぞ。……叩っ斬ってやる」

　最後、小声で恐ろしいことをつぶやいていた気がするが、フレディも最終的に私の背中を押してくれた。




　次の日から、私はしばらくギルドの活動を休み、マレユスさんを捜すことにした。

　マスターに言われた通り、夕方に公園へと足を運ぶ。

　――まだ誰もいない、か。

　閑散とした公園のベンチに腰かけ、マレユスさんが現れるのを待つ。

　そして時計の針が三十分ほど進んだ頃、時はやってきた。

　公園の入り口に、マレユスさんの姿を発見したのだ。今日はそばに、土人形の姿は見あたらない。……ちょっと残念。でも、マレユスさんが師匠になってくれれば、いつでも土人形に会わせてもらえるはず！

「マレユスさん、ですよね？」

　私はマレユスさんに近づくと、長いローブの裾を掴つかんだ。こうすることで、必然的に足を止めさせることが狙いだ。

「……誰ですか？」

　振り返ったマレユスさんの顔は、眉間にいくつものしわが寄っていた。発せられた声もあきらかに機嫌が悪そうだ。女子供にも容赦がないってのは、本当みたい。

「メイっていいます。最近カルモの冒険者ギルドに登録しました。一応聖女やらせてもらってます」

「はい。それで？　僕になんの用です？　というか、手を離してもらえますか？」

　威圧感がすごい。でも、ここで手を離したら逃げられそうな気がする。

　私はローブを掴んだまま、マレユスさんに本題を伝えることにした。

「手を離す前に、マレユスさんにお願いがあります」

「……僕に？」

　物めずらしいものを見るような目で、マレユスさんは私を見下ろした。

「私、もっといろんな魔法を使いこなせるようになりたいんです！　マレユスさんは優秀な魔導士と聞きました。だから、私を弟子にしてくださいっ！」

「嫌です」

　頭を下げる前に、マレユスさんに即答されてしまった。

　ひと筋縄ではいかないとは思っていたけれど……思っていたより手強い相手みたいだ。

　でも、私は一度決めたことは曲げない性格だ。絶対に、マレユスさんから魔法を教えてもらいたい。

「そこをなんとか！」

「嫌です」

「そう言われましても、困ります！」

「困ってるのは僕なんですが」

　食い下がる私に嫌気が差したのか、強引にローブを掴んでいた手を振り払われた。

「とにかく無理です。用が済んだなら、二度と僕に話しかけないでください」

　最後に周りが凍りつきそうなほど冷たい顔でそう言って、マレユスさんは去っていった。

　そうは言われたものの、私とて簡単にあきらめるわけにはいかない。




　私はその後も何度も何度もマレユスさんのところへ足を運んだ。公園を散歩することはマレユスさんの中では日課同然のようで、私がいるからといって公園に来ることをやめることはなかった。

　マレユスさんに弟子入りを断られた回数はもはや覚えていない。それでも私は言い続けた。

〝弟子にしてください〟と。

　冷たくあしらわれても、嫌な顔をされても、めげずにしつこくつきまとった。私の中で、マレユスさん以外の師匠は考えられなかったから。

　通い続けて二週間ほど経ったある日。今日も飽きずにマレユスさんに弟子入りを申し込む。

　最近は無視されることが多かったので、今日も無視かと思っていると、マレユスさんの足がぴたりと止まった。

「あなた、本当にしつこいですね。子供だから、僕が本気で嫌がってるのに気づいてないのですか？」

　マレユスさんが返事をしてくれたのは久しぶりだ。それだけで、なんだかうれしい。

「……いえ、それは気づいてます」

「じゃあ、どうしてあきらめないのですか？」

「だって、マレユスさんがいいんです。マレユスさんしか嫌なんです」

　この思いが伝わるように、まっすぐに目を見つめて言うと、マレユスさんはあきれた顔でため息をついた。

「はぁ……。わかりました。とりあえず、一回だけお試しで指導しましょう。このままだとオーケーするまで一生つきまとわれそうですからね」

「ほ、本当ですか!?」

　やっとマレユスさんの口から、私の求めていた言葉が出てきた。うれしくて、その場で飛び跳ねそうになった。

「ただし、僕は子供だからって容赦はしない。もしついてこられなかったら、その時点でやめますから」

「はい！　わかりました！　がんばります！」

「……変な子供」

　なんと言われても、今は気分がいい。

「じゃあ明日の十三時、この公園で待ち合わせだ」

「了解です！」

　いよいよ明日から、マレユスさんによる魔法指導が始まる。あの土人形にも、また会えるだろう。

　期待を胸に、私は明日に備え、今日は早めに寝ることに決めた。




＊　＊　＊




「マレユスさん！　今日はご指導、よろしくお願いします！」

　……どうしてこうなったのか。

　目の前で太陽のようにまぶしく笑う、どこのどいつかもわからない謎の子供。名前はメイというらしい。

　突如僕の前に姿を現し、僕に〝私を弟子にしてください〟と頼んできた。

　どうして僕の名前を知っているのか？　きっとギルドの誰かに聞いたのだろう。

　ほかにも魔導士はたくさんいるのに、どうして僕に指導を頼むのか？　……最近ギルドに顔も出さず、なんの依頼も受けていない僕に。若干気になるところではあったが、聞き出すほどの興味は今の僕にはなかった。

　子供の考えてることなんてわからない。いや、他人の考えてることなんて、一生理解できない。だから僕の考えも、理解してほしいとは思わない。他人の行動の理由を知ろうとしたところで、それが本当かどうかなんて知る由もないのだから。

「マレユスさん？　どうかしましたか？」

「えっ？　いや、なんでもないです。時間の無駄だから、さっさと行きましょう」

「はいっ！」

　いけない。ひとりでぼーっとしてしまっていた。

　僕はメイを連れて、町から南方向にある森へ向かった。この町は森に囲まれている。大きくまとめるとひとつの森なのだが、入る場所で危険度はまったく違う。

　東側の森、とくに北東にあるエリアでは魔物との遭遇率が高いし、薬草をたくさん採りたいのなら西側の森へ。目的によって入る方角を変えるのは、冒険者をやる上で基本だ。

　そして魔法の練習をするとなれば、南側の森が最適だ。あそこは木がたくさん生えているところもあれば、なにもない更地もある。湖もいくつかあるし、魔物もほとんど出ない。出ても弱いものばかりだ。僕も昔はよく、そこで魔法の練習をしていた。

「楽しみだなぁ。いろんな魔法を使うの」

　僕の一歩うしろを歩くメイの、うきうきとした声が聞こえた。

　――ふん。そんなのんきなことを言っていられるのも今だけだ。もう二度と、僕に魔法を教えろなんて言えないようにしてあげます。

　心の中で、僕はメイにそう返事をする。そもそも僕は今日、メイに真剣に魔法を教える気などさらさらない。あまりにも毎日毎日しつこいので、あきらめさせるために一度引き受けただけにすぎないのだ。

　子供が到底できないような高難易度の魔法ばかり繰り出したら、すぐに音を上げることだろう。その瞬間、僕は指導をやめてさっさと帰るという計画だ。

『僕は子供だからって容赦はしない。ついてこられなかったらその時点でやめますから』と事前に忠告はしておいたし。それを承諾したのはこの子供なんだから、僕に非はひとつもない。

　なにも知らずにへらへらと笑い続けているメイをちらりと見ると、向こうも僕を見ていたようで目が合ってしまった。にっこりと天使のような笑みをこちらに向けてくる。

　ふつうの大人なら、子供にこんな笑顔を見せられようものなら顔の表情筋がだらしなく緩むだろうが、僕にはなんの効果もない。顔色ひとつ変えずに、僕はメイから顔を逸らした。

　だいたい、僕は人と関わるのが嫌いなんだ。子供だろうが、大人だろうが嫌だ。

　――それにしても、本当にこんなふわふわした感じの子供が魔法を使えるのか？

　僕の中に、そんな疑念が浮かぶが、さっきギルドに寄ってメイのステータスは一応確認しておいた。たしかにこの子供の役職は聖女だったし、聖女としての成績はかなりよかった。回復に関しては、数値だけで見ると僕よりもかなり上といっていいだろう。魔導士は回復、治癒魔法には特化していないので、聖女より劣ってあたり前なのだけれど。

　それだけの恵まれた力を持っていながら、ほかの魔法も習得したいなんて、見かけによらず強欲な子供だな……。まぁ、魔法の習得はそんなに甘いものではないが。

　そんなことを考えていると、森に到着した。

「それじゃあ、さっそく始めましょう」

「はい！　マレユス師匠！」

　……〝師匠〟なんて呼ばれたのは初めてだ。思ったより悪い気はしない。

「それで、どんな魔法を使いたいのですか？」

「えーっと……攻撃力のある魔法を使いたいんです。魔物との戦闘に役立つような。今はサポート系の魔法しか使えないから。私も自分で魔物をやっつけたくて」

　自分でやっつけたいなんてめずらしい子供だ。普通は怖くて、戦いは避けたいというやつがほとんどだっていうのに。

「サポート系が使えるだけでじゅうぶんだと思いますけど。後方にいられるぶん安全ですし」

「でも直接倒せたほうがランクも上がりやすいし、受けられる依頼の幅も広がるし……報酬も多くもらえるじゃないですか」

「あ……そ、そうですか」

　突然はきはきと話しだすメイに、僕が押し負かされた感じになってしまった。

　ランクも報酬も現状に満足していないということか。……やっぱり見かけによらず強欲だ。それになんだろう。五歳とは思えないこの話し方。難しい言葉も知っているし、同年代と会話をしているような不思議な気分になる。

「火や水をぶわぁーって出したり、雷を落としたり、竜巻起こしたりしたいです！」

「どんな魔法が使いたいのかはよくわかりました。僕は全部できますので見せてあげます。ま、できるかどうかはあなた次第ですけどね」

「全部!?　マレユス師匠、さすがです！」

　あたり前だ。僕がどれだけ魔法の練習をしたと思ってるんだ。

　僕には魔法のセンスしかなかった。だから魔法を極めた。自分から興味を持ったものも、魔法しかなかったし。

　メイは簡単にやりたいなんて言っているけれど、火や水を出すのはともかく、雷や竜巻なんてのは雷魔法と風魔法の中でも難易度の高い魔法だ。メイのような子供にできるわけがない。

　宣言通り、できなかったところで即、このくだらない時間は終了だ。

「あ、でももうひとつ、攻撃魔法と同じくらい習得したい魔法があるんです」

「……なんですか？」

「土魔法で土人形を作る魔法です。私、この前マレユスさんが作った土人形を見て、大好きになっちゃったんです。だから私も作ってみたいんです。またマレユスさんの土人形に会いたいとも思っています」

　意外だ。土魔法だなんて。

　それに僕の土人形を好きになったって……そういえば、公園で一度メイに似た子供を見かけたな。あのときだろうか。あんなマヌケな顔をした土人形を気に入るとは、趣味の変わった子供だ。

「じゃあそれは、僕の魔法に最後までついてこられたら、ご褒美に教えてあげましょう」

「わあ！　絶対ついていきますっ」

　ふんっと鼻息を飛ばして気合を入れるメイの横で、僕はにやりとほくそ笑む。

　――ついてこられるなら、ついてきてみろ。

「それじゃあまず、火の魔法からやってみましょうか」

「はい！　師匠！」

　こうして、僕のメイへのスパルタ魔法指導がスタートした。




　一時間持てばいいほうだろう――そう思っていたのに。

「こうですか？　あっ！　出ました！」

　ゴオォォォォとすさまじい業火が、メイの手から放たれる。火に弱い魔物なら一撃で倒せるほどの威力だ。

「じゃあ次は水魔法を。まずは僕が一度やって――」

「ふむふむ。それなら火じゃなくて水をイメージして……それっ！」

　僕がやるより先にメイが巨大な鉄砲水を放ち、直線上にあった木のど真ん中に穴があいた。

「できました！　マレユス師匠！」

「や……やりますね」

　……なんだこの子供は。どうしてこんな簡単に高難易度の魔法が使えるんだ！　もともとのセンスが半端じゃないのか!?

　内心かなり動揺していたが、悟られないようあくまでクールな態度を貫いた。

「火や水は生活魔法でよく使うから、イメージしやすかったなぁ」

　小さな手を見つめながら、メイがつぶやいた。

　なるほど。そういうことか。火と水は普段から頻繁に使っているからできたと。だったら、次からが本番だ。

「雷と風、いってみましょうか」

　今度こそ、魔法はそんな簡単なものじゃないってことをわからせてやる……！

「では、僕が今からやる魔法と同じことをしてもらえますか？」

　そう言って、僕は空に雲の気配を感じる一点を見つけてそこに気を集中させる。天にかざした両手のひらから波動のようなものを出して雷魔法を発動すると、少し離れたところに大きな雷が落ちた。

「す、すごい……」

「これを魔物の頭上にお見舞いすれば、かなりのダメージを負わせることができます」

　口をあんぐり開けているメイに、得意げに言ってみせた。

「次はあなたの番ですよ」

「はい。でも雷魔法はやったことなくて……できるかなぁ？　もっと簡単な方法ってないですか？」

「ないです」

　嘘じゃない。難易度の高い魔法なのだから当然だ。ましてや、見ただけで同じようにできるはずもないだろう。その手順を丁寧に教えたとしても、上級者だって習得は難しいのだ。

「うぅっ……。じゃあ、がんばってやってみます」

「ファイトですよー」

　まったく心のこもっていない声援を送ってメイを見守る。さすがにこれはできないだろう。はぁ。やっとこの師弟ごっこから解放される。

　すると、目の前がピカッと光った。その後すぐ、落雷音が響き渡った。ありえない光景に、今度は僕が口をあんぐりと開けてしまう。

「できました！　師匠の応援のおかげです！」

「……す、すごいですね。さすがは僕の弟子です」

　これはまずい。どんどん笑えない状況になってきた。しかし、まだ風魔法が残っている。竜巻を起こさせるのは、今日やる魔法の中でもいちばん難しい上級攻撃魔法。この僕でも、習得するのにかなりの時間を費やした。さすがに五歳の、しかも魔法の知識がない人間にできるような魔法じゃあ――。

「きゃー！　師匠ほど大きくないけど、竜巻起こせました！」

　ない、はずだったのに。見よう見まねで発動させたというのか!?

「次はもっと大きな竜巻を起こせるよう、努力します！」

「……そうですね。まだ努力が足りていない証拠です」

「精進します！」

　いやいやいや。強がってなにを言っているんだ、僕は。

　努力が足りていないどころか、才能が足りすぎているだろう！　小さくたって、初心者が風魔法で竜巻を起こせてること自体がすごすぎる。

　いったい何者なんだ、この子供は。僕に弟子入りを申し込む時点で普通じゃないとは思っていたけれど、魔力に関しても普通じゃなさすぎる。

　たくさんの魔法を発動していながら、息切れひとつせずピンピンしているし……こんな小さな体のどこにその体力と魔力があるっていうんだ。

　不意に僕の中に、新たな感情が芽生えてきた。

　さっさと切り上げたいと思っていたのとは裏腹に、もっとメイの才能を深く知りたいという〝興味〟が湧いてきたのだ。

　これだけのセンスがあるならば、極めればかなりレベルの高い魔導士になることは間違いないだろう。国――いや、世界最強だって狙えるかもしれない。

　加えて、メイは聖女の能力も持ち合わせている。数多あまたの強力な魔法を使えるとなれば、誰がこの子供に勝てるというのか。それに、彼女の瞳の色は――。

　もしかしたら僕は、とんでもない人を弟子にしたのかもしれない。

「マレユスさん、少し休憩しませんか？　私、汗かいちゃいました！」

「ああ……そうですね。ちょっと休みますか」

　メイに言われ、自分もうっすらと額に汗をかいていることに気づいた。汗をかいたのなんて久しぶりだ。それだけ僕も、本気だったってことか……。

　木陰で涼みながら、メイと横並びで座り水を飲む。空を見上げると、すがすがしいくらいに青くて、ゆっくりと動く白い雲がなんだか気持ちよさそうに見えた。

　そういえば、こんな時間に外に出たのは久しぶりだ。もちろん、誰かと過ごす時間も……。

「マレユスさんは、もともとこの町にいたんですか？」

「え……。いや、生まれはフェルリカの南部にある小さな村――リーフという場所ですが、この町にはギルドに登録するために来ただけです」

「そうなんですね！　私、まだここへ来て長くないので……。友達も少ないし、遊ぶ人がいないんです。もしマレユスさんのおすすめの場所とかあったら、一緒に連れてってください」

　僕と一緒にどこかへ行って、なにが楽しいんだろう。同年代の友達をつくって遊ぶほうが、有意義な時間を過ごせると思うのだけれど。

「メイ、あなたの出身はどこなのですか？」

　これだけ魔法が使えるってことは、魔法のレベルが高い国の生まれなのかと思い聞いてみた。

「私？　私は……わからないです。目が覚めたらここにいたので」

「……目が覚めたらっていうのは？」

「そのまんまです。目覚めたら森の中にいて、覚えてるのは自分の名前だけでした。だから、この国どころか、この世界のこともわからないことばかりなんです」

　意味不明なことを言うなと思ったが、なぜか嘘だとは思えなかった。つまり――捨て子ということだろうか。世の中にはいろんな事情を抱えた人間がいる。捨て子というのも、特別めずらしいことでもない。

「じゃあ、両親のことも覚えていないと？」

「はい。わからないです」

　あっけらかんと答えるメイに、僕は驚いた。こんなに幼いのだから、もっと寂しがるのが普通じゃないかと思ったのだ。

「……そうですか。僕と同じですね」

「へっ？」

「はい。休憩は終わり。土人形が見たいのでしょう？　さっさとしないと日が暮れますよ」

「きゃーっ！　待ってました！」

　土人形というワードを聞いただけで、メイは大はしゃぎして立ち上がった。なんだかしんみりとしていた空気も、メイの明るさで一変する。

　僕はその場にいるだけで、場を暗くしてしまう自覚がある。メイは逆だ。いるだけで、場を明るくする人間。……真逆だからこそ、居心地よく感じるのだろうか。僕にしてはかなりめずらしく、他人といることが苦痛じゃなくなっていた。

「土人形も頭のイメージです。地面に手をかざし、そこから土を操り生み出す――こんな感じですかね。最初からこれができなければ、実際に土で人形を作ってから魔法で動かすという手もありますよ」

　土人形というのは、土魔法の中ではメジャーな魔法だろう。

　土人形を魔力で操り、自分の意思で動かすことができる。人に攻撃を加えない、物を破壊しないなどの条件をつけると、魔力のコントロール次第では勝手に動く土人形を作ることも可能だ。メイが会った僕の土人形はそれだろう。基本、踊ったり歩いたりするだけの自在に動く人形だ。

「うわぁ……！　これ！　これです！　このはにわのような感じ……すっごくかわいい～！」

　僕の土人形を見て、メイは今にも抱きつきそうな勢いだ。正直、自分の土人形をかわいいと思ったことはないが、メイにはこれがどうしようもなくかわいく見えるらしい。魔法のセンスは抜群だが、ほかのセンスはちょっとズレているようだ。

「私、この土人形を初めて見たとき、生み出した魔導士さんに絶対魔法を教わるって決めたんです。それがマレユスさんだったんです。えへへ」

「……へぇ。そうですか」

　メイは人さし指で頬をかきながら照れ笑いしているが……僕を師匠にした決め手がこの土人形？　どういう反応が正解なのかわからない。理由なんて興味はなかったけれど、まさか土人形だったなんて。ズレているのはセンスだけではないんだなと思った。

「私もやってみます！」

　メイは今日一番の笑顔を見せて、地面に手をかざした。

　あれだけ難しい魔法をこなせたのだから、土人形を生み出すなどたやすいことだろう。

　メイの魔法によってこれから姿を現す土人形はどんなものかと思いながら、メイの様子を見守っていると、突然地面が揺れる感覚がした。

「ちょ、ちょっと！　なにをしているんですか！」

「マレユスさん！　なんだか、とんでもないものが出てきちゃいそうで――きゃっ！」

　地面から現れた巨大な土人形が、慌てふためくメイを吹き飛ばした。

「これは……」

　目の前でものすごい存在感を放つ巨大土人形を見て、僕は息をのむ。

　――魔力を制御できなかったんだな。そのせいで、土人形がどんどん大きくなってしまったようだ。

　思い返せば、これまでの魔法も全部そうだ。威力がすさまじかったので、ただすごいとしか思っていなかったが、どれも力が強すぎるものばかり。

　メイは魔力のコントロールがまだちゃんとできないということに、僕は今さら気づいた。魔力のコントロールは、魔法を使う上でなにより大切なことだというのに。

「……ど、どうしよう。マレユスさん」

「メイ、この土人形のコントロールはできますか？」

「やろうとしてるんですができません。さっきから勝手に動いちゃってます……！」

　青ざめるメイの視線をたどり巨大土人形を見ると、土人形はその巨体をこちらにぶつけようとしていた。こんな巨大な土人形に攻撃されたら、下手すると大怪我を負うだろう。

　……くそ。土人形が暴走しだしたか。

　造主がうまく土人形をコントロールできなければ、土人形は勝手に動き、凶暴化してしまうことが稀にある。今まさに、メイの作った土人形がその状況に陥ってしまった。

　とにかく今はこの土人形を消して、安全を確保するのが先だ。

「メイ、うしろに下がっててください。申し訳ないですが、土に返ってもらいます」

　土人形をただの土に戻すのは、造主なら簡単にできることだ。だけど、魔力をコントロールできていない今のメイには難しいと思い、かわりに僕がやることにした。

　といっても、僕は造主ではないので、攻撃して倒す以外の方法がない。せっかくメイが初めて作った土人形を手にかけるのは少し気が引けたが、今は躊躇していられない。

「待ってマレユスさん！　あの子、助けなきゃ！」

「メイ!?」

　僕が巨大土人形に魔法を発動しようとすると、急にメイが僕の前に飛び出してきた。

　よく見ると、巨大土人形の足もとで僕の作った小さな土人形が震えていた。今にも踏みつぶされそうになっている。

　メイはすばやくその土人形を抱き抱え、巨大土人形の攻撃から守った。

「よかった……」

　僕の土人形を救えたことに、メイは安堵の表情を浮かべた。しかし、巨大土人形にかなり接近してしまったことで、今度はメイが巨大土人形に狙われる羽目になった。

「危ない！」

　大きく足を上げ、メイを踏みつぶそうとする巨大土人形に、僕は強力な水魔法を発動した。

　土は水に弱い。僕が放った水魔法により、巨大土人形は体がどろどろになり動きを止めた。

　とどめの一発といえる鉄砲水を食らわせれば、巨大土人形は完全に動かなくなり、溶けた土は地面と同化していった。……ふぅ。これでひとまず安心だろう。

　僕は土人形を抱えるメイのもとへ行くと、屈んで目線を合わせた。そして、メイの額に軽くデコピンをした。

「いたっ！」

　思ったより痛かったのか、メイの瞳にうっすらと涙が浮かんでいる。でも、これくらいの罰は当然だ。悪いことをしたときは、子供だからって甘やかしていいわけではない。

　無事だったからよかったものの、メイのしたことは間違いなく危険な行為だった。

　僕は怒りをあらわにし、メイに言う。

「なに考えてるんですか！　馬鹿なんですか!?　そんな土人形をかばうなんて」

　体を起こし、上からまくし立てる僕を、メイは片手で額を押さえながら上目遣いで見つめた。

「だって、あのままだとこの子が踏みつぶされちゃうと思って……」

「そんなの仕方ないでしょう！　そうなったとしても、また新しく同じ土人形を作れば済む話です！　あなたがそのために危険を冒す必要なんてなかった！」

　どうせどの土人形も、魔法を解除すればただの土に戻るだけなのに。人間と違って、そこに命は宿っていない。そんなもののために体を張るなんて、馬鹿のやることだ。

「そうだとしても、今この瞬間に生きてるのはこの子だけだから。まったく同じ土人形なんて、ひとつもないと思います」

「……は？」

「私には、この子が怖がってるように見えたんです。だから助けなきゃって思ったんです」

　メイの腕の中にいる土人形は、ぎゅっとメイにしがみついた。

「……そんなの、ただの作り物なのに。だいたい、あのままだったら、あなたが踏みつぶされていたんですよ？」

「あ、それに関しては大丈夫です！　だって私、信じてましたから！」

「信じてた？」

「絶対マレユスさんが魔法で助けてくれるって！」

　メイはそう言って、僕に笑いかけた。その瞬間、僕の心がざわざわとし始めた。

　この感情はなに？　……怒り？　いや違う。たぶん――〝うれしい〟ってやつだ。

　あまりにも久しぶりの感情で、僕自身忘れていた。

　誰かに信じてもらえたことなんて、初めてだったから。初めての相手がこんな小さな子供だったとしても、僕の感情を揺さぶるにはじゅうぶんだった。




　――僕の土人形は、ほかのどの魔導士よりもクオリティが高い。見た目でなく、中身のことだ。まるで人形自体が意志を持ったように動かすことができる。いや、〝ように〟ではなく、実際意志を持っているのだ。

　これは、僕が持っている特殊能力と言っていいだろう。

　だから、メイが言ったことは間違いではなかった。それぞれがそれぞれの意志を持っている限り、僕の魔法で生まれる土人形に、同じものなどひとつもないのだ。

　なぜ僕がこんな特殊能力を手に入れたのかというと、僕の過去に関係しているのだと思う。

　僕は生まれてすぐ両親に捨てられて、フェルリカの小さな村、リーフの孤児院で育った。引っ込み思案で誰かと話すのが苦手だった僕は、友達がひとりもいなかった。

　ある日、僕は自分に魔法の才能があることに気づいた。ひとりで黙々と試せるから、すぐに魔法が好きになった。

　土人形を生み出せることを知った僕は、自分の魔法で土人形を作り話し相手になってもらうことで、寂しさを紛らわせていた。

　初めはなにも話さず、僕が動かそうとしなければ動かなかったけれど、次第に土人形が勝手に動くようになった。

　僕を絶対傷つけず、僕のそばにいてくれる相手。いつもそんな願いを込めていたからだろうか。僕の作る土人形は、必ずそうなるようになっていった。

　だけど、周囲はそんな僕を気味が悪いと言った。人形に話しかけるなど、普通じゃないと。僕はただ、ひとりの寂しさを埋める手段を、ほかに知らなかっただけなのに。

　気味が悪いと言われたことで、僕は孤児院で土人形を作るのをやめた。

　孤児院を出てひとりで生活するために、魔導士になりギルドに入った。ギルドで依頼をこなせば、ひとりで生活できるくらいの報酬はもらえた。

　しかし、孤児院での日々で僕の性格はいつのまにかひねくれて、自分を守るために他人に感情を表すことなく、冷めた態度を貫くことにした。最初から誰にも好かれないようにすれば、傷つくこともなくなるから。

　そのせいで、パーティーに入っては追い出されるというのを繰り返したけれど、べつにそれでよかった。パーティーなんて、依頼をこなすために一時的につくった群れにすぎない。

　最近はなにもやる気が起きなくて、ギルドにも顔を出さず、ただ同じ毎日を繰り返す日々。くだらない世界。いつ死んでも後悔はないと思っていたそんなとき――メイが僕の前に現れたんだ。

「……どうしてあなたは、そんなに僕の土人形を気に入っているんですか」

　苦い過去を振り返り、僕の口から最初に出たのはそんな言葉だった。

「なんでって、かわいいからです」

　メイはきょとんとした顔で即答した。

　自分で作っておきながらなんだけど、お世辞にもかわいいとは思えない。だが、メイのあまりにも純粋な眼差しに、僕は「……そうですか」と答えることしかできなかった。

「あ！　もうひとつありますよ！　今さっき気づいたんですけど、この子、似てるんです」

「誰に？」

　こんなマヌケ顔をした人が周りにいただろうか。

「マレユスさんに！　ほら、なんだかほっとけない感じが！」

「……あなたの目に、僕はどう映ってるんですか。……ははっ」

　メイからしたら、僕はこの土人形と同じように見えてるのかと思うと、なんだかおかしくなって笑いがこみ上げてきた。笑ったのなんて何年ぶりだろう。

　肩を震わせながら顔を上げると、一瞬、土人形が僕を見て、メイの腕の中で笑っているように見えた。

「頼もしいけど、すごく愛くるしくてかまいたくなる。そんな感じに私には見えます。もっとマレユスさんに魔法を教わりたいし……。引き続き指導をお願いしてはだめでしょうか？」

　不安げな顔をしてメイは言う。まさか子供にかまいたくなると言われる日が来るとは、想像もしていなかった。

　本来なら、メイにあきらめてもらうために今日一日だけ引き受けたことなのに、そんな考えは今となってはどこかに消えていた。

　――僕も信じてみよう。僕の魔法を信じてくれた人のことを。

　ひとりで平気だなんて強がりは、今この場で捨ててしまおう。本当はずっと、僕は寂しかったんだ。こんな小さな子供に、簡単に絆されてしまうほどに。

「仕方ないですね。正式に引き受けてあげましょう。……あなたの魔力には、僕も興味がありますし」

「本当ですかっ!?　やったぁーっ！　では、改めてよろしくお願いします。マレユス師匠！」

　そう言って差し出された手を、包み込むように握り返した。

　――やっとできたみたいだ。僕にも人間の友達が。年齢差は十三歳ほどあるけれど。




「メイ、今日も魔法の練習に行きますよ」

　それから、僕はメイの家を頻繁に訪れるようになった。目的はもちろん、魔法の指導だ。

「マレユスさん！　はーい！　準備してきますね！」

「俺もついていこう。メイの魔法を見てみたいしな」

　家に行くと、いつも邪魔者がついてこようとする。メイの同居人のフレディだ。こいつのことはいろいろ噂には聞いていたけれど……実際会うと、ただメイを溺愛している過保護なやつだった。

「あなたみたいな大きな人が来たら邪魔なだけです。来ないで結構」

「……お前、昨日も一昨日おとといも魔法の練習してたよな？　メイはお前だけのものじゃないんだ。俺と一緒に依頼をこなしに行く時間も――」

「マレユスさん！　準備できました」

「よし。じゃあ行きましょうか。メイは危なっかしいから、手をつなぎましょう」

「ありがとうございます！　マレユスさん！」

「……メイを返せ！　このインチキ魔導士！」

　誰がインチキ魔導士だ。この過保護剣士が。

　まずは、メイの同居人であるフレディにわからせてやることが大事みたいだ。メイに必要とされてるのは、あなただけではないですよってね。










魔獣との出会い




　マレユスさんの魔法指導を受け始めて、一ヶ月ほどの時が経った。

　私の魔法の腕はかなり上達し、今では魔物を倒せるほどまでになった。そのおかげで、ランクはＤランクに。ちなみにマレユスさんはＢランクだった。でも、これはマスターにこっそり聞いた話だが、マレユスさんは実力的に言うとＡランクらしい。あまり上位ランクだと目立つ可能性があることを懸念して、わざとＢランクで留めているそうだ。そんなことできるんだ……と思ったけれど、ランクを下に名乗ることに関してはそこまで厳しい規制はないみたい。ただ、上を名乗ったり、あまりにも下を名乗るのはいけないようだ。

　それと、Ａランクの上にはさらにＳランクというものがある。このランクになるには、試験を受けなければならないようだ。近いうちフレディが受けるかもしれないので、どんな試験なのか楽しみにしていようっと！

「フレディ、メイちゃん。ひとつ引き受けてほしい依頼があるんだが」

　フレディと一緒にギルドの受付へ行くと、マスターがじきじきに頼みごとをしてきた。

「どんな依頼だ？」

「それが、最近北の森の洞窟で魔獣が暴れているようでな」

「魔獣!?」

　出会ったばかりの頃、フレディに聞いたことがある。カルモの森にある洞窟に棲みつく魔獣の話を。

　あのときはただ怖い存在と思っていたけれど……この世界に慣れてきたからか、今では魔獣への興味のほうが勝っていて、私は〝魔獣〟という言葉に前のめりで食いついてしまった。

「メイ、目を輝かせてるとこ悪いけど、魔獣はかわいい存在じゃないってことは、知っているよな？」

「えっ……そ、それはもちろんわかってるよ。あ、マスター、話を遮ってごめんなさい！　続けてください」

　私が言うと、マスターが今回の依頼内容について詳しく話し始めた。

　今までなんの問題もなく、静かに洞窟で暮らしていた魔獣が、急に暴れだしたという。しかもその影響でか、今まで発生していなかった魔物が洞窟内に発生するようになり、困っているらしい。

「何人かの冒険者が洞窟に魔獣退治に向かったんだが、その魔獣のせいで魔物が大量発生しているらしく、断念する者ばかりでな。肝心の魔獣のところまでたどり着ける者がいないんだ。危険を感じたらすぐに引き返してかまわん。どうか引き受けてくれないか？　もうほかに、頼めるやつらがいなくてなぁ」

　マスターの表情や話し方を見るに、かなり深刻な状況のようだ。そんなマスターの姿を見て、私とフレディは顔を見合わせうなずき合う。

「わかった。その依頼、俺たちが引き受ける。魔物や魔獣が洞窟から出てきたりでもしたら、たまったもんじゃないしな。早めに対処しておいたほうがいい。……それに、魔獣が暴れた原因も気になるところだな」

「助かるよ。もしこの件が解決できた場合は、こちらもそれ相応の報酬を払わせてもらう」

　おっ！　これはかなり報酬に期待できそうだ。絶対に依頼をこなさなければ。マスターから報酬の話を聞き、私はやる気に満ちあふれた。

「ああ。ありがとう。俺とメイに任せてくれ」

「ふたりはこれまでいろんな依頼をこなしてくれたし、フレディの剣術とメイちゃんの聖女の力があれば大丈夫だとは思うんだが……。もしほかに誰か頼りになるやつがいたら、一緒に連れていっても全然いいからな。人数が多いにこしたことはない」

　マスターがここまで念を押すということは、今回の依頼は今までとはひと味もふた味も違う予感がする。なめてかかると、返り討ちに遭いそうだ。

「あっ！　だったら私、ぜひ一緒に連れていきたい人がいる！」

〝頼りになる人〟と聞いて、頭にすぐに思い浮かんだ人物がひとりいた。

「……なんか嫌な予感がしてきた」

　フレディは私の反応を見てなにかを察したのか、隣でぼそっとつぶやいた。




「メイの頼みなら仕方ないですね。僕も同行します」

「やったー！　ありがとうマレユスさん！　マレユスさんの魔法があれば心強いです」

　やっぱり、頼りになるといえば師匠しかいないでしょう！

　私は北の洞窟へ向かう前にフレディを説得し、マレユスさんに〝今回の依頼に同行してほしい〟と頼みに行った。マレユスさんはふたつ返事で、快くオーケーしてくれた。

　喜ぶ私の頭をなでながら、マレユスさんはなぜかフレディを見て鼻で笑う。

「今の聞きました？　つまり、あなたの剣術だけじゃ頼りないってことですよ」

「メイはそんなこと言ってないだろ！　メイ、本当にこいつは必要なのか？」

「必要ないのはどちらかというとあなたでは？」

「なんだと!?」

　無意味な言い争いがヒートアップしそうな気配を感じ、私はふたりのあいだに割って入り叫んだ。

「もうっ！　けんかしないで！　ふたりとも私には必要ですっ！」

　相変わらず、このふたりは馬が合わないようで、顔を合わせればいつも口げんかをしている。だいたい、マレユスさんがけんかをふっかけているように思えるが、フレディもいちいち相手にしなければいいのに。

　頬をぷくーっと膨らませふたりを見上げると、フレディがおろおろしながら私の髪を優しくなでた。

「メイ、悪かった。そうだな。けんかはよくないな」

「うん。三人で協力しないと、魔物も魔獣も倒せないよ。マレユスさんもわかった？」

　フレディと違いつーんとした態度を貫くマレユスさんに再度注意すると、マレユスさんは気まずそうに、トレードマークといえる帽子を深くかぶりなおして言う。

「……わかりました。フレディとは、一時休戦ってことで」

　一時といわず、ずっと休戦してくれたらありがたいのだが。

　なにがふたりの関係を悪化させているのか、私にはわからず謎のままだった。いつか仲よくなってくれる日がきたらいいなぁ。

　そんなこんなで、私たちは準備を済ませ、三人で魔獣の待つ北の森の洞窟へと向かった。




　洞窟の中は暗くて寒い。ひんやりとした冷たい空気が、全身を包み込んだ。

「これじゃあ道が見えづらいですね。ちょっと待っててください」

　そう言って、マレユスさんは光魔法を発動した。するとマレユスさんの手から、光の玉が浮かび上がった。光の玉は懐中電灯のような役割を果たし、暗い洞窟の道を照らしてくれた。

「わぁ。これだと先へ進みやすいですねっ！」

「よくやったマレユス。……この辺りはとくに魔物のいる気配はないな。とりあえず、奥に進んでみよう」

　周りに注意を払いながら、フレディを先頭に私たちは歩みを進める。

　しばらく歩き続けると、開けた場所へとたどり着いた。そこだけ洞窟内が少し明るく、光の玉がなくとも周囲が見えるようになったので、マレユスさんは魔法を解除した。しかし、今度は濃い霧が私たちの行く手を阻む。警戒しながら霧の中を進んでいくと、大きな影と、そこに群がる何人かの人影が見えた。あれって――。

「……グレッグ？」

　前に進むにつれて、霧が薄くなってきた。良好になった視界が捉えたのは、グレッグとチャドとコーリーの姿だった。

「あいつらも依頼を受けてきたのか？　いや、でもおかしいな」

「なにがおかしいのです？」

　不審がるフレディに、マレユスさんが問いかける。

「メイとマレユスが準備をしているときに、俺はマスターからこんな情報を聞いたんだ。魔獣が暴れだしているのを最初に発見したのはグレッグたちだって。洞窟付近を探検している最中に偶然見つけたと。自分たちでは手に負えないから、ほかの上位ランクの冒険者に頼んでくれと言われたらしい」

「もう一度自分たちで挑もうと思った、とかでは？　あの赤髪の彼は、ギルド内でも結構強いほうだって噂でしたよね」

「ああ。でも、もう一度挑もうって……それはない。マスターは今日この依頼を頼んだのは俺たちだけだと言っていた。それになんだか……あの様子、変じゃないか？」

　私たちは近くにあった岩陰に隠れながら、グレッグたちの様子をうかがうことにした。

　グレッグたちは三人で大きな白い動物を囲み、楽しそうに笑っていた。

「ねぇフレディ。あの白くて大きいのなに？」

「恐らくあれが魔獣だろう」

「えっ!?　あれが!?」

　フレディに言われ、もう一度よく見てみる。ちょっと遠いのではっきりとは見えないが、その色や大きさはホワイトタイガーのような、ホワイトライオンのような……とにかく巨大な白い獣のように思える。

　初めて見る魔獣に興奮している私の横で、マレユスさんが口を開いた。

「……ふむ。たしかに変ですね。情報では、魔獣が暴れてるって話ではありませんでしたか？」

「そこなんだ。実際見ると――むしろ魔獣が弱っているように見える。逆に、グレッグたちは余裕そうだ」

「！　ほんとだ」

　はたから見れば、グレッグたちが魔獣を退治しているように見えるが、この違和感はなんだろう。一方的に魔獣がやられているように見える。近くに魔物もいないし、聞いた話とは全然状況が違うじゃないか。

「グレッグたちに直接聞いてみよう」

　私がふたりに言うと、ふたりはその言葉にうなずいた。あの三人が揃うと、嫌な予感しかしない。この事件自体に、なにか裏があるように感じる。

　岩陰に身を潜めるのをやめて、私たちも魔獣に近づこうとしたときだった。グレッグたちが、魔獣に向かって三人同時に矢を放った。

「グオォォォォォーッ！」

　魔獣の大きな呻き声が洞窟内に響き渡る。なんとも痛々しい声に、耳を塞ぎたくなった。

「なにをしているんだ！」

　フレディが三人と、もだえる魔獣の前に飛び出した。私とマレユスもそれに続いた。

「おお。お前ら、やっとここまで来たのか。なにって、見りゃわかんだろ。暴れる魔獣を退治してるんだよ」

　いきなり現れた私たちに、グレッグはまったく動じることなく話しかけてきた。チャドとコーリーは前と変わらず、グレッグの近くで薄ら笑いを浮かべている。私たちが来ることを知っていたような口ぶりに、妙な違和感を覚えた。

　フレディがギルドで活躍するようになってから、グレッグたちを見かけることはめっきりと減っていた。向こうが私たちを避けていたせいもあるだろう。

　久しぶりに見るグレッグは、前よりもっと悪い顔になっている――ように感じる。表情は笑っていても、目が笑っていない。これが私の思い違いだったらいいけれど。

「……うさんくさいですねぇ。暴れてるのは魔獣じゃなくて、あなたたちの間違いでは？」

「あ？　なんだ、お前。マレユスじゃねぇか。なるほど。ギルドのはみ出し者同士がガキをリーダーにして手を組んでるってことか。だっせぇな」

　マレユスさんの挑発を、グレッグはさらに上の挑発をしながら笑い飛ばした。尊敬するふたりを馬鹿にされたいら立ちでか、眉毛がぴくりと動いたのが自分でわかった。

「グオォ……」

　絞り出すような声にはっとして、私は魔獣を見た。呻き声をあげるたび、鋭い牙がちらりと見える。これに噛まれたらひとたまりもないだろう。それよりも――。

「……すっごく苦しそう」

　思ったことを、つい口に出してしまった。

「あたり前だ。今この魔獣に毒矢を放ったからな。毒が回るとこいつの動きを封じられるんだ」

　自信満々に言うグレッグ。魔獣の体には三本の矢がしっかりと刺さっていた。

「お前に魔獣は手に負えないんじゃなかったのか？　だから俺たちやほかの冒険者をよこしたんだろ。対策を練って再度挑みにきただけなら、もう勝ちは確定している。本当に魔獣が暴れていたなら、また暴れだす前にさっさと拘束するべきだ」

「拘束？　するわけねぇだろ。俺の真の目的は、お前らをここに呼び寄せて叩きのめすことだからな！」

「……なんだと？」

　グレッグの言葉で、私たちを包む空気が一変した。フレディの顔つきは険しくなり、声色からは若干の怒りが感じられた。

「魔獣は暴れだしてなんかいない。これは俺たちが〝つくり出した事件〟だ。最近調子に乗ってるお前らをどうやったらひと泡吹かせられるか、知恵を働かせたんだよ」

「そんなくだらないことのために、魔獣にまで手を出したのか!?」

「魔獣だからなんだってんだ。魔物と変わりないだろ。どれだけ強いのかと思ったら威嚇してくるだけで激弱だし。だから俺に利用されるんだよ」

「……グルルルル！」

　グレッグがなにを言っているのかわかるのか、魔獣は低い呻き声をあげた。

「魔獣どころかほかの冒険者まで巻き込んで、タチが悪すぎやしませんか？　現に僕もただの巻き込まれ事故なんですけど」

「そんなもん、こいつらとつるんだお前の不運を呪えよ。いや、むしろ幸運かもな。なにせ、ここに来るまでに狂暴化したコボルトがうようよいただろうからな」

「コボルトは比較的おとなしく害のない魔物だ。どうして狂暴化したコボルトがここにいる？」

　フレディが聞くと、グレッグは魔獣のほうに目線をやる。

「魔獣の血だ。魔獣の血のにおいは、コボルトを興奮状態にする作用があるんだよ。それに気づいた俺たちは魔獣を痛めつけて、洞窟内や近くに生息するコボルトを呼び寄せることに成功した」

「それじゃあ、魔物が大量発生したのは魔獣のせいじゃないってこと……？」

「そうなるな」

　私の問いかけに、グレッグが半笑いで答えた。

　つまりこの事件は全部グレッグたちが仕掛けたことで、魔獣はただの被害者じゃない……！

「どうしてそんなことを――」

「どうしてだって？　お前らに消えてもらうためだよ！」

　私の声を遮って、グレッグは声を荒らげた。

「お前らふたりのせいで、俺のギルド内での居場所はなくなった。裏ではみんな口を揃えてこう言いやがる。今のギルドでの最強はフレディだって。今のフレディにこなせない依頼はないって……。メイだって、俺には力を使わなかったくせに今になって聖女の力を開花させやがって……！　気に食わねぇんだよ、お前らふたりが！」

　グレッグが固く握っている拳は、怒りで激しく震えている。完全にただの逆恨みだ。

　すると、グレッグが怒鳴ったタイミングで、魔獣が口から血を吐いた。きっと毒が体に回ったせいだろう。

「大丈夫!?　……っ！」

　早くどうにかしないと、手遅れになる可能性がある。そう思い魔獣に近寄ると、魔獣は近寄るなといわんばかりに私を威嚇した。

「メイ、無事か!?」

「大丈夫。それよりも、魔獣さんを助けないと……！」

「果たしてそんな暇がお前らにあるのか？　周りをよく見ろよ」

　グレッグに言われ、周りを見回すと、洞窟の奥や大きな岩陰から大量のコボルトが姿を現した。魔獣の血のにおいに反応し、こちらに集まってきているようだ。

「グレッグ！　そろそろ引くわよ！　このままだとあたしたちも巻き込まれるわ！」

　コーリーが霧のほうへ走りながら、グレッグに叫んだ。

「せいぜいあがいてみろ。そんでもって無様にやられるか、今のうちにさっさと逃げ出すんだな。言っとくけど、この数のコボルトを相手にしながら魔獣の相手もするなんて無謀だぜ」

　たしかに、圧倒的な数の差だ。でも、ここで魔獣を放置するわけにはいかない。よく見ると、体にいくつも矢が刺さった跡が見受けられる。グレッグが私たちへ嫌がらせをするために、魔獣は何度も毒矢を受けてきたのだ。

「……すごい数だな。でも、メイが魔獣を助けたいって言うなら、こっちは俺たちで引き受けるしかないな」

　私が魔獣の前から立ち去らないのを見て、フレディも逃げるという選択肢を捨てたようだ。

「はぁ。仕方ないですね。報酬は僕もきっちりいただきますよ」

　マレユスさんも観念したように、コボルトへの魔法攻撃を開始した。

「ふん。かっこつけやがって。血のにおいが落ち着くまで、お前らが耐えられるのかこの目で見られないのが残念だ」

　覚悟を決めた私たちを見て、グレッグはおもしろくなさそうな顔をしている。きっと、怯おびえる私たちの顔が見たかったのだろう。

「せっかくだから見ていったらどうだ？　こんな状況をつくり出した張本人が逃げるだなんて、かっこ悪いと思わないか？」

「あいにく俺は馬鹿じゃない。勝てない勝負には挑まないんだよ。雑魚にびびりながら挑んでたお前にはわからないかもしれないけどな！」

　捨てゼリフを吐き、グレッグは霧の中へと消えていった。

　まんまとグレッグの思惑通りに事を進めてしまったわけだが、今は目の前のことに集中するべきだ。

「メイ！　魔獣の血を止めるのを最優先してくれ！　血のにおいが収まればコボルトも退くはずだ！　俺とマレユスでこいつらを食い止めておく！」

「わかった！」

「むちゃは絶対にするな！　危なくなったらすぐ逃げるぞ！」

　こんなときでも冷静に状況判断のできるフレディはやっぱりすごい。マレユスさんも、フレディの言葉にうなずいている。

　私は言われた通り、魔獣の止血をするために毒の苦しさで暴れる魔獣に再度近づいた。

　私が近づくと、魔獣は牙をむき出して大声でほえ始める。耳がおかしくなりそうだ。

　グレッグたちにひどいことをされたせいで、人間自体に不信感を抱き、これ以上一歩も近づいてほしくないのかもしれない。

　しかし、ある程度近づかなければ治癒魔法を使えない。私は必死に恐怖心を押さえつけて魔獣に近づいた。魔獣に攻撃されたら、小さな私の体は一瞬で吹き飛ぶだろう。でも、その心配は無駄だったようだ。魔獣は威嚇する態度こそ見せるものの、そこからは攻撃する姿勢はまったく感じられなかった。……どうしてだろう？　毒のせいで、体が言うことを聞かないのかな。

　やっとの思いで魔獣の近くまでたどり着く。見上げると、魔獣の青い瞳と私の瞳がかち合った。すると私の頭の中に、誰かの声が聞こえた。

【……てくれ】

「えっ？」

　その声は、だんだん大きく、やがてはっきりと聞こえるようになった。

【助けてくれ】

　――聞こえた。私に助けを求める声が。もしかして、この声の主は。

「……魔獣さん？」

　私が呼びかけると、魔獣は「ウゥ……」と低い呻き声をあげた。

　魔獣はずっと、〝近寄るな〟と私を威嚇していると思っていたけれど――本当はずっと、大きな声で助けを求めていたのだとしたら……。

　フレディとマレユスさんは必死にコボルトと戦っている。この声が聞こえている様子はない。私にだけ、魔獣が語りかけているのかもしれない。

「助けるよ。だから安心して。私は絶対にあなたを傷つけないから」

　私が魔獣の呼びかけにそう答えると、魔獣は威嚇することをやめ、その場に倒れるように横たわった。

　すぐさま魔獣に駆け寄り、毒矢を丁寧に抜いていく。魔獣は痛みに体をばたつかせた。

「ごめん。痛いよね。あとちょっとの我慢だから」

　矢の刺さった傷口を、治癒魔法で治していく。もちろん、解毒も一緒に。

　傷は塞がり、血は止まっていった。先ほど吐血した血も渇き、血のにおいはどんどん収まっていった。

　その効果なのか、コボルトも落ち着いた状態を取り戻し攻撃をやめ、各々洞窟の奥へと戻っていく。

　そんなコボルトを見送りながら、汗を拭いひと息つくふたりの仲間の姿があった。

「ふたりとも、ありがとう！」

「メイ、よくやった！」

「メイ、上出来です！」

　私とフレディとマレユスさんがいっせいに口を開き、誰がなんと言ったかわからない。とりあえず、全員がお互いを褒めたたえているのだけは、なんとなく感じ取った。

「魔獣は大丈夫そうか？」

「うん。容態も落ち着いてきたよ。全部の傷を完全に治すには、もうちょっと時間がかかりそうだけど」

　フレディがこちらに駆け寄ってきたので、魔獣の現状を伝えた。

「……これがメイの聖女の能力ですか。すごいですね。こんなに早く、しかもすべての傷が見る見るうちに治っている。とんだチート能力だ」

　マレユスさんもやって来て、私の治癒魔法を興味深そうに近くで見ながら言った。〝チート〟って、聖女になってから何度か言われたことがある。私としては普通のことだけど、周りから見たら私の能力はとても普通ではないみたい。

　魔獣は傷が癒えてやっと心身共に楽になったのか、目を閉じて眠りについているようだ。私はそのあいだに、魔獣の手あてに全力を注いだ。血で汚れ、ボサボサになっていた毛並みも次第にふわふわとしてきた。

　……なでたらとっても気持ちよさそうだなぁ。眠ってるみたいだし、ちょっとくらい触ってもいいよね。

　そのまま手を伸ばし、魔獣の体をそーっとなでてみる。真っ白な毛は想像以上にもふもふで、私はその感触に魔獣の虜になった。こんなにもふもふな毛は触ったことがない！　この手触り、最高すぎる！

「……メイ、なにしてるんだ？　それも治療の一環か？」

　傷口とは無関係なところを夢中でなで続ける私を見て、フレディが首をかしげた。

　私が触りすぎたせいか、魔獣の瞳がうっすらと開き、鋭い眼差しが私のほうに向けられる。

「ごっ、ごめんなさい！　あまりにも気持ちがよくてっ……！」

　睨まれたと思い、私はパッと手を離す。

【……いや、オレもとても気持ちよかった。人間になでられたのなんて、何百年ぶりだろうか】

　するとまた、頭の中で低い声が響いた。驚いて目を見開く。やっぱりこの声は、魔獣の声だったんだ……！

【どうした？　人間以外の生き物と話すのはこれが初めてか？　……まだ幼子だな。名前はなんという】

「メ、メイっていいます。あのどうして、私は魔獣さんの声が聞こえているのでしょうか？」

「なにっ!?　メイ、この魔獣の声が聞こえているのか？」

　魔獣が答えるより先に、フレディが驚きの声をあげる。

「う。うん。さっきも、〝助けて〟って聞こえたの。フレディとマレユスさんにはなにも聞こえない？」

　私が聞くと、ふたりは同時にうなずいた。

【メイ、オレの声が聞こえたということは、お前には特別な能力があるということだ。もしかすると今回の出来事で、その能力が開花した可能性もある】

「えっ……特別な能力……？」

【そうだ。……しかし驚いたな。オレの声が聞こえる人間が現れるとは。オレと会話ができるのは、オレと契約ができる聖女のみなんだ。そんな聖女――数百年に一度出会えるかどうかの可能性と言われていたが……まさか、そのときがオレにやってくるなんて】

「け、けいやく？　よくわからないけど、今はとにかく魔獣さんと話せてうれしいですっ！」

　せっかく魔獣が説明をしてくれたのに、なんだか難しい話になりそうだったのでぶった切ってしまった。

【ふっ。おもしろい子供だな。それに、オレはまずお前に言わなくてはならないことがあった。……助けてくれてありがとう。メイ。お前がいなければ、俺は命を落としていたかもしれない】

「いえ！　もとはというと――こんなことになった原因は私たちにあったみたいですから。本当にごめんなさい」

　グレッグの執念深い逆恨みのせいで、魔獣もコボルトも、いろんな人たちも巻き込んでしまった。魔獣と会話をしている私をマレユスさんと黙って見守っていたフレディも、状況を察したのか私と一緒に魔獣に頭を下げる。

【顔を上げろ。お前たちは悪くない。悪いのは全部、自分のために悪事に手を染めたあの愚かな男だ】

「ありがとうございます。あの私、魔獣さんに聞きたいことがあって。……どうしてグレッグに反撃しなかったんですか？　魔獣さんがものすごい力を持っていることは、ひと目でわかります。それなのに、どうしてやられっぱなしだったのでしょうか？」

　魔獣は抵抗こそするが、攻撃をひとつも仕掛けていなかった。私はずっとそれが引っかかっていて、魔獣にそう聞いた。

【――約束したからだ】

「約束？」

【数百年前に、人間と交わした約束だ。〝お互い傷つけ合わない〟と。だからオレは、人間を傷つけることはしない】

「でもっ！　グレッグたちはその約束を先に破ったのに……」

【あいつらが破ったからといって、オレが破っていい理由にはならない。現に、今までずっと約束は守られていた。たった三人の人間がそれに背いただけだ。オレがそんなことで約束を破ったら、数百年前、魔獣との平和な共存を望み、約束を交わした人間たちに顔向けできない】

　魔獣の言っていることには信念があり、尊重したいと思う。だけど――。

「死ぬかもしれなかったのに……」

　命の危機を感じながらも、約束があったから傷つけなかったなんて。そんなことができるのは、よっぽど意志の強いものだけだ。

【そのときはそのときだ。オレはそういう運命だっただけだ】

「どうしたらそんなふうに思えるんですか？」

【そうだな。あと三百年生きてみたら思えるかもな】

「ふふっ！　ながーい！」

　魔獣も冗談を言うことが意外で、思わず笑みがこぼれた。

　フレディとマレユスさんには私の声しか聞こえていないので、なんのこっちゃわからないという顔をしている。後で魔獣とのやり取りを全部教えてあげないと。

【メイはとてもかわいいな。それに、あの聖女の能力はすごかった。温かくて、とても優しい……まるで、メイの心を体で感じているかのようだった】

　魔獣は体を起こすと、私の頬に自分の頬をすり寄せた。

　頬にあたるふわふわの毛が気持ちいい。こんな幸福感あふれる頬ずりが存在したなんて。やみつきになりそうだ。魔獣から近寄ってきてくれたのがうれしくて、調子に乗って私も魔獣に抱きついた。体中をもふもふに包まれ、ここは天国かと思うほどだ。

【こんな小さな手でオレを救ってくれたのか。ならばオレもメイに相応のお返しをしたい。それに、オレにとってこれは奇跡の出会いといえる】

「お返し？」

　こんな好き放題もふらせてくれている時点で、もうお返しはもらっているんだけどなぁなんて思っていると、魔獣が予想外なことを言いだした。

【オレをメイの従じゅう魔まにしてくれ。オレと契約を結ぶんだ。そうすれば、いついかなるときでもメイと共に行動し、守ることができる】

「ふぇっ!?」

　今、なんて言った？　じゅうま？

「ねぇ、じゅうまってなに？」

　理解ができず、首を横に向けすっかり傍観者となっていたふたりに問いかけると、フレディが口を開く。

「従魔っていうのは、人間と主従関係で結ばれた魔獣や魔物のことだけど……」

「ふんふん。なんだか、魔獣さんが私の従魔になりたいって言ってる！」

「なっ!?　メイがテイマーだったなんて聞いてないぞ」

「……まじですか。魔獣までこの短期間で落としてしまうとは、末恐ろしい子供ですね」

　フレディは動きが停止し、マレユスさんは片手を額にあてため息をついた。

「契約しても問題ないかな？」

「問題ないどころか……メイのこれからの冒険者生活にとって、かなり心強い味方になることは間違いないだろう」

　今でも相当心強いけれど、味方が増えるなら大歓迎だ。それに、このもふもふを金輪際味わえないなんて――絶対に嫌！

【メイ、どうだろうか？　オレと契約を結んでくれるか？】

「はい！　結びます！」

【では、契約の儀式を開始しよう】

「えっ、なにか契約書を書いたりとか？」

【契約書？　そんなものはないぞ】

　前世では仕事で契約を取るためにあちこち走り回ったなぁ……。契約と聞いて最初に思い出すのが、そんな苦い思い出だ。

【契約の儀式は簡単だ。主あるじに名前をつけてもらうこと。これで、従魔の契約が結ばれる】

「名前をつける？　私が魔獣さんに？」

【そうだ。メイがオレに名前をつけてくれ。それとメイは主になるのだから、敬語もやめてほしい。よろしく頼んだぞ】

　こうして、私はトントン拍子に従魔の契約を結ぶこととなった。こんな簡単に決めていいことなのかは不明だが、フレディもマレユスさんも止める様子はないので大丈夫だろう。それに、この魔獣が悪い魔獣ではないことは、この短時間でじゅうぶんわかっていた。

「うん。わかった！　名前は私が好きなようにつけていいのよね？」

【ああ。オレには名前がない。だから、メイがつけてくれた名前を今日から名乗ることにする】

　名づけなんて、前世でハムスターを飼ったときにつけて以来だ。名前ってかなり重要な気がするし、適当につけるわけにはいかない。

　私は改めて、魔獣を上から下までじっくりと観察した。見た目はホワイトタイガーのようだけれど、それよりもやわらかそうでふわっとした真っ白な毛に黒い鼻。……シロ？　トラオ？　いや、それだと安直すぎる。

「――あっ」

　魔獣の白い毛並みを見て、私は最近食べたお菓子のことを思い出した。市場のお菓子屋さんが、外国から仕入れたものを分けてくれたときのことだ。

　焼いたマシュマロと、チョコレートをビスケットで挟んだお菓子。甘さの中に塩気がまじって、口に入れた瞬間幸せがあふれた。

　その白いマシュマロと黒いチョコレートが、魔獣の色にとても似ている。……よし、決めた！

「魔獣さんの名前は、〝スモア〟！　どうかな？」

　スモア。私が感動して大好きになったお菓子の名前を、魔獣に命名することにした。

【スモアか。うん。いい名前だ。オレは今日からメイの従魔、スモアとして生きていこう】

「気に入ってくれてよかった！　これからよろしくね！　スモア！」

　思いきりスモアに飛びつくと、またスモアが頬ずりしてくる。ヒゲがくすぐったいが、それすらも心地いい。スモアも喜んでいるのか、ゴロゴロと喉を鳴らす音が聞こえた。

「俺の声も聞こえるのかな？　スモア、俺はフレディだ。メイのいちばんの相棒で、剣士だ。よろしく――って、あれ？」

　じゃれ合う私たちに近づき、フレディがスモアに挨拶をすると、スモアはキッとフレディを睨みつけた。

「……メイ、俺、なにかしたか？」

【ふん！　メイのいちばんの相棒を名乗る器ではない。メイには俺がついている】

「メイのいちばんの相棒を名乗る器じゃない、って」

「プッ！」

　スモアが言ったことを伝えると、マレユスさんが噴き出した。

「どいつもこいつも見てろよ……。俺がメイにとってのヒーローだってことを、いつかわからせてやる……！」

　フレディは固く拳を握りながら、なにかを決心したようだった。

【さあ、日が暮れる前に洞窟から出るぞ。夜になると、ここは急激に冷え込むからな。メイのことはオレが暖められるが、あとのふたりは凍死してしまうぞ】

「それは困る！　じゃあみんなで仲よくギルドに戻ろっか！」

「そうですね。依頼はなんとかこなせましたし。報酬が楽しみです」

「グレッグたちがしたことも、マスターに報告しないといけないな」

　ここに来るまででさんざん疲れたが、ギルドに戻ってもやることはたくさんだ。私たちが全員無事で、しかもスモアまで連れて戻ってきた事実を知ったら、グレッグはどんな顔をするだろうか。

　グレッグのしたことは許せない。マスターに説明して、それ相応の処分を彼には受けてもらわないと！

　私たちは来た道を戻り、ギルドへ向かうことにした。




　カルモに着いた瞬間から、みんなスモアを見てぎょっとした顔をしている。

　そりゃあそうか。魔獣が堂々と道の真ん中を、人間と一緒に歩いているんだもの。

「メイちゃん、その大きな動物は……？」

　仲のいい商人が偶然通りかかり、恐る恐る私に話しかけてきた。

「北の洞窟にいた魔獣さん！　今日から私の従魔になったの！　スモアっていうんだよ。かっこいいでしょ？」

「え？　これがあの伝説の魔獣!?　それがメイちゃんの従魔だって？　すごいなあ！　魔獣を手なずけるなんて……」

「スモアは危害を加えたりしないから、怖がらないで大丈夫だよ。ねっ？　スモア」

　私がスモアの頭をなでながら言うと、スモアは尻尾を振りながらうなずいた。

　私と商人の会話を聞いて、今まで遠巻きに見ていた町の住人がちょっとずつ私たちのほうへ近寄ってくる。みんなスモアに興味津々みたいだ。スモアもこれから、この町になじんでいけるといいなぁ。

「マスターに今回の依頼についていろいろ報告があるんだが、執務室へ通してもらえるか確認してもらっていいかな？」

　ギルドに戻ると、フレディが受付係に言った。受付係の視線はスモアに釘づけになっていたが、我に返るとバタバタと奥の部屋へと走っていった。

　マスターの許可が出たようで、私たちは執務室へと通される。

「無事解決してくれたようだな！　よくやった！　怪我はないか!?」

　受付係に私たちが依頼をこなせたことを聞いたのか、部屋に入るなりマスターが笑顔で出迎えてくれた。

「はい！　全員大丈夫です！」

「おおそうかメイちゃん！　魔獣に攻撃されたりしなかったか？」

「はい！　スモアはとってもいい魔獣でした！」

「すもあ？」

　マスターが首をかしげると、スモアがフレディとマレユスさんのあいだから姿を現した。

「き、北の洞窟の魔獣!?」

　驚き後ずさるマスター。受付係は、スモアが一緒にいることをマスターに言っていなかったのね……。

　私はマスターに、スモアが従魔になったいきさつを説明した。

「メイちゃんにテイム能力があったとは。お前たちは知っていたのか？」

　フレディとマレユスさんは、マスターからの問いかけに同時に首を振った。

　私が持ってた特殊能力というのは、テイム能力というらしい。

「メイちゃんにはいつも驚かされっぱなしだな！　一般的に、冒険者ギルドに登録するテイマーが少ないこともあるが、今こんな魔獣を従えているのは、うちのギルドではメイちゃんだけだ。これからもよろしく頼むよ」

「任せてください。スモアと一緒にがんばります！」

　これからはさらに依頼が増えそうだ。お金を稼ぐスピードも今までより早くなりそう。夢が叶うのは、そんなに先じゃないかも！

　あ、でも冒険者をやめたらスモアは私についてきてくれないかな……。できればスモアも一緒に来てほしいけれど……。もふもふとスローライフなんて、想像しただけで顔がにやけるもの。一応時が来たら、スモアの意思を確認してみよう。

「マスター。これは大事な話なんだが、今回の事件には黒幕がいたんだ」

　私が未来のことを考えていると、フレディが一歩前に出てマスターにそう言った。そうだ。早くグレッグたちのやったことをマスターに報告しないと。

「黒幕？　詳しく教えてくれ」

　マスターの表情が険しくなる。

　そして、そもそも魔獣が暴れているというのはでっち上げで、コボルトが大量発生したのも、すべてグレッグたちの仕業だということを話した。彼らは私とフレディのことが気に食わなくて、私たちを陥れるためだったということも。

「……あいつは強くて、勇敢さもある。気性は荒いが、将来は立派な剣士になると思っていた。だが、どうやらここまでのようだな。私情で人間と魔獣の約束を破るなんて、許されることではない」

　スモアが私の隣で、そう語るマスターのことをじっと見つめている。

「お前たちには迷惑をかけたな。報酬などの件は後日話す。すまないが、俺は今すぐグレッグと話をつけてくる」

　マスターはそう言って、早足で執務室から出ていった。

　そのとき、ちょうど入れ違いで執務室にミランダさんがやって来た。

「ミランダさん！」

「メイちゃん、こんにちは。遊びにきたら受付係にここにいるって聞いて、勝手に来ちゃった。あ、おふたりもこんにちは」

　てへ、と舌を出すミランダさんは、今日も女神のように美しい。フレディとマレユスさんは、とくに返事もせず軽く頭を下げるだけだ。美女を前に緊張してしまうのは、ふたりとも同じらしい。

「あら、この子は？」

　ミランダさんがスモアを見てそう言った。
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「スモア。私の従魔なの」

「従魔ですって？　メイちゃん、テイム能力も開花したのね。聖女はテイム能力を持ち合わせることが多いと言われているけど、私は開花しなかったの。うらやましいわ」

　そうだったのか。でも、開花しなくとも最強にまで上りつめているのだから、ミランダさんはじゅうぶんすごい人だと思う。

「スモア、私はミランダっていうの。メイちゃんのお友達よ。どうぞよろしくね」

　その場にしゃがみ込み、スモアに自己紹介をするミランダさん。スモアは返事のかわりにか、ふんっと大きく鼻を鳴らした。

「あ、そういえばギルドでなにかあったの？　マスター、怒ってるように見えたけど」

「あぁー……。グレッグがやらかしちゃったから。マスターが直接話をつけに行くみたい」

　ミランダさんに、かつての仲間であるグレッグたちの話をするのは少々気が引ける。マスターのあの様子を見ると、彼らが大きな処分を受けるのは間違いないだろうし。

「彼とその仲間は、間違いなくギルド追放でしょうね」

「追放？　……なにをしたの？」

　詳細を話すのをためらっていたのに、突然マレユスさんがそんなことを言いだしたせいで、ミランダさんに話さざるを得ない状況になってしまった。

　フレディが代表してミランダさんに事情を説明する。話を聞き終えると、ミランダさんは立ち上がり、ぎゅっと拳を強く握った。

「なにやってるのよ。あの馬鹿……！」

　そう言うミランダさんは、いつもと雰囲気が違い驚いた。そしてマスターの後を追うように、ミランダさんは来たばかりの執務室を後にした。

　……ミランダさん、なんだかんだ言いながらも、グレッグのことが気になるのかな。仲間だったわけだし、追放ってなると放っておけないのかも。

　執務室には私たちと、ミランダさんの甘い香りだけが残った。

　すると、私のおなかが突然ぐぅぅ～っと音を立てた。

「ごめん。いっぱい動いたからか、おなかすいちゃった」

　気の抜けた音のおかげで、ピリついた空間が途端に和やかになる。

「はは。そうだな。家に帰ってゆっくりご飯でも食べようか」

「そのご飯、作るのは私だけどね。フレディ、料理下手くそだから。この前も目玉焼きを焦がしちゃったし」

「!?　あなた、メイにご飯を作らせているのですか？　聞き捨てなりませんね。メイの手伝いもかねて僕もお邪魔します」

　目を見開き、眉間にしわを寄せてマレユスさんが言う。

「ただメイの料理が食べたいだけだろ」

「なにかおっしゃいました？」

　ああ。またふたりの口げんかが始まった――と思ったら、なぜかスモアまでフレディを威嚇している。スモアまでこのくだらない言い争いに参加したら、収拾がつかなくなるじゃない。

「スモア、なんだか俺にだけあたりが強くないか？」

「あなたがいつも、メイのいちばんの理解者ヅラをしているからですよ。スモアとは気が合いそうです」

　マレユスさんが言うと、スモアが大きくうなずいた。

「あ、スモアは私の従魔だから、家ももちろん一緒だよね？」

【もちろんだ。どこに行くときも、メイが嫌がらない限りは一緒にいる】

　嫌がるだなんてとんでもない。屋根裏部屋に、ギリギリスモアも一緒に眠れるかな。スモアのもふもふと眠りにつけたら、さぞかし気持ちよさそうだ。

「ということで、今日からスモアも一緒にフレディのお家にお世話になりますっ。いいよね？」

「……そうだな。いいぞ。スモアはメイの従魔だからな」

　若干間があったのは気になるけれど、フレディからのお許しがもらえた。

「じゃあ、食材を買って帰ろう！」

　今日はマレユスさんもスモアもいるから、いつもより多めに買わなくちゃ。報酬は期待できそうだし、今日くらい奮発しちゃおう。

　にぎやかになりそうな食卓を楽しみにしながら、私たちは帰路についた。




＊　＊　＊




　俺は昔からけんかが強かった。誰にも負けたことがなかった。巷ちまたでは〝怪力グレッグ〟と呼ばれていた。

　運動神経もよかったし、勉強だってできた。

　フェルリカ王国の田舎で小さな商店を営む両親は、そんな俺が自慢だったようだ。だが、俺にとって両親は自慢ではなかった。

　狭い村での暮らししか知らずに、ただ同じ毎日を繰り返す日々のなにが楽しいのか理解できなかったからだ。俺はもっと外の世界で、自分の力を試したい。そう思い、店を継ぐことはせず、冒険者になることを決意し十五歳で村を出た。

　カルモにあるギルドに入ると、俺は自分に剣士としての才能があることに気づいた。瞬く間にランクを上げ、気づいたときにはＡランク。ギルドの中でいちばん強い冒険者と言われるようになった。

　努力とか、挫折とか、そんなものは俺の人生に無縁な言葉だった。

　俺は生まれながらにして強い、特別な人間だと信じて疑わなかった。

　偉そうにしていても、周りが自分より弱ければ誰も文句は言ってこないものだ。

　いつも思っていた――文句があるなら俺を倒してみろ。冒険者の世界は、強いやつが英雄になれる。俺にぴったりの世界だ――と。

　力がある人間には、放っといても人が勝手に集まってくる。

　俺は弱いやつには興味がない。一緒にいるからには、それなりに強くて利用価値がある人間がいい。

　ギルド内でランクと能力値が高いやつらとパーティーを組み、俺はさらに自分の強さを町中に知らしめていった。

　このギルドでのトップは俺だ。そしていつか俺は……ギルドの最強剣士としてこの町を出て王都へ行くんだ――そんな思いが日に日に強くなっていった。

　王族は名高い冒険者を王都へ招き、王都での仕事を与えることがある。それを勝ち取った者には、特別な待遇と、贅沢な暮らしが待っている。

　だからその日が来るまで、俺はトップであり続けると決めた。

　実際に、俺より強いやつは何年経ってもギルドに現れなかった――あの日までは。




「グレッグ、話は全部聞いた。お前はもうこのギルドに置いておけない」

　フレディとメイを罠にはめることに成功した俺は、酒場でチャドとコーリーと気分よく酒をくみ交わしていた。そこへ、憤怒したキースがやって来てそう言った。

「……キース、俺が追放されるってどういうことだ」

「そのままの意味だ。魔獣に手を出したらしいな。しかもただの私怨のために……。自分がなにをしたかわかっているのか？」

「そんな話、誰に聞いたんだよ」

　この作戦は仲間のふたりにしか話していない。……まさか。

「あいつらに聞いたのか？」

「あいつらっていうのがフレディたちのことならそうだ。お前がしたことを、すべて話してくれた」

　キースの言葉を聞いて、チャドとコーリーも愕然としている。

「……無事だったのか？　だとしても、こんなに早く洞窟から戻ってこられるはずはねぇ！　ああそうか、結局尻尾を巻いて逃げたんだな」

「フレディたちなら、きちんと魔獣を助けて戻ってきたぞ。信じられないなら自分の目で確認するといい。それと、あの魔獣は契約を交わしメイちゃんの従魔になった」

「メイの従魔だと!?　あいつはまだ、テイム能力はなかったはずだ！」

「今回のことで開花したんだろう。お前はあの子を見くびりすぎたな」

　あんな大きな魔獣が、ガキの従魔になっただと……？　信じられない。しかも、俺のしたことがきっかけでテイム能力が開花しちまうなんて、とんだ誤算だった。

　メイのやつ、いったい何者なんだ。

　全部、生まれながらにして得た才能だとしたら、チートすぎて太刀打ちできるはずがない。

　メイだけじゃない。フレディとマレユス。あのふたりは狂暴化したコボルトの大群と対等にやり合ったということだ。たったふたりで。……俺たちに、果たしてそんなことが可能だっただろうか？

　力だけでかなわなくとも、頭を使い手段を選ばなければ、勝てない相手なんていないと思っていた。今回だって、作戦は完璧のはずだった。だが、あいつらはその上をいった。……俺は負けたんだ。

「とにかく、お前のギルド追放は確定事項だ。今までもさんざん見逃してきた。いつか改心すると思ってな。だがもう我慢ならん。魔獣を傷つけた罪としては、追放など軽すぎるくらいだ」

「はっ。いいのかよ。ほかのやつらが倒せない魔物を、今までずっと倒してやったのは俺だぞ。追放したら、そっちが困るんじゃねぇのか？」

「心配いらん。今はフレディがいる。あいつが全部倒してくれるさ。……だが今までギルドのために貢献してくれたことは、心から感謝している」

　俺はギリッと唇を噛みしめた。フレディがいる今、俺はもう必要ないってことか。

「チャド、コーリー。お前たちも追放処分だ」

　キースに告げられ、ふたりの肩がビクッと跳ねる。

「いや、俺たちはやらされただけでっ……！」

「そうよ。グレッグに頼まれて……」

　最初に出てきたのは、保身の言葉だった。

　こいつらとはそこそこ付き合いが長い。ランクも高く、無駄に正義感をかざしていないところも気が合った。自分の強さを示すために組んだだけのパーティーだったが、それなりに気に入っていた。だが信頼し合えるような、仲間と呼べる関係ではなかったことが、今はっきりとわかった。

「お前たちはグレッグが怖くて、従っただけっていうのか？」

　チャドとコーリーは無言でうなずいた。多少はあったふたりへの情が、一瞬で冷めていくのがわかる。

「そうなのかグレッグ」

「……ああそうだ。俺が無理やり命令した」

　こう言えば満足なんだろう。だったらお望み通りにしてやるよ。こんなパーティー、俺から捨ててやる。

　キースはしばらく考え込むと、今にも泣きそうなチャドとコーリーを見て、小さくため息をついた。

「……ふたりの追放処分は、話を聞いて追々考えよう。だが主犯のグレッグは追放だ。そしてもう二度と、フレディやメイちゃんに関わるな」

　低い声で念を押すようにキースは言った。めずらしく、本気で怒っているのだと感じた。

　一方で、チャドとコーリーは俺の追放に悲しむそぶりもなく、いったん追放を免れた自分への安堵の顔だけを浮かべていた。……胸くそ悪い。こいつらの顔を、これ以上一秒ですら見ていたくない。

　席を立ち、思いきり椅子を蹴り上げた。店内にいるやつらの視線が一気に集中し、どよめきが起こる。

「わかったよ。ギルドにも、この町にも二度と顔を出さねぇ。じゃあな」

　俺はそう言い捨てて、酒場から出ていった。

　酒場を出てからもいら立ちが収まらず、そこらじゅうの壁や、道に転がる空き缶に怒りをぶつけながら歩いていた。

「グレッグ！」

　道行く誰もが俺から距離を取っている中で、誰かが俺の名前を呼んだ。

「……ミランダ」

　振り返ると、かつて俺のパーティーに聖女として所属していたミランダの姿があった。ミランダとは、チャドとコーリーよりもはるかに長い付き合いがあった。

　なぜなら、ミランダは俺と同じ村の出身――いわゆる、幼なじみという関係だった。

「なにしてるのよ。馬鹿じゃないの!?」

　いつもの丁寧で優しい言葉遣いはどこへいったのか。

　キースのように怒りをあらわにしながら、ミランダは俺の胸板をドンドンと叩いた。

「……どうしてあんなことをしたの！」

　ミランダも、俺が魔獣を利用して、フレディとメイをはめたことをすでに知っているようだ。

「うざかったからだ。消えてほしかったんだよ。あいつらふたりとも」

　感情的になっているミランダに、俺は淡々と答えた。

「ふたりがあなたになにをしたのよ。……前のことだって、メイちゃんとフレディは被害者じゃない」

　俺がメイをパーティーから追放したときのことを言っているのだろう。思い出したくもない。……メイを連れてブラックウルフ退治へと向かったあの日から、俺の人生はめちゃくちゃになったんだ。

「被害者とかそんなことはどうでもいい。調子に乗ってるからだよ。急に強くなってちやほやされて。なによりふたりとも、あれだけの力を持っていたことを俺に隠してやがった！　俺を馬鹿にしたんだ！」

　後に知ったメイの聖女の力はすごいものだった。真聖女ではなかったとしても、手もとに置いておくべきだった。

「そんなの、グレッグの被害妄想でしょう！」

「だったらどうしてメイはまた魔法を使えるようになったんだ！　俺のときは使えないフリをしていたに違いない……！　あのＦランク野郎だって、いきなりあんなに強くなるなんておかしいだろ！」

「フレディはわからないけど……たぶんメイちゃんは、あなたに治癒魔法を使いたくなかったのよ。メイちゃんは当時、魔法の使い方も全然わからなくて、コントロールができていなかったと聞いたわ。魔法は頭の中のイメージも大事だけど、発動者の意志も同じくらい大事だもの」

　メイが俺に治癒魔法を使うこと拒んだ？

　フレディを殴った俺を――治したくなかったということか。

　なにより最悪なのは、あいつらを引き寄せてしまった原因が俺にあることだ。あいつらが出会わなければ、俺はずっと一番でいられたのに。

「……あいつらがいると、ギルドで一番になれない。そんなの許せないんだよ。邪魔なんだ」

　一番でないことは、俺にとって恥だった。

「グレッグはいつもそうね」

「あ？」

「私が最強聖女に選ばれて、王都へ行くことになったときも、あなたはちっとも喜んでくれなかった。態度もびっくりするくらい冷たくなったわ」

　それは――ずっと俺のうしろをついてきていたお前が、突然俺の先を歩きだしたから。

「自分より上の地位に立った人間が、そんなに気に食わない？」

「ああ。気にくわねぇ。お前なんか弱っちいくせに。いじめられて泣いてるだけの、弱虫だったくせに……！」

「弱いのはあなたでしょ」

　ミランダは俺の胸倉を思いきり掴んだ。みんなの憧れの聖女であるミランダが、公然とこんな行動を取るなんて驚いた。

「自分が弱いことを受け入れられないで、卑怯な手ばかり使って。だからメイちゃんやフレディに負けるのよ」

「なんだと。俺の気も知らないで――」

「そんなだから、誰とも本当の仲間になれないの！」

　いつも穏やかに笑っていたミランダが、俺を睨みつける。そんなミランダを、俺も見下すように睨みつけた。

　しばらく無言の睨み合いが続いた。俺は胸倉を掴むミランダの腕を振り払うと、背を向けて歩きだした。

「ちょっと、どこに行くのよ！」

「この町を出ていく。あいつらともお前とも、もう顔を合わすことはねぇ。せいせいするだろ」

「……なによそれ。逃げるつもり？」

「ああ。逃げる。魔獣を使っても、あいつらにひとつも効果がなかった。さすがの俺も戦意喪失したよ。ここにいたら、俺は一番になれねぇ」

　それに、ギルドを追放されてなお、うしろ指をさされながらこの町に居続けるなんて俺にはできない。馬鹿にされるくらいなら、死んだほうがマシだ。

「せいぜいこれからも国の平和のために祈り続けてくれよ。最強聖女のミランダ様。……あのガキに立ち位置を奪われなかったらいいな」

「グレッグ……待ちなさいよ。グレッグ！」

　俺を呼び続けるミランダの声は、聞こえないフリをした。

『そんなだから、誰とも本当の仲間になれないの！』

　ミランダに言われたことが、頭の中でもう一度再生される。

　――仲間なんていらない。俺はひとりでもやっていける。

　弱くて誰かの後をついていくしかできない仲間なら、俺には必要ない。

　群れなければなにもできない人間になんて、俺はなりたくない。

『ありがとうございますっ！　グレッグさん』

　こんなときに思い浮かんだのは、皮肉にも初めて会ったときのメイの笑顔だった。

　純粋でけがれを知らない、二度と俺には向けられることのない笑顔。

「……どうかしてるな」

　自嘲しながら、俺はつぶやく。

　そして、家に置いてある必要最低限の荷物を持って、俺はこの町を出ることにした。










泥棒カラスを捕獲せよ！




　あの後、予想通りグレッグはギルドを追放されたようだ。チャドとコーリーも追放になる予定だったが、ふたりはグレッグの私情に振り回された可能性が高いとして、Ｆランクからやりなおすことを条件にギルドに置いてもらえることになったらしい。

　たびたびギルドでふたりの姿を見かけるが、以前とは打って変わってかなりおとなしくなっていた。

　グレッグがいなくなり、ギルドには以前より穏やかな空気が流れていた。私たちに積極的に話しかけてくる冒険者も増えた。今までは私たちを敵対視するグレッグの目を気にして話しかけられなかったようだ。フレディやマレユスさんも、少しずつだがほかの冒険者とまた交流するようになり、私はそんなふたりを見てうれしく思った。

　そしてあの一件から一週間が経つ。家では、フレディとスモアと平和な毎日を送っていた。

【メイ、起きろ。朝だぞ】

【う～ん……もふもふ気持ちいぃ……もっと寝てたいよぉ】

【今日はミランダに中心部のカフェに連れていってもらうんだろう？　遅刻するぞ】

　スモアのその言葉を聞いて、私はがばっと飛び起きた。

【そうだった！　早く準備しないと！　と、その前に……おはようスモア！】

【おはようメイ】

　毎朝私は、目が覚めるとスモアを思いきり抱きしめる。朝から極上のもふもふを独り占めできるのは私にとって至福の時間だ。これをすることで、今日も一日がんばろうと思える。

　スモアと従魔の契約をした日の夜、新しい発見があった。それは声に出さず、心の中でスモアと会話ができるということだ。主従の関係を結んだので、そういったことが可能になったみたい。たまに癖で声に出して返事をしてしまうときもあるけれど、徐々に慣れていくだろう。

【スモア、私は朝ごはんの準備をするから、フレディを起こしてきてくれる？　たぶんまだ、ぐっすり眠ってると思うから】

【……メイの頼みならば仕方ない。承知した】

　あまり乗り気ではなさそうだったが、スモアは屋根裏部屋から飛び降りてフレディの部屋へと向かった。




　顔を洗い歯を磨いて、朝食の準備をしていると、フレディの部屋から叫び声が聞こえてきた。

「スモアっ！　やめろ！　起きるから！」

　なにやらバタバタと騒がしい音もする。これは、スモアがやって来てから日課のようになっている。ふたりがちょっと激しいじゃれ合いをしているうちに、私はできたてのチーズオムレツをテーブルに並べた。後は昨日の残りのクリームシチューと、クロワッサンを置いて完成だ。

　朝食の準備が終わったので、ふたりの様子を見に行こうと思ったら、部屋からやけに衣服の乱れたフレディが出てきた。……無駄にセクシーで目のやり場に困る。

「……はぁ。どうしてスモアはもっと優しく起こしてくれないんだ。いつも体の上に思いきりのしかかって暴れるもんだから、毎朝ボロボロだよ」

　私のことは優しく起こすスモアだが、フレディにはそうもいかないようだ。というのも、この一週間スモアと一緒に過ごして気づいたことがある。スモアはかなりのやきもち焼きで、私がフレディと仲よくしているといつも嫉妬心をあらわにしている。何百年も生きてきて、初めてできた主である私のことを、スモアはとっても好いてくれているようだ。

「たまには前みたいにメイに起こされたいなぁ」

【ふざけたことを言うな！　それにお前のほうがずっと大人なのに、メイにばかり家のことを任せるな！】

　フレディにはスモアの怒りの声が聞こえない。スモアは体で怒りを表現するように、うしろからフレディに突進した。フレディは痛そうに背中を押さえもだえている。

「スモア、人間を傷つけたらだめなんじゃなかったのか!?」

【今はメイがオレの絶対的主だ。昔の約束の効力は消えている】

「もうその約束の効力はないって言ってるよ。……スモア、あんまりフレディをいじめたらだめだよ」

　スモアに軽く注意をすると、スモアは私がフレディをかばったことに拗ねてしまった。こういうときは秘策がある。

　私はスモアに抱きつくと大きな体を仰向けにし、おなかをさすった。こうすると、スモアの機嫌は一気によくなる。

「ふふっ！　じゃあみんなで朝ごはんにしよう！」

　騒がしい朝の一幕がいったん落ち着いたところで、私たちは仲よく朝食を取った。




　朝食後、フレディはギルドへ向かい、私はスモアと一緒にミランダさんとの待ち合わせ場所へ向かった。

　先日ギルドでミランダさんに会ったとき、ミランダさんから〝メイちゃんとお茶したい〟とのお誘いを受けたのだ。女性としても、聖女としても憧れの存在であるミランダさんのお誘いに、私は二つ返事で快諾した。

　中心部にある時計台の前に、レースがふんだんにあしらわれた真っ白のワンピースを着たミランダさんが立っていた。

「ミランダさん、お待たせ！」

「メイちゃん！　今日はよろしくね。スモアもこんにちは」

「こちらこそよろしくです！」

「じゃあさっそく行きましょう。カフェはすぐそこだから」

　ミランダさんお気に入りという町のカフェに行き、私たちは向かい合って席に座った。スモアは私の足もとに丸まり、おとなしくしている。

　メニューはどれもおいしそうで悩んだが、ミランダさんのおすすめというフルーツパフェを頼むことにした。町の青果店で仕入れた果物をふんだんに使ったいちばんの人気メニューで、使う果物は日によって変わるというお楽しみ要素まであるそう。

「うわぁっ！　おいしそう……！」

　運ばれてきたパフェを見て、自然とそんな言葉が出てくる。

　旬の果物をふんだんに使われたパフェは、盛りつけもかわいらしく女子ウケ間違いなし。今日のパフェは桃が多めに使われていて、桃が好きな私にとっては大あたりだ。スモアにも分けてあげようっと。

「私、今日が待ち遠しかったの。こういうの久しぶりだから。女子会っていうのかしら」

　パフェを頬張りながら、ミランダさんは言う。女子会といっても、相手がこんな年の離れた幼女で申し訳ない。中身は大人だからと言えたらどんなに楽か。

「私もミランダさんとゆっくりおしゃべりできてうれしい！　いつも邪魔が入って中断しちゃうから」

「邪魔って？」

「フレディとかマレユスさんとか。あのふたり、ミランダさんを見ると緊張してうまく話せないの。だからいつもむすっとしてるけど、照れているだけだから気を悪くしないでね」

　そう言って桃にかぶりついていると、ミランダさんがくすくすと笑いだした。

「メイちゃん、それはたぶん違うと思うわ」

「違うって？」

「あのふたりはね、私が来ると大好きなメイちゃんを私に取られるから嫉妬してるのよ。私のことなんてどうとも思ってないわ。……ついでに、そこの魔獣の彼もね」

　私から分けてもらった桃をおいしそうに食べているスモアを見ながら、ミランダさんはにこりと笑う。スモアはぎくりとした反応をした。

「もちろん私もメイちゃんとの時間を譲る気はないから、見て見ぬフリをしてるんだけどね」

　あのふたり――そうだったのか。全然気づかなかった。ミランダさんの言っていることが本当なのだとしたら――。

「どっちが子供なんだか」

　ぽろっと本音が漏れる。すると、ミランダさんは小さな口を大きく開いて大笑いした。

「ふふふっ！　本当にね！　逆にメイちゃんが大人すぎるのかも」

「それは……よく言われる」

　子供なのは見た目だけで、マレユスさんなんかは実際私より年下だし。

「きっとみんな心配なのよ。大事なメイちゃんが自分以外の人になにかされないか。嫉妬だけじゃなくそれもあると思うわ」

　みんなが過保護で心配性なのは、もう嫌というほどわかっている。今日もスモアが一緒じゃなければ、確実にフレディかマレユスさんがついてきて、こんな穏やかな女子会にはならなかっただろう。

「仲間に愛されてるわね。メイちゃん」

　できればもう少し、愛が軽くなることを願いたい。

「……あ、そういえばミランダさん」

「うん？　なあに？」

〝仲間〟と聞いて、私はあることを思い出した。

「グレッグとはあの後会ったの？」

　そう聞くと、ミランダさんのパフェを食べる手が止まった。

「……ええ。ギルドを去る前に、最後に一度だけ」

「どんな様子だった？　私たち、また恨まれてないかな」

　私はずっとそのことが気がかりだった。グレッグの悪だくみも失敗に終わったし、私たちの報告のせいでギルドを追放になったわけだし。またなにかの形で報復しにこられるのではないかと、頭の片隅でいつも思っていた。

「安心して。あそこまで追いつめたのに魔獣を仲間にして戻ってきたことを聞いて、グレッグ、すっかり戦意喪失してた。彼なりにやっと気づいたんだと思う。メイちゃんたちは自分よりはるかにすごいんだってこと」

　つまり、グレッグはもう私たちに手出しはしないってことか。よかった。これで悩みがひとつ解消された。

「それに、もうみんなとも顔を合わせることはないと言っていたし、この町からも出たようだし、関わってこないと思うわ」

「町を出たの!?」

「あんなことがあったんだもの。噂も広まっているし、グレッグの印象はギルドのみならずカルモ全体で最悪だから、この町には二度と戻ってこないと思うわ。今頃またこりずにどこかのギルドに入って、新しい仲間を募って、悪知恵を働かせてるんじゃないかしら」

　窓の外を眺めるミランダさんの横顔は、どこか寂しそうに見えた。

「ミランダさん、最後までグレッグのこと気にかけてたよね」

「まぁ、あんなのでも一緒にやってきた仲間だったから。仲良しなパーティーっていうより、みんな互いの能力を利用し合ってるだけだったけど、それでも仲間だったから」

「……仲間」

「メイちゃんはすごくいい仲間に恵まれてるわ。今の仲間を一生大事にしてあげて。……あーあ。私もそんな仲間に出会いたかったなぁ。あんな最低最悪なリーダーじゃなくて」

　たしかに、ミランダさんのいたパーティーはよくなかった。グレッグも、最低最悪なやつだったと私も思う。でも――。

「私がほとんど記憶もなくここへ来たときに、グレッグが私を見つけてくれてすごく安心したの。私に近づいた目的がなんにせよ、そのことについてはありがとうって今も思ってるよ」

「……メイちゃんは優しいのね。その言葉、グレッグに聞かせたかった。……ま、聞いたところで、なにかが変わるとは思わないけどね。あいつ、性格ひん曲がってるから」

　皮肉まじりに苦笑するミランダさんを見て、ミランダさんは仲間として、グレッグのことを本当は今も心配していることが伝わってきた。仲間というのは、一度その関係が壊れても、当人にしかわからないところで、深くつながっているのかもしれない。

【仲間というのは難しいな。オレもこれから、仲間とはなにかをメイと一緒に知っていきたい】

【うん。そうだね】

　黙って会話を聞いていたスモアが話しかけてきたので、心の中で返事をした。

　パフェを食べ終わり、ミランダさんは王都へ戻る時間になった。楽しい女子会は、これにてお開きのよう。

「今日はありがとうメイちゃん。すごくいい時間だったわ。また誘ってもいい？」

「ぜひ！　またギルドにも絶対遊びにきてね！」

　ミランダさんと手を振り合って、私たちは別方向へと歩きだした。

　この後どうしようかな。マレユスさんのところに行って魔法の練習をしてもいいし……その前に一回ギルドに顔を出してみようかな。新しい依頼が増えているかも！




　スモアと共にギルドへ向かうと、肩を落としたフレディが出てきた。なにか落ち込むようなことがあったのだろうか。

「フレディ、どうしたの？」

「メイ！　いや、マスターとＳランク昇格試験の話をしてきたんだけど……これがなかなか難しそうでさ」

　話を聞くと、今回のＳランク昇格の試験は〝迷宮探索〟らしい。

　フェルリカの荒野にある地下迷宮で、そこにある秘宝を持って帰ること。それが達成できれば、フレディは見事Ｓランク冒険者となる。四ヶ月ほど前まで、二年間もＦランクでくすぶっていたというのに、ものすごいスピード出世だ。

「ルール上、ひとりで迷宮探索に行くのは危険だから、四人まで同行者を連れていっていいって言われたんだけど……」

「えっ!?　はい、はーい！　私も一緒に行く！」

　迷宮探索には興味があったので、私は元気よく手を上げて立候補した。それに、フレディがＳランクになったらもらえる報酬はもっとアップすること間違いなしだ。

　一緒に依頼に行けば、私もおこぼれがもらえてメリットづくし。そのためフレディの昇格試験には積極的に協力したい。

【メイが行くならオレも行くぞ。メイを守るのが役目だからな】

「フレディ、スモアも参加するって言ってるよ」

「はは。ありがとう。ふたりの協力があるのはすごく助かるよ。だけど……シーフがいないと迷宮探索を無事に乗りきれる確率は大幅に減るんだ」

「しーふ？」

　また新しい職業？　冒険者って、いったいいくつの職業があるんだ。

「シーフっていうのは簡単に言うと泥棒のことだよ」

「泥棒!?　犯罪じゃないの？」

「聞こえはよくないけど立派な職業だよ。すばやい動きで敵のアイテムを盗んだりするのが得意なほかに、罠を作るのも見破るのも上手なんだ。宝箱に仕掛けられた鍵も開けられるし、迷宮探索にシーフの存在は欠かせない」

　さすが冒険者歴の長いフレディだ。迷宮探索も何度か経験しているのだろう。だからこそ、シーフの同行をこれほど気にしているのだと思う。

「ふむふむ。じゃあシーフの人に協力してもらおう！　今のフレディなら、誰に頼んでも協力してもらえるよ」

「俺もそう思ったんだけど、ギルドにシーフはほぼ皆無らしい」

「えぇっ！」

　マスターが言っていた内容によると、ギルドは現在深刻なシーフ不足のようだ。数少ないシーフもまだ駆け出しのようで、シーフとしての能力値はそこまで高くない。迷宮探索に連れていけるようなシーフは、ひとりもいないという。

「それじゃあフレディ、迷宮探索はあきらめるの？」

　せっかくあともう一歩でＳランクに手が届きそうなのに……。

「いや。あきらめないよ。でも今はいったん、有能なシーフがギルドに現れるのを待つことにしようと思う。べつに急ぐ必要はないからさ」

「そっか。それがいいかもね」

「時が来たら一緒に行こう」

「うんっ！」

　フレディと一緒に迷宮探索に行く約束をしていると、ギルドからマスターがひょっこりと顔を出した。

「メイちゃん！　ちょうどいいところに！　頼みたい依頼があるんだ」

　そして私を見つけるや否や、中に入るように言った。

「さっき届いたばかりの依頼なんだが、これをこなせるのはメイちゃんしかいないと思ってね」

「どんな依頼ですか？」

　マスターに今回の依頼内容を説明される。

　内容は、市場で盗みを働くカラスの魔物を捕まえてほしいというものだった。

　狙われるのは高価なものではなく、主に食べ物が多いという。隙をつき、すぐに飛び去っていくから、店の人たちはお手上げのようだ。

「みんな困り果ててるみたいでな。メイちゃんの能力でカラスの声を聞いて居場所を突き止め、捕まえることは可能か？　なんならいっそその魔物をテイムしてくれてもいい」

【このマスター、さらっとむちゃぶりをしてきたな】

【うん。本当に】

　心の中でスモアと苦笑する。

「うーん。あんまり自信ないけど、できるかなぁ？　私、まだテイマーとしては全然だし……」

「頼むよ、メイちゃん！　うちの青果店の被害がいちばんひどくて、本当に困ってるんだ」

　私が曖昧な返事をすると、マスターの隣にいた男性が私の両手を握って切実そうに叫んだ。ずっと顔を伏せていたからわからなかったけれど、青果店のマークさんだったのか。何度か野菜を買いに行ったことがあるので、彼のことは知っている。

「このままじゃ、得意先のカフェにも多大な迷惑をかけてしまうんだ……。大人気のフルーツパフェが作れなくなったら、うちの売り上げにも大きく関わってくるし……」

　ん？　カフェのフルーツパフェ？

「マークさんの得意先のカフェって、時計台の近くの？」

「知っているのか？　そうだ。あそこで使われている果物は全部うちのなんだ。だからこれ以上盗まれると、カフェに果物を提供できなくなるんだよ」

　なんてタイムリーな案件が舞い込んできたのだろうか。

　あんなおいしいフルーツパフェが販売停止になるなんてあってはならない。それは絶対阻止しなければ！

「この依頼、引き受けます！」

「本当か!?」

「もちろん！　フルーツパフェは私が必ず守ります！」

　そう言って私はマークさんと見つめ合い、固く握手を交わした。

　さっきまで自信がないと言っていたけれど、そんな弱音を吐いている暇はない。私は立ち上がるのだ。パフェのために！




　依頼を受けたばかりのその足で、私はスモアとフレディを連れて市場へと向かった。

　話によると、カラスの魔物が現れるのは比較的混雑している夕方が多いようだ。店員が客への対応で忙しくしている隙をついて、盗みを働こうって魂胆ね。ずる賢いカラスめ。

「メイ、大丈夫なのか？　カラスは飛ぶから、追うのは結構至難の業な気がするぞ」

　フレディの言う通りだ。でも、なにかしら策はあるはず。

【テイマーとしての能力値が高ければ、特定の魔物の声を聞くことができる。カラスの声をよく聞くんだ。あまり距離が離れると聞こえなくなるから注意が必要だぞ。ひとつでも多く、カラスの情報を手に入れるんだ】

　スモアのアドバイスに私はうなずいて答える。

　しかし、私にカラスの声が聞こえるかは試してみないとわからない。今までもスモア以外の声が聞こえたことはなかったので、不安は大きい。

「うわあ！　また出たぞ！」

　すると、近くで商人の叫び声が聞こえた。すぐにそちらに目をやると、普通よりも大きなサイズのカラスの魔物が青果店の桃を盗んでいる真っ最中だった。器用に大きな袋にいくつもの桃を詰めると、その袋を口にくわえバサッと大きな羽を広げる。

　あの桃は今日パフェにのっていた極上の桃……！　それをあんなに盗むなんて！

「カァ！　カァ！」

　こちらが近づく隙さえ与えずに、カラスは嫌みな鳴き声をあげながら、オレンジに染まった空へと飛んでいってしまった。

「……一瞬すぎて、なんにも聞こえなかった」

　わかったことといえばカラスの見た目だけである。

「あのカラス、かなり頭がよさそうだったな。みんなが見ていない一瞬の隙をついて、確実に目あてのものを盗んでいた」

「うぅ。思ったよりこれは前途多難かも。帰って作戦を立てないと」

「そうだな。俺も協力するよ」

　青果店の前では、大事な桃を盗まれたマークさんが嘆いている。その姿を見ると、一刻も早くカラスを捕まえなければと思った。




　次の日からは、マレユスさんにもお願いしてカラスの捕獲に協力してもらうこととなった。作戦を立てると意気込んだものの、いい案は出てこなかったので、私たちの中でいちばん頭のよさそうなマレユスさんの知恵を借りることにしたのだ。

　マレユスさんは「そんなの、現れた瞬間に僕のファイアボールをお見舞いしてやりますよ」と自信満々に言った。マレユスさんは私の何倍も瞬発力がある。その手があったか！　と喜んだのも束の間、商人たちに「周りの商品にも被害が及ぶからやめてくれ」と一蹴されその案は却下となった。

　振り出しに戻った私たちは、その日も、その次の日も、ただカラスが盗みを働く姿を目撃するだけで終わった。去り際のカラスの鳴き声が、役立たずの私をあざ笑っているようだった。

　相手と会話できる気配もまったくないし、どうしたものか。私が守るだなんて大口をたたいておいてこの状態では情けない。

　カラスの捕獲依頼を受けてから五日目。

　いつものようにカラスが華麗に盗みをし逃げ去った後、空を見上げながらマレユスさんがこんなことを言い始めた。

「……あのカラス、いつも同じルートをたどっていますね」

「え？」

「ほら、見ていてください。まず東側に飛んで、町を越えると北側に方向転換しますから」

　マレユスさんに言われ、私もフレディもスモアも、カラスの行く先を目で追った。すると驚くことに、カラスはマレユスさんの言った通りのルートを飛んでいるではないか。

「途中で森に姿を消すのでここからだと見失ってしまいますが、北東に位置する場所で待機していれば、カラスと遭遇し行先を突き止められるかもしれませんね。きっと、そこがあのカラスの住すみ処かに違いありません」

　カラスが飛んでいきそうな場所に先回りして、そこから追いつめるということか。

「さすがマレユスさん！　さっそく北東の森に――」

「メイ、それは危険だ。あの辺りは魔物が多い。しかもこれからだと夜になる。行くなら明日、明るい時間に出なおしたほうが無難だ」

　今から森に行こうとするとフレディに止められた。この五日間なにもできなかったから、一刻も早く動きだしたいという思いが私にあったのだ。でも、フレディの言っていることはもっともだし、素直に聞いておこう。

「そう。厄介なことに、北東側は森の中でも魔物との遭遇率はかなり高い。それともうひとつ悩ましいのは、あのカラスの驚異的なスピードです。あんな速さで飛ばれては、人間の足ではとても追いつけない」

【それならオレの足を頼ればいい。自慢じゃないがかなり速いぞ】

　スモアの発言を、私はマレユスさんに伝える。

「その手がありましたか。……うん。これならいけるかもしれません。皆さん。僕にいい考えがあります」

　マレユスさんはなにかを思いついた様子だ。私たちはマレユスさんの周りに集まり、その考えとやらを教えてもらった。

　カラスが盗みを働く以外の時間、どこにいるか定かではない。そのため、いつもと同じ夕方にこの作戦は実行されることに。

　まずは、私たちを別の場所に配置する。

　市場にはマレユスさん。北東の森に私とスモア、そしてフレディ。

「最初に仕掛けるのは僕です。現れたカラスに時魔法の〝スロウ〟をかけます。……お恥ずかしながら、僕の時魔法はまだ不完全です。あまり大きな効果は期待できませんが、若干動きを遅くすることくらいはできるはずです」

　魔法が成功し、カラスがいつもと同じルートを進んでいることを確認したら、マレユスさんが空に魔法で白煙弾を放ち森にいる私たちに合図。

「次に動くのはメイとスモア。空にカラスの姿を確認したら、スモアの背中にメイを乗せてカラスを追いかけてください。スロウの効果は十五分程度は続くので、スモアの足なら追いつけると信じています。メイはカラスを見失わないよう注意しながら、スモアに進む方向を指示してください」

　ここでは私とスモアのチームワークが重要となる。いわば私はスモアの目となるということか。責任重大だ。がんばらないと！

「住み処を見つけることができたら、カラスの捕獲かテイムを試みてください。町だと関係ない人を巻き込む可能性があるので攻撃魔法はなかなか使えませんが、森なら大丈夫でしょう」

「はい！　絶対に捕まえてみせます！」

「……あのー。ちょっといいいか？」

　ここまで黙って作戦を聞いていたフレディが、控えめにそっと手を上げた。

「この時点でカラスを捕まえるまでいってるけど、俺はなにをしたらいいんだ？　出番なしなんて言わないよな？」

　そうだった。気づいていなかったが、言われてみるとフレディはまだ一度も名前があがっていない。

「まさか。あなたにしか任せられない重大な任務がありますよ。……忘れていませんか？　北東の森には魔物が多いことを」

　あ。私、マレユスさんの考えがわかっちゃったかも……。フレディもなにかを察したような顔をしている。

「メイたちがカラスを追うのに、魔物がいては邪魔になります。フレディ、あなたは誰よりも先に森に入り、周辺にいる魔物を一掃しておいてください。できますよね？　今ではギルド最強の冒険者なんですから」

「誰に言ってるんだ。できるに決まってる。メイを守るのは俺の役目だからな」

　フレディを煽るマレユスさんと、まんまとそれに乗っかるフレディ。

　ひとりで長時間魔物の相手をするなんて、大丈夫だろうか。私がいないから回復魔法を使える味方もいないし……。心配だから、聖女の魔力を込めたポーションをありったけ持たせておこう。

「決まりましたね。それでは、決行は明日。皆さん今日は早めに寝るように」

「はーい！」

　マレユスさん、学校の先生みたいだな。

　明日に向け、本日はこれにて解散となった。私はマレユスさんの言いつけをきちんと守り、早めに布団に潜り込みスモアと一緒に眠りについた。




　そして次の日――作戦決行の時がやってきた。

　私はスモアと森で待機していた。今のところ、魔物が現れる気配はない。きっとフレディががんばってくれているんだろう。

【安心しろ、メイ。もし魔物が出てきてもオレが倒す】

　私の不安を少しでも軽減させるように、スモアが心強い言葉を投げかけてくれた。私だって魔法で戦えるし、大量に襲ってこない限りは大丈夫だ。

　それよりも、今いちばん気になるのは――。

「大丈夫かなあ。マレユスさん」

　空はすっかりオレンジ色だ。そろそろカラスが市場に現れる頃だろう。

　あのすばやいカラスに魔法を命中させるのは簡単なことじゃない。マレユスさんが失敗するとこの作戦の成功率はぐんと下がるし、プレッシャーもあると思う。

　マレユスさんのことが気になりそわそわしていると、町のほうから大きな音が聞こえ、空に白い煙が舞い上がっているのが見えた。あれは、無事に作戦が成功したという合図だ。

「やった！　マレユスさん！」

　思わず歓喜の声をあげ、ガッツポーズで飛び跳ねた。マレユスさんに心配は無用だったみたい。それにしても、完璧に有言実行したマレユスさん、かっこよすぎる！　私の師匠を選ぶ目に狂いはなかった。

　今度は私たちが、マレユスさんがつないでくれたバトンを受け取る番だ。

【メイ、すぐに走り出せるよう、オレの背中に乗っておけ！】

【うん！　お、お邪魔します】

【ふっ。なんだそのかしこまった言い方は】

　緊張が走る状況なのに、スモアに笑われてしまった。背中に抱きついたことはあっても、乗っかるのは初めてだ。

「よいしょ……っと！」

　背中に乗ると、お尻がもふもふした感触に包まれた。新感覚の気持ちよさに感動していると、カラスがこちらのほうに飛んできているのが見えた。

「いた！　カラス！」

　相変わらずの速さではあるが、スロウの魔法が効いているのか、昨日見たときよりも動きは遅い。

　あっという間にカラスは私たちの頭上を通り過ぎる。その瞬間、スモアもカラスに負けず劣らずのスピードで走り始めた。

「わっ！　わわっ！」

【メイを落とすようなことはしない！　でも怖かったらオレにしがみついていろ！】

　そう言われ、私はすぐさまスモアにしがみついた。なんだこれ。どんな絶叫マシーンよりも怖いんですが。

【カラスの位置をオレに教えてくれ！】

【そうだった！　えっと、今はそのまままっすぐ！】

【了解】

　いけない。怖がっていないで、ちゃんとカラスを見ておかないと。

　スモアは邪魔な木々も難なくすり抜け、カラスに距離を離されないよう走り続けている。

　私もスモアのがんばりに応えるように、必死にカラスを追い続けた。あきらめずに追いかけっこをした結果――私たちは、カラスの住み処を突き止めることに成功した。

　カラスが降りた先には、小さな洞穴があった。

　少し離れたところから、私たちはカラスを捕獲できるタイミングをうかがう。

　カラスが持ち帰った袋をくちばしで開けると、中からりんごやオレンジがごろごろと出てきた。……また果物ばかり狙って！

【スモア、カラスが食事している最中を狙おう。食事中は気が緩んでると思うから】

【ああ、そうしよう】

　スモアと計画を立て、タイミングを見定める。

　カラスはりんごを鋭いくちばしでつつき、細かいサイズに刻んでいる。どうしてそんな手間のかかることをしているのか。

　不思議に思いしばらくカラスの動向を見ていると、洞穴から子猫の鳴き声が聞こえた。

　――猫？　猫が一緒にいるの？

　カラスは刻んだりんごを、自分ではなく子猫に食べさせていた。ほかの果物も、子猫が食べやすいサイズにしてから与えている。

【あいつは猫を気にしている。今なら簡単に捕まえられそうだがどうする？】

【え？　あ、そうだね。一回近づいてみよっか】

〝捕まえちゃおう！〟とは、なぜか言えなかった。

　洞穴に近づいてみたが、カラスは私たちのことなど気にもとめず子猫ばかりを見ている。逃げる様子もなさそうだ。

【メイ、見てみろ。あの子猫、足が不自由みたいだ】

【……本当だ】

　子猫を見ると、足を怪我してうまく歩けないようだった。

【あのカラス、動けないあの子のために食べ物を運んでいたのかな】

【その可能性はおおいにある】

　そうなると、ただの泥棒だと思っていたのに見る目が変わってしまう。

　盗みは悪いことだ。現に、マークさんは大きな被害に遭っている。許していいことではない。

　だけどこんな裏事情を知ってしまうと、カラスを捕まえた後のことが怖くなった。もし盗みを働いた罰として、カラスが商人たちに殺されたりでもしたら……考えるだけで、胸が痛い。

　私がカラスをテイムできたらそんなことはなくなるだろうが、スモアのときみたいに自然と声が聞こえてくることもないし、どうやればいいかわからないのだ。

　力の差を見せつけたり、助けたりすることで従魔にできるっていうのは聞いたけれど、むやみに傷つけるようなことはしたくない。

　――話せなくても、私の声を聞くことはできるかな。

　カラスが二度と盗みをしなければ、これ以上の被害は防げる。商人の怒りも時間が解決してくれないだろうか。

「カラスさん。私の声、聞こえる？」

　私は洞穴の入り口まで行くと、カラスに話しかけた。

　カラスは果物をつつくのをやめ、私のほうをじっと見つめたまま動かなくなった。

「あのね、あなたに言いたいことがあるの。この果物は売り物だから、欲しかったらちゃんと〝ください〟って言わなきゃ。それで対価を払うの。勝手に持っていくのはだめ。わかった？」

　問いかけても、カラスはうんともすんとも言わない。しかし、私はかまわず話し続ける。

「あなたを捕まえるよう依頼がきてるけど、今日は見逃してあげる。これは忠告だからね。もう市場で盗みをしたらだめだよ」

「……？」

　話し終えると、カラスは無言のまま首をかしげた。伝わっていればいいけど、この反応を見るに伝わってなさそうな気がする。

【行こう。スモア】

【……捕まえなくていいのか？】

【うん。もう住み処はわかったし、捕まえようと思ったらいつでも捕まえられるでしょう？　このカラス、逃げたりしなさそうだもん】

【オレはどんなときもメイの行動に従う。また背中に乗れ。カルモに戻ろう】

　あの絶叫マシーン気分をもう一度味わうことになるのかと思いつつ、スモアの背中に乗ろうとすると――。

「対価って、なに？」

　突然、誰かの声が聞こえた。

【今しゃべったの、スモア？】
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【いいや。オレじゃない】

　だとしたらいったい誰？　私の聞き間違いだろうか。

「ねぇ、対価ってなに？」

　違う。はっきりと聞こえる。しかも、頭の中じゃなくて私の背中に直接話しかけてくる声だ。

　まさかと思い、声がしたほうを振り返ると――そこには驚くべき光景があった。

「だだだ、誰っ!?」

　さっきまでカラスのいた場所に、見たことのない美青年がいたのだ。

　長い黒髪をうしろで結わえ、同じくらい黒い瞳でこちらをまっすぐに見据えている。体は細く、でも腹筋には縦線が綺麗に入っていて――ん？　どうしてそんなところが見えるのだろう。

「きゃああああっ！」

　目線が下半身にいく前に、私は謎の美青年から思いきり顔を背けて叫んだ。

「ど、どうして服を着ていないのっ！」

「え？　……ああ。最後に獣化したとき裸だったの忘れてた。でも服着るのめんどくさいな……。この格好じゃだめ？」

「だめに決まってるでしょう！　さっさと服を着て！」

「仕方ないなぁ。あー、めんど……」

　両手で顔を覆っていると、美青年がごそごそと服を着る音が聞こえた。

　ちらりと指の隙間から様子を覗くと、黒いシャツと黒いズボンをちょうどはき終わっていたので、私はやっと冷静に美青年を見ることができた。……カラスのように黒ずくめだ。

【カラスの正体はあの男だったということか】

　スモアがつぶやく。私もスモアと同じことを思っていた。というか、そうでなければこの状況に辻つじ褄つまが合わない。

「で、対価ってなんのこと？」

　何度も同じことを聞いてくる美青年。今は対価がなにかを教えるより、こちらの質問に答えてもらうのが先だ。

「その前にあなたに聞きたいんだけど、あなたはさっきまでここにいたカラスだよね？　名前はなんていうの？」

「名前はルカ。さっきのカラスだよ。といっても、人間の姿のほうがレアだけど」

　黒ずくめ美青年の名前はルカというらしい。気だるげな話し方をする、ミステリアスな雰囲気のこれまたイケメンだ。

「てことは、カラスの姿が本当の姿で、今は人化しているってこと？」

「ううん。逆。俺はカラスの獣化能力を持った人間。半分魔物みたいなものだけど。獣化してるほうが楽だから、最近はほとんどカラスの姿で過ごしてた」

　この世界には魔物になれる人間もいるなんて、ファンタジー世界は奥が深い。

【だからメイが声を聞こうとしても無理だったのか。本来の姿が人間なら、テイム能力は効かないからな】

　スモアが納得したように言った。単に私の能力値が低かったせいもあるが、そういった理由もあったのか。

「というか、なんでカラスのほうが楽なの？　人間のほうがいろいろ勝手がいい気もするけどなぁ」

「いちいち服着るのってめんどくさい。あとカラスになると空飛べる」

　服を着るのがめんどくさいって、どれだけめんどくさがりなんだ。でも空を飛ぶのは私も一度くらいは経験してみたい。話していて思ったけど、ルカって不思議ちゃんなのかな。

　その後も、ルカに聞きたいことを全部聞くことにした。どうしてここにいるのかとか、猫のこととかその他いろいろ――。

　あれこれ聞いているうちに、ルカのことをだんだん理解してきた。

　ルカはひとりでいろんな場所をあちこち彷徨う、いわゆる流浪者だった。年齢不詳ということだけれど、見た限り二十歳ちょっとくらいだろうか。

　流浪中にフェルリカにたどり着き、この洞穴を見つけしばらく住み処にし生活していると、足を怪我した子猫を見つけ世話をしていたようだ。

「事情はわかったけど、どうして盗みなんてしたの。普通に人間の姿で町で買い物をすればよかったでしょう」

「だってここから町遠いもん。カラスになったほうがすぐ移動できるし。あ……でもなんか今日は帰るときにいつもより動きづらかったなぁ。治ったからいいけど」

　動きづらくなった原因はマレユスさんの時魔法のせいだろう。さすがにもう効力は切れたみたい。

「でも盗みはいけないことだよ」

「俺は盗んでない。たくさん置いてあるからもらっただけだよ」

　ルカは自分が悪いことをしていた自覚がないようだ。どうやって生きてきたか知らないが、ルカには常識が通じないように思えた。

「あのね、あれは売り物。商品なの。欲しいときはお金を払って買うの。私が言った〝対価〟っていうのは、この場合お金のことになる。対価を払って商品をもらう。これが世間の常識なの」

「あー……お金か。じゃあお金を誰かからもらうのが先だったか」

「もらえる人がいたの？」

「うん。その辺歩いてる人のポケットとかからもらえるよ」

「だからそれが盗みなんだってば！」

　どうしてそうなる！　思わず私は大声でツッコミを入れた。ルカは表情ひとつ変えずに首をかしげている。たぶん、今までずっと盗んだもので生計を立てていたのだろう。本人が盗みを悪いと思っていなかったことがいちばんの問題だが。

「じゃあ俺って、悪いことしてたの？」

「そうなるね」

　ルカの場合、〝知らなかった〟ということで、完全に悪人とは言いきれないが。それでもやったことは立派な営業妨害だ。

「……そっかぁ。ね。あんたの名前はなんていうの？」

　はっ！　相手に名前を聞いておいて、こっちが名乗っていなかった。

「申し遅れました。私はメイ。こっちは私の従魔のスモア」

「ガウッ」

　スモアは挨拶がわりに小さく鳴いた。

「メイ、スモア。俺はどうしたらいい？　悪いことをしたら逃げるか捕まって死ぬかって聞いたことある。……逃げるのはめんどくさいけど、死ぬのは嫌だなぁ」

　選択肢が極端な二択すぎる。ルカと話していると、だんだん頭痛がしてきた。

「ルカ、ほかにも方法はあるよ」

「……そうなの？」

「うん。教えてあげる。悪いことをしたら、謝るの。謝って許してもらうの。もちろん絶対許してもらえるなんて保証はどこにもない。でも、反省して心から謝ることが大事だよ」

「……わかった。やってみる」

　私の教えが、ルカに伝わったみたい。

　ルカはいろんなことを知らなすぎる。これから教えてあげることも、聞きたいことも、どちらも山ほどあるが、今は商人たちに謝罪させるのが先だ。

　もうカラスに怯える必要がないことも早く教えてあげたいし、フレディとマレユスさんに作戦が成功したことも伝えないと。

「じゃあルカを連れて町に帰ろう。もたもたしてると夜になっちゃう。ルカ、市場まで一緒に行こう。謝るとき、一緒にいてあげるから」

「ありがと。メイってチビなのに俺より大人みたい」

「……ルカが大きいのに子供すぎるだけだよ」

　立ち上がったルカの身長は百八十センチを優に超えていた。フレディよりも背が高い。てか細っ！　スタイルよすぎ！　まるでモデルみたいだ。

　こんな大人びた見た目をしておいて、中身は子供だなんて……ルカは私と真逆だ。

「あ、こいつも連れてっていい？　俺が離れたらどこにも行けなくて、ひとりぼっちになっちゃうから」

　満腹になり、すやすやと眠っていた子猫をルカが抱きかかえた。

「うん。その子も一緒に連れていこう」

　私が言うと、ルカはほっとした顔を見せた。

　私たちは森を抜け、町へ帰ることにした。ルカがカラスになり、どこかへ勝手に飛んでいかれたら困るので、歩いて帰ることになった。ルカは「歩くのはめんどくさい」とか「逃げたりなんかしない」と愚痴をこぼしていたが、念には念を入れておかなければ。ここまで来て逃げられたらシャレにならない。

　フレディが相当がんばってくれたのか、帰り道も魔物に遭遇することなく順調に進んでいると、前方の茂みからガサガサとなにかが動く音が聞こえた。

「！　魔物かも」

【下がっていろ、メイ。オレが片づける】

　戦闘態勢になる私の前に、スモアが飛び出した。

　茂みの音が大きくなる。すると茂みから現れたのは――。

「……フレディ？」

　そこには頭に葉っぱをかぶり、疲れ果てた顔をしたフレディがいた。

「メ、メイか……無事だったんだな……。よかった……」

　息切れし、足もとをふらつかせながらフレディはこちらへやって来る。

「私は平気よ。それよりフレディが大丈夫じゃなさそうだけど……」

「いや、平気だ。……と言いたいところなんだが、思ったより数がすごくてな。最後に大型魔物四体に囲まれたときはヒヤッとしたよ。ポーションを使い果たして、体力を相当持っていかれた」

　見たところ、怪我をしている様子はない。だが、長時間の戦闘で疲労が相当たまっているようだ。

「待っててフレディ。すぐに回復魔法をかけてあげる」

　そう言って私が魔法をかけると、フレディは一気に元気を取り戻した。

「ありがとうメイ。助かったよ」

「ううん。フレディのサポートは私の役目だもん。フレディ、ちょっと屈んで？」

「ん？　こうか？」

　私は頭についたままの葉っぱを手ではらってあげた。実はフレディが今回の作戦でいちばん大変だったかも。私が受けた依頼なのに、よくがんばってくれたなぁ。そう思い、私はフレディにちょっとしたお礼をすることにした。

「……ちゅっ！」

　フレディのおでこに軽くキスを落とす。大人の姿の私なら絶対にできないけれど、この姿なら子供のじゃれ合いと思って変なふうに取られないだろう。あと単純に、大人だったら恥ずかしくてこんなことできない。

　子供だと、不思議といつもより大胆な行動ができた。へらりと笑いながらフレディを見ると、フレディは驚いた顔で私を凝視していた。

「メ、メイ……なにを……」

「フレディ、私のためにがんばってくれたから！　そのお礼だよ！」

「……メイ！」

　反応を見るに、すごく喜んでくれたみたい。感極まった様子のフレディが勢いで私を抱きしめようとした。しかし、抱きしめる前にスモアがフレディに体あたりをかました。

【調子に乗るな！　こんなことでぼろぼろになって情けない！　オレならピンピンで戻ってこれたぞ！】

「おい、どけスモア！」

　そのままスモアはフレディの上にのしかかる。せっかく回復したのに、これじゃあまた無駄に体力を消耗するじゃない。

「スモア、落ち着いて！　スモアにもご褒美あげるから」

　私はうしろから必死にスモアに抱きつき、フレディから引き剥がした。

「スモアもありがとねっ」

　いつもみたくおなかをなでてあげると、スモアの機嫌はなおった。……ふぅ。手のかかる仲間たちだ。

「……ていうか、こいつは誰だ？」

　上半身を起き上がらせ、ルカを見ながらフレディが言う。やっとルカに気づいたようだ。

「彼はルカ。カラスの正体」

「えぇ!?　人間だったのか!?」

「詳しくはマレユスさんと合流してから話すね。今は町に戻るのが最優先だから」

　何度も説明するのはめんどくさいしね。

　ルカのことが相当気になる様子のフレディをよそに、私たちはみんなで森を抜けた。

　森の出口には、マレユスさんが待機していた。私たちのことを心配してくれたようだ。

「あ……市場で俺になんかしたやつ」

　マレユスさんを見てルカが言った。

「はい？　僕はあなたなんて知りませんけど」

　誰だこいつというように、眉間にしわを寄せルカを睨むマレユスさん。ちょうどいいので、町に行くまでの道のりでルカのことを話すことにしよう。




　ルカのことをふたりに話し終えた頃、私たちは市場に到着した。

　空はだいぶ暗くなってきて、商人たちは揃って店じまいをしている最中だった。

　私はルカの服の裾を引っ張り、ルカのことを見上げる。彼は私と目を合わせると、こくんとうなずいた。

「皆さん、ちょっといいですか!?」

　私は商人たちを呼びかけて、青果店の前に集まってもらった。

「犯人は捕まえました。もう心配する必要はありません」

「本当か!?」

　最初に反応したのは、いちばん被害を受けた青果店のマークさん。それに続くように、みんなが喜びと安堵の声をあげた。

「それで、カラスはどうなったんだ？」

「もちろん、退治してくれたよな!?」

　商人に詰め寄られ、私は苦笑しながら言った。

「えーっと……彼が今回の事件の犯人、カラスのルカです」

「どうも」

　ぺこりとルカは一礼した。

「そうじゃなくて！　先にごめんなさいでしょ？」

「あ、そうだった。……皆さん、今回は悪さしてごめんなさい」

　再度、頭を下げるルカ。そんなルカを、商人たちはぽかんと口を開けて眺めている。あたり前だけど、状況判断ができていないようだ。

「メイちゃん、これはどういうことなんだ？　こいつがカラスっていうのは……？」

「ルカはカラスの獣人だったんです。それでカラスの姿になっていたみたいで。私も最初は驚きましたけど、本当の話です」

「……たしかに、そいつが持っている袋はいつもカラスがくわえていたものと同じだ」

　マークさんが、ルカが腕にかけていた袋に気づきそう言った。その袋を見て、周囲の人たちもルカがカラスだということを信じ始めた。

「ほらルカ、もう一度ちゃんと謝って？　なんでこんなことしたのか言わないと」

「置いてあるからもらっていいと思って……悪いことって知りませんでした。ごめんなさい」

　ルカが言うと、マークさんが眉をひそめる。

「知らなかっただって？」

「ルカはずっと流浪者として生きてきたみたいで、なんというか常識がないんです。お金を払わなきゃいけないことも知らなかったみたいで……」

　ルカが自分からうまく説明できそうにないため、私が商人に説明した。

「俺、みんなに許してもらえる？　無理だったら……もう逃げられなさそうだし、死ぬしかないかぁ」

　またそんなことを言いだしたルカに私が半ばあきれていると、商人たちはルカのその言葉に慌て始めた。

「い、いや！　なにもそこまでしなくても……！」

「そうよ。反省してるみたいだし、許してあげてもいいんじゃない？」

「俺、許してもらえるの？　よかった。ありがとう」

　ふわりとルカが微笑んだ。ドキッとするほど綺麗な笑みに、商人たちの顔は緩みっぱなしだ。女性だけでなく、男性の商人までも見とれている。どうやらルカの美貌は男女どちらにも通用するらしい。……こんな美しい見た目を持ちながら、カラスでいるほうが楽だなんて。ルカは自分の価値をまったくわかっていないんだから。

「待て。お前らは被害が少なかったからそう言えるかもしれないけど、俺は簡単にこいつを許すことなんかできねぇ！　……どうしてうちの青果店ばかり狙ったんだ。個人的な恨みでもあったのか」

　マークさんがルカに詰め寄り、怒りをあらわにした。

　怖い顔をしたマークさんを見ながら、ルカはぱちぱちと瞬きをすると、平然とした顔で口を開いた。

「……こいつがここの果物をすごく気に入って、ここのしか食べなくなった。俺も気に入っちゃって……この店の果物がいちばんおいしかったから」

　ルカはそう言って、腕の中で眠る子猫を見つめた。

「……そ、そんなにうちのはうまかったのか？」

「うん。俺いろんなところで果物食べてきたけど、ここがダントツおいしいよ」

　あんなに怒っていたマークさんの顔が、見る見るうちに明るい笑顔に変わっていく。

「そうかそうか！　うちのは実家の果樹園から取り寄せているやつなんだ！　そんなに気に入ってもらえるなんて、親父もお袋も大喜びだ！　ありがとな！　はっはっは！」

　マークさんはルカの背中を叩きながら、愉快な笑い声をあげた。

　――なんかよくわからないけれど、無事にルカと商人は和解できたようだ。

　その後話し合いを経て、二度と盗みをしないという約束で、ルカは今回の件を許してもらえることになった。

　しかも、マークさんが子猫を自分の家で引き取ると言ってくれた。マークさんはひとり暮らしが寂しかったようで、動物を飼いたいと思っていたそうだ。これでいつでも子猫は大好きな果物が食べられるようになった。

　子猫と離れることをルカは拒むと思ったが、そんなことはなかった。流浪者の自分といるよりも、ここでマークさんと穏やかに暮らしたほうがいいと思ったのかもしれない。

　子猫の足の傷は、私の魔法で治してあげた。元気になった子猫を見て、ルカはうれしそうだった。

「無事解決したことだし、ギルドへの報告は明日の朝にして、今日はもう帰ってご飯にしよう！　マレユスさんとルカも一緒に来て。私がごちそうするから！」

　空はいつのまにか真っ暗に。私たちはみんなでフレディの家に帰り、テーブルを囲んだ。

　今日は人数が多いので簡単なメニューだ。朝作ったマカロニサラダとミートソースパスタ。マレユスさんが手伝ってくれたので、仕上がるまでに時間はかからなかった。

「ルカはこれからどうするの？」

「うーん。猫の様子を見に行きたいから、しばらくはこの町にいようかなぁ」

「だったら仕事を探さないと。ルカ、なにか得意なことないの？」

　私が聞くと、ルカは口の端にミートソースをつけたまま言う。

「……特技かぁ。わかんないや」

「お前、それで今までどうやって生きてきたんだよ」

　あきれたようにフレディが言った。マレユスさんもため息をついている。

「人の持ち物をこっそりもらったり、あと迷路みたいな洞窟に入って宝箱探したりしてたよ。たまにあるんだよね、そういう変な洞窟。罠も多いけど、慣れれば全然平気。宝箱の鍵だって、小さな金具があれば開けられるようになったし――」

　ルカが話している途中で、フレディが椅子から立ち上がった。

「そんなことができるのか!?　お前、そういうことができる職業をなんていうか知ってるか？」

「……流浪者？」

「シーフだよ！　盗みができて罠の回避も宝箱も開けられる。今の口ぶりだと、迷宮探索の経験があるな？　お前、明日すぐにギルドにシーフとして登録するんだ。そんでもって、俺の迷宮探索に同行してくれ！」

　ルカは流浪者として生きながら、シーフとしての能力を自然と身につけていたんだ。ルカがギルドに入れば、フレディが保留にしていたランク昇格試験を受けることができる。

「シーフ……？　ギルドってのに登録したら、なにかいいことある？」

　相変わらずミートソースをつけたまま、ルカが私に問いかけた。

「あるよ。それが仕事になるもの。ギルドで受けた依頼をこなせば、いろんな報酬がもらえる。ギルドでお金を稼げば、市場の果物も買えるよ！」

「そうなんだ。じゃあ登録する」

「よしっ！　これで試験が受けられる！」

　ガッツポーズをするフレディを見て、私までテンションが上がってきた。

　捕まえたカラスが人間で、しかもシーフの才能があったなんて。棚からぼたもちとはこういうことをいうのか。

「よかったね、フレディ！」

「ああ。同行者は四人までだから、ここにいるみんなで迷宮探索に行こう！」

「待ってください。僕は行くとは言っていませんよ」

　あ、マレユスさんには迷宮探索の話をしていなかったんだ。

「マレユスさんがいなくてどうするんですか！　迷宮探索に魔導士のマレユスさんは絶対必要ですっ！」

「……メイが言うなら仕方ないですね」

　あっさりと承諾するマレユスさん。なんだかんだいつも協力してくれる。そんなマレユスさんが私は大好き！

　とても楽しい晩ご飯の時間が終わり、マレユスさんとルカは帰る時間に。

　ルカは洞穴まで戻るのを嫌がり、結局しばらくのあいだマレユスさんが引き取ることになった（マレユスさんはめちゃくちゃ嫌がっていたけれど、ルカのしつこさに折れたようだ）。

　布団に入ると、どっと疲れが襲ってきた。

【今日はよくがんばったな】

【うん……しゅもあ……おやしゅみ……】

【噛んでいるぞ。ふっ……おやすみ。メイ】

　スモアと体を寄せ合いながら、私は深い眠りについた。




　数日後。

　ミランダさんに誘われ、私はスモアを連れて、また時計台近くのカフェに来ていた。

　今日も楽しい女子会！　そう思っていたのに……。

「どうしてみんないるの……」

　なぜか六人用の大きなテーブルに座らされ、なぜかフレディとマレユスさんとルカがいる。

「俺たちもここのフルーツパフェが食べたかったんだ」

　フレディがにこにこしながらそう言うと、マレユスさんとルカがうなずいた。

「ごめんなさいミランダさん。せっかくの女子会だったのに――ああもう、ルカ、クリームついてる！」

「んー？　メイ、取って」

「仕方ないなぁ……」

　口の端を拭いてあげると、ルカは満足げな表情を浮かべた。

「メイ、なんかお母さんみたい。一緒にいると落ち着く」

「へっ？　こ、こんな大きな子供いりません！」

「えー。残念」

　五歳児に〝お母さん〟ってどうなの？　そう思いながらも、ルカの笑顔に不覚にもきゅんとしてしまったのは内緒だ。

「メイ、俺もクリームがついていないか確認してくれないか？」

「……フレディ、わざとつけたでしょ」

　さっきまで綺麗に食べていたのに、急に口周りをクリームだらけにしたフレディが私にそう言ってきた。

「メイ、そんな馬鹿は放っときなさい」

【メイ、相手にするな】

「すごい。マレユスさんとスモアがシンクロしてる」

　私たちのやり取りを見て、ミランダさんは楽しそうに笑っている。

「メイちゃんって、テイマーとしても最強ね」

「え、どうしてそう思うんですか？」

「だってみんな、メイちゃんにすっかりテイムされてるんだもの」

　おかしい……テイムできるのは魔獣や魔物だけのはずなんだけどなぁ。

「微笑ましい光景じゃない？　ふふ！」

　どこがと思いながらも、自分を取り囲むちぐはぐなメンバーを見て、私は自然と笑みがこぼれた。










迷宮探索




　カラス事件が解決し、その後ルカは無事にギルドメンバーに加わった。

　いくら迷宮探索の経験があるといえど、ルカは複数人での戦闘や探索に慣れていなかった。そのため、何度かルカと一緒に簡単な依頼をこなしてから、フレディのＳランク昇格試験に挑むこととなった。

　そして――今日が待ちに待ったその日である。

　前日に装備品や持っていくアイテムは揃えておき、朝食はスタミナをつけてもらうために朝から豪華にステーキを焼いた。

「よし。行こう！　メイ、スモア！」

　最終準備を整え、私とスモアはやる気に満ちあふれたフレディと一緒にギルドへと向かう。そこでマレユスさんとルカと合流し、迷宮へ向かう流れだ。

　今日はすごくいい天気だし、体調もばっちり。初めての迷宮探索に不安や緊張は感じるが、それよりもわくわくとした気持ちが勝っている。

【メイ、遊びじゃないんだからな。無理なことは絶対にするなよ】

【わかってるよ。フレディの大事な昇格がかかってるわけだし、迷惑はかけられないもん】

　ギルド前に到着すると、マレユスさんとルカの姿があった。ルカはこの町で暮らすようになってから、ほぼ人間の姿で暮らしているようだ。カラスの姿で盗みをしたせいで、あの姿だと町の人からの視線が厳しいらしい。

「マレユスさん、ルカ、おはよう！」

「おはようございますメイ。今日も元気いっぱいですね」

「はい！　今日はとくにやる気満々ですっ！」

　ファイティングポーズを取ってみせると、マレユスさんはそんな私を見て小さく微笑んだ。

「メイ、おはよう。聞いてよ。眠くてなかなか起きなかったらマレユスがキレちゃって、頭に水魔法をお見舞いされたよ……」

「あなたが何度声をかけても起きないからでしょう！」

「うん。おかげですっきり目が覚めた。ありがとうマレユス」

「えっ？　あ、いえ。次からは気をつけてくださいね」

　まるでコントのようなふたりの会話に、私もフレディもくすくすと笑みが零れた。このふたりの共同生活がうまくいくか心配だったが、今のところ大丈夫みたい。

「みんな、今日は俺の試験の付き添いを引き受けてくれてありがとう。やるからには絶対合格しようと思ってるから、どうか力を貸してくれ」

　一人ひとりの顔を見ながら、フレディが言う。私は返事をするかわりに、笑顔で大きくうなずいた。

「それじゃ行くぞ！」

「おーっ！」

「……おー」

「ガウゥッ！」

　フレディのかけ声に、私は大きく拳を振り上げた。ルカも私の真似をして、スモアは鳴き声をあげる。

「……」

　謎の圧力を察知したマレユスさんは、無言でわずかに片手を上げた。全員のチーム力が高まったところで、私たちは迷宮へと向かった。

　迷宮は、南の森を抜け、さらに山の中を一時間ほど歩いた荒野の地下にある。荒野までの道のりはただ山道をひたすら歩くだけで、魔物が出てくる心配もなかった。

　山を下るのはいいけど、登りはきついなぁ。スモアに乗せてもらおうかな……なんて甘い考えが頭をよぎった。

　荒野に到着すると、中心部に大きな石碑が立っていた。その横に地下へ下りる石階段があったので、私たちは階段を下りた。

　すると、目の前に迷宮の入り口があった。地上とはあきらかに違う空気感に、体がぞくっと震える。

「この迷宮、ほかの冒険者は来たことがあるの？」

　過去Ｓランクになった冒険者たちはみんな、この迷宮探索に挑んだのだろうか。

「わずかだがいる。ただ――探索に成功したものは、ひとりもいないらしい」

　えっ！　フレディ、そんな大切なことはもっと早く言ってほしかった。

「このギルドにＳランクは現在いませんしね。同行者が四人も可能という時点で、甘い試験でないことは承知済みでしたが。Ｓランクといえば冒険者の最強ランク。そう簡単にはなれないってことでしょう」

　そんな過酷な試験だったなんて……全然知らなかった。正直、〝みんなで楽しく迷宮探索―！〟的なノリだったところも否めない。

　スモアの「遊びじゃない」という言葉が、今になってずっしりと重くのしかかる。

「試験内容は、この地下迷宮にある秘宝を持ち帰ることができるかどうかということ。秘宝は〝思い出の石〟ってやつだとマスターに言われた。なんでも、過去の幸せな記憶をいつでも思い出せる魔法の石みたいだ」

　フレディが迷宮に入る前に、試験内容を今一度説明してくれた。

〝思い出の石〟……。それについては、色や大きさもわからず、どんな状態で隠されているのかもわからない。いかにも秘宝という感じだ。これは見つけるのに苦労しそう。実際、今まで誰も持ち帰ったことがないのだし。

「とにかく、その石を見つけたらいいんだよね？　早く帰って寝たいし、さっさと入っちゃおー」

「お、おいルカ！　待て！」

　ルカは臆することなく、誰よりも先に迷宮へと入っていく。そんなルカの後をフレディが追った。

　ルカの肝っ玉の据わり方は尊敬に値する。怖いとかいう感情がなさそうだもの。

　全員で迷宮に入ると、中は複雑な道ばかりで、本当に迷路のようだった。

　マレユスさんも迷宮は初めてのようで、興味深そうに辺りを見回している。探索経験のあるルカとフレディを先頭に、私たちは〝思い出の石〟を探し、迷宮内を歩き回った。

「あ、見て！　宝箱がある！」

　道の端に、宝箱を見つけた。みんなで箱の前まで行くと、宝箱には鍵がかかっているのがわかった。

「せっかく見つけたのに……。ねぇフレディ、鍵を見つけないと開けられないの？」

「そんなことはないさ。こういうときこそシーフの出番だ。ルカ、開けられるか？」

「うーん。どれどれ」

　ルカはポケットから小さな金具を取り出すと、鍵穴に差し込みガチャガチャと動かしている。

「あ、いけたかも」

　カチリと鍵が開いた音が聞こえた。

「ルカ、すごい！」

　難なく宝箱を開けてしまったルカに、私は驚いた。

　私には適当に動かしているようにしか見えなかったが、ルカは巧妙に金具を操り鍵を開けたのだ。……これがシーフの能力。フレディが迷宮探索に欠かせないと言っていたのがよくわかった。

「中身は……なんだ。ただのポーションみたい」

「さすがにこんな入り口付近に石はないか。でも、ありがたくもらっておこう。ここから先、魔物が出るかもしれないしな」

　初めての迷宮探索に、フレディはいつになく慎重になっているようだ。

　さらに奥へと進んでいくと、フレディがなにかを見つけたようで足を止めた。

「ここに宝物部屋っていうのがあるぞ。この中に秘宝があるかもしれないな」

　どうやら〝宝物部屋〟という部屋を見つけたようで、フレディはそのまま迷うことなく扉に手をかける。すると、ルカがフレディの腕を掴んだ。

「本当に宝物部屋だったとして、そんな自ら主張するかなぁ……。その部屋は怪しいから、無闇に開けないほうが――あ」

　ルカの制止も虚しく、フレディは勢いあまって扉を開けてしまった。すると中には――両目を覆いたくなるほどの魔物がうじゃうじゃといるではないか。

「なっ！　これのどこが宝なんだ!?」

「はぁ……。罠だったのでしょう。ここは魔物が大量発生している〝魔物部屋〟のようですね」

「くそっ。罠か！　みんなは下がってろ。ここは俺が片づける」

「かっこつけてますけど、あなたのせいなんですから当然です。メイ、僕たちは後方でサポートに回りましょう」

　マレユスさんに手を引かれ、私たちは部屋のうしろのほうからフレディを援護することになった。ルカは戦闘要員ではないので、部屋の端で戦闘の邪魔にならないようおとなしくしている。

【仕方ない。オレも加勢してやろう】

　スモアが前線に飛び出し、フレディと共に魔物をやっつけていく。スモアは戦闘能力が高く、魔法も使える。そこらの魔物とは格が違う強さだ。……そういえば、スモアの本気ってまだ見たことないけれど、どのくらい強いんだろう。

　魔物は数は多かったが、強いものはいなかった。そのため、倒すのに時間はかからなかった。なにしろこっちにはＡランク冒険者と魔獣がいるのだ。同レベルの魔物が現れない限りは、怖がる必要はなさそうだ。

「みんなすまない。次からは気をつける」

「大丈夫だよ！　なにかあったら今みたいに、みんなで協力しよう」

　申し訳なさそうにフレディが謝罪すると、私は明るく答えた。フレディにとっても久しぶりの迷宮探索なのだから、少しのミスくらいならしょうがない。

　その後、魔物部屋から別の道に続く扉を見つけた。ルカに罠がないことを確認してもらい、扉をくぐる。その先には薄暗い細い道が続いていた。

「ん？　なにやら壁に変な模様が書いてありますね」

　五分ほど道を歩いていると、今度はマレユスさんがなにか見つけたようだ。

「マレユス待って、そこに触ったら――あ」

　さっきと同じように、ルカがマレユスさんを止めに入ろうとしたが……時すでに遅し。

　マレユスさんが壁の模様に触れると、目の前から大きな石がごろごろと転がってきた。

　あんな大きな石に巻き込まれたら、ひとたまりもないだろう。全員来た道を必死な形相で逆走する。

【乗れ！】

　スモアはすばやく私を背中に乗せると、誰よりも速く駆け抜けていく。

「ここは僕が責任を取ります！　……クラッシュ！」

　マレユスさんは走るのをやめ、ひとり転がってくる石の前で立ち止まった。

　そして両手に魔力を圧縮し、衝撃波を放つ。すると、石は粉々に砕け散った。

「……よかった。僕のせいでメイが怪我をしなくて」

「メイだけかよ」

　マレユスさんは帽子を脱ぎ、汗で湿った前髪をかき上げながらそう言った。フレディの鋭いツッコミは、悲しくもガン無視されていた。

　次こそ罠には気をつけようと、全員が気を引きしめなおしたところで、私たちは迷宮探索を続行した。

　細い道を抜けると、今度は地面がでこぼことした道が続いている。

　――うわぁ。歩きづらそうな道。あ、あそこに大きく地面が飛び出てるとこがある！　あの上に乗れば、背が伸びた気分になれるかも！

「あ、先に言っておくけど、こういう道って罠があることがほとんどなんだよね。極端に飛び出した箇所は踏んだら罠が発動することが多いから、今度こそ気をつけ――」

　カチッ。

「……あれっ？」

　ルカが言い終わる前に、私の足もとでスイッチを押したような音がした。

「――て。って言いたかったけど、遅かったみたい」

　ぱかり、とでこぼこの道が吹き抜けになり、私たちは全員真下に落っこちていった。

「きゃあああああっ！」

　大声で叫びながら落下すると、ぼふんっとクッションのような感覚に包まれた。

【大丈夫か？　メイ】

「スモア～～！」

　スモアがクッションになり、私を落下の衝撃から守ってくれたのだ。

　死ぬかもしれないという恐怖と、助かった安堵で、私は半泣きになりながらスモアに抱きついた。スモアはそんな私の目尻をぺろぺろと舐めてくれた。

　フレディは、マレユスさんの咄嗟の浮遊魔法によりうまく落下の衝撃を防げたみたい。ルカに至ってはカラスの姿になって宙に浮いている。そして私の近くに飛んでくると、獣化を解き人間の姿に戻った。

　――も、もしかして、また裸なんじゃ!?

　そう思い目を塞ごうとしたが、ルカはきちんと、来たときと同じ服を着ていた。そういえば初めて会ったときに『最後に獣化したとき裸だったの忘れてた』って言っていた気がする。獣化する直前の格好に戻るようになっているようだ。よかった……。

「……みんなといると、心臓がいくつあっても足りないんだけど」

【本当にな】

　こればかりはルカの言う通りでぐうの音も出ない。スモアも全部巻き込まれ事故である。

「ごめんなさい」

　私とフレディとマレユスさんは、声を揃えてふたりに謝罪した。これからは動く前に、ルカの忠告を聞くことにしよう。

「……あれ。ねぇ、ここって出口はどこだろう？」

　もう連続で罠にかかるまいと決意を固めたところで、私はとあることに気づいた。

　落下先――つまり、私たちが今いる場所は、周りをぐるっと壁に囲まれていたのだ。天井はかなり高く、ルカ以外は容易に上ることは不可能だろう。床と壁は固まった土でつくられており、広さは十畳ほど。吹き抜けた天井からわずかに光が差してはいるが、全体的に薄暗い。

「うーん。なにか道が開く仕掛けがあるのかも。探すしかないね。でもあんたたちに任せるの怖いから、いったん俺がひとりで調べる」

　頼まれていないのに、ルカが自分から動くことはめずらしい。こんなに続けて罠にかけられて、さすがのルカも周りに任せていられなくなったのだろう。

「おいルカ、あれはなんだ？」

　壁や床に顔を近づけて、ひとり黙々と探索を続けるルカに、フレディが話しかけた。

「あれって……ただの壁じゃん」

「違う。よく見ろ。壁の上に文字が書いてあるだろう」

　フレディが指さした先に視線をやると、なにもない壁の上に〝後悔の部屋〟と書いてあった。

「〝後悔の部屋〟ですか。あまりいい部屋とは思えませんね。それに……」

「マレユス、勝手に触っちゃだめだよ」

「安心なさいルカ。これは罠ではない。僕にはわかるんです」

　マレユスさんはそう言って壁に近づくと、そっと手を伸ばした。しかしその手は、なにかに跳ね返されてしまった。

「やっぱり。この壁、かなり強力な結界が張られていますね。触れることすらできません」

「結界？　じゃあこの先に秘宝があるのかもな」

　今度はフレディが壁に歩み寄る。マレユスさんと同じように、フレディも壁に向かい手を伸ばすと――驚くことに、フレディは結界をなんなく越えていった。

「……え」

　フレディ自身も想定外だったようで困惑している。そしてあろうことか、フレディはそのまま壁の中に吸い込まれるようにのまれていってしまった。

「フレディ!?」

　あまりに唐突な出来事。

　私がいくら名前を呼んでも、壁からフレディの返事は聞こえてこない。

【まずいな。早く追いかけたほうがいい。この壁の向こうは嫌なにおいがする。最悪の場合、あいつは空間のひずみに取り込まれて戻ってこられなくなるかもしれない】

「……フレディが戻ってこれない？」

「メイ、どういうことですか」

「わかんないけど、スモアがそう言ってるの」

　スモアの悪い勘があたっていたとしたら、この先にある〝後悔の部屋〟は空間のひずみにあって、フレディを閉じ込めようとしているってこと……？

「早くフレディを助けないと……！」

　そう思い立ち上がる。みんなも私と同じ気持ちのようで、なんとか壁の向こうへ行こうとするが、結界が邪魔して入ることができない。

　マレユスさんも、ルカも、スモアも、みんな試した。だが全員、結界にはじき返されてしまった。

「次は私がやってみる」

　試していないのは、私だけになった。これでもし私がだめだったら、フレディを助ける術が遠ざかってしまう。

　緊張で額と手にびっしょりと汗をかきながら、私は壁に手を伸ばした。すると、するりと結界の向こう側まで手を伸ばすことができた。

「……できた！　私、このままフレディを追いかける！」

【メイ、待て！　オレも一緒に行く！　どんなときでもお前を守り、見守るのが従魔であるオレの役目だ！】

【スモア、でもっ……】

　スモアが私のもとへ来ようと、何度も壁に突進するが、そのたびにスモアの体は結界にはじき返されてしまう。

【スモア、大丈夫。私ひとりで行ってくるから、心配しないで！　だけどもし私になにかあったら……そのときは絶対助けにきてね！】

【……わかった。オレが必ず助けに行く。力不足ですまない】

　スモアの悲痛の叫びが、私の頭に響き渡った。

「必ずフレディを連れて戻ってくるから待ってて！」

「――メイ！」

　マレユスさんが私に向かって手を伸ばす。そのうしろには、心配そうな顔をしてこちらを眺めるルカの姿もあった。マレユスさんの手が届くことはないまま、私の体は完全に壁の中へと取り込まれていった。










過去との決別




　壁の向こう――つまりこちら側は、ただひたすら続く薄暗くだだっ広い空間だった。ゆがんだ景色によどんだ空気……急に別の世界に飛ばされたみたい。

　これがスモアの言っていた、〝空間のひずみ〟ってやつなのだろうか。

　うしろを振り返っても、壁は見あたらないし、フレディの姿もない。

　――進む以外の選択肢はないってことね。

　どちらにしろ、出口を探すのはフレディを見つけ出してからだ。今は帰る方法なんてどうでもいい。

「フレディ！　フレディー！」

　大声でフレディの名前を呼びながら、私はこの不思議な空間を歩き続けた。

　響くのは私の声だけで、フレディからの返事はない。

　いったい、どこに行っちゃったんだろう……。

　でも、絶対にフレディも同じ空間にはいるはずだ。私たちは同じ壁をくぐり〝後悔の部屋〟に来たのだから。

「……後悔の部屋って、なにが起きるんだろう」

　今さらながら、そんなことを思った。

　なにか後悔するようなことが起きる部屋――だとしたら魔物部屋の比にならないぐらい、最悪だ。

　それともうひとつ気になること。

　どうして、私とフレディだけが結界を通り抜けることができたのか。

　……〝後悔の部屋〟に入るために必要なものを、私とフレディだけが持っていた。そう考えるのが道理に合っているが、必要なものとはなんなのかさっぱりわからない。

　ほかのみんなにはなくて、私たちだけにある共通点があるのだろうか。

「フレディ！　どこにいるの!?」

　頭でいろいろ考えながら、フレディの名前を呼び続けた。叫びすぎて声がかすれてくるし、歩いても歩いてもずっと同じ景色が続くだけだったとき――。

「あれ……。あそこに誰かいる」

　道の先に誰かがうずくまっている。フレディではないことは、ひと目でわかった。

　あの人は誰なんだろう。私たちみたいによくわからぬままこの部屋に来て、出られなくなった人だろうか。

　近づくにつれて、女性のすすり泣くような声が聞こえてきた。顔を伏せているので表情は見えない。だけど、私はその人を見るとなぜかとても懐かしい気持ちになった。

「……あれ？」

　そして、泣いている女性の目の前まで来ると、私はその女性の正体に気づいて驚愕した。

「わ、たし？」

　そこにいたのは、スーツを着た私だったのだ。

　詳しく言うと、前世の私〝神山芽衣子〟である。

　芽衣子は伏せていた顔を上げ、今の私〝メイ〟のことをじっと見つめた。

　――ああ私、最期こんなひどい顔をしていたのか。

　客観的に見る芽衣子の顔は、それはひどいものだった。

　まだ若いのにハリも艶もない荒れた肌。頬はコケてるし髪も傷んでいる。残業だらけの社畜生活で、どこもかしこも手入れなんてする余裕がなかったことを思い出した。

「どうしてこんなところにいるの？　芽衣子」

　自分で前世の私に問いただしてみる。なんだか変な気分だ。

『どうしてって？　だって、私があなたの〝後悔〟そのものだから』

「……私の後悔？」

『そう。私はあなたが心の奥底にしまい込んだ〝後悔〟。ここは〝後悔の部屋〟。深い後悔を抱えた人間だけが入れる場所』

　芽衣子は、自分自身こそが私の抱えている〝後悔〟だと言った。

「私が、前世の自分のことを……」

　言われて初めて、私は気づく。今までずっと、過去の自分のことを見て見ぬフリしていたことに。

　前世では働きっぱなしだった。

　前世では遊べなかった。

　前世では仲間がいなかった。

　だから今世では、悔いのないよう思いきり人生を楽しもうと思った。新たな人間〝メイ〟として。そして私は今、メイとして毎日を笑って過ごしている。

　でも心のどこかでずっと、私は〝神山芽衣子としての自分〟を忘れられていなかった。

　――芽衣子はあのまま本当に死んでしまったのだろうか。悲しんでくれた人はいただろうか。それとも、誰かに気づいてもらえただろうか。今も病院のベッドで眠ったままの植物状態だったりするのだろうか――。

　どうなったかを知らぬまま、かつての自分を置き去りにしておいていいのかなって……。

　そして、メイになってから私は積極的にいろんなことに挑戦するようになり、知らない世界で、強く逞しく生きているのに――どうして芽衣子のときに、それができなかったんだろうと思うことがたびたびあった。芽衣子のときは、いろんなことをやる前からあきらめて、抗うことをしなかった。私は貧乏に生まれたから仕方ないって。

　もっと変わる努力をしたならば……今の私が芽衣子としての人生をやりなおせたなら、違った人生があったのかもしれないと。

〝メイ〟としてじゃなく〝芽衣子〟としての私が、心の奥でずっとそうやって後悔していたのだと、私はやっと気づくことができた。

　気づけなかったのは目の前の現実が楽しくて、前世の自分を置き去りにしていたからだ。いつかは向き合わなくてはいけないのに、それが嫌で知らないフリをしていた。放置していた後悔は、見えないところで勝手に膨らんでいたのだ。

『その後悔は、今ならまだ間に合うよ』

「え？」

『芽衣子としてやりなおしたいならまだ間に合う。だから私はここにいる。ねぇ、もう一度がんばってみよう。家族も、友達も、会社の人も、みんな待ってるよ。今の私なら、絶対に幸せな人生を送ることができる』

　前世の私が、そう言って私に手を差し出してきた。

　きっと、一緒にもとの世界へ帰ろうと私を誘っているのだ。

　私の魂は今、メイとしてここにある。芽衣子がまだ死なずに眠っているだけだとしたら――この手を取れば、私は神山芽衣子に戻るというの？

『メイじゃなくて、あなたは芽衣子でしょ？』

「私、私は……」

　お父さん、お母さん、数少ない仲のよかった友達、実はひそかに憧れていた取引先の営業マン。今まで思い出すことのなかった前世で関わった人たちの顔が、今になって鮮明に思い出される。

『それとも、ずっと芽衣子としての後悔を抱えたまま生きていくつもりなの？』

「それは……」

　さっきから、歯切れの悪い言葉しか出てこない。

　実際に前世の私と対面する日が来るなんて、思ってもみなかった。こうして見ていると、嫌でも芽衣子としての日々を思い出すじゃないか。なにひとつやり遂げることのできなかった、後悔だらけのあの日々を。

　……私、あのまま芽衣子の人生を終わらせていいのかな。二十歳の誕生日に過労で倒れるなんて情けない幕引きで、本当にいいの？

『やりなおそう。さあ、早く手を伸ばして。そんな小さな体、不便で仕方ないでしょう』

　誘導されるがまま、芽衣子の手を取りそうになったときだった。どこからともなく、声が聞こえた。

「……フレディ？」

　フレディが、苦しそうに呻いている声だ。

　私はハッとして、伸ばしていた手を引っ込める。

　そうだ。私、本来の目的を忘れていた。私がここに来たのは、フレディを見つけるためだ。見つけたらふたり一緒に、みんなのところに帰るって約束したじゃない。

「ごめん。私、行かないと」

『どこに行くの？』

「仲間のところ。すごく苦しそうなの。……大事な人だから、私が助けてあげないと」

　芽衣子は言っていた。〝深い後悔を抱えた人間だけが入れる場所〟だって。

　ということは、フレディもこうして今、自分の後悔と向き合いながら、苦しんでいるのかもしれない。

　フレディが、乗り越えられないほどの重い過去をひとりで背負っているのだとしたら……私がその過去から救い出してあげないと。姿は見えないのに声がはっきり聞こえるということは、フレディは必死に助けを求めているからだと私は思った。彼のところへ行かないと。そのために私は自分ひとりで、後悔と決別しなければ。

　フレディの声が聞こえたことで、私は完全に吹っ切れた。自分が今すべきことも、この先どうしていきたいのかも答えは決まった。だから私は、芽衣子の手を取ることはできない。

『自分自身をまた置いてけぼりにするの？　私より、その人が大事なの？』

「どっちも大事だよ。それに私――もう、芽衣子としての後悔はなくなった」

『……え？』

「ここであなたと話して、過去を思い出す時間をくれたと同時に、過去を清算することができた。芽衣子としてやりたいことはたくさんあったけど……私、ここで行かなきゃ今よりずっと後悔する。ここで追いかけないと二度とフレディに会えない気がするの。そうなったら一生後悔する。これから先は、後悔のない人生を送りたいから……。今まで私の中にあった後悔は、今日ここに置いていく」

　私は、自分で蓋をし続けた深い後悔と決着をつけることにした。

「私はもう神山芽衣子じゃない。メイなの。メイとして、この世界で生きていくの」

　はっきりとそう告げると、芽衣子は差し出した手をぶらりと下げた。

『そう。じゃあ私とはここで本当にお別れね』

「そんなことない。これからも一緒だよ」

『一緒？　あなたはメイを選んだ。芽衣子はこの世からいなくなる』

「違う。私は芽衣子としての記憶があるもの。だから、芽衣子としての私が消えることはない。芽衣子はずっと私の中に居続けるよ」

『私があなたの中で？』

「うん。だからあなたはもう、がんばらなくていいの」

　私は前世でいちばん欲しかった言葉を、芽衣子に投げかけた。

「よくがんばったね、芽衣子。ゆっくり休んでね」

　芽衣子の目が見開かれ、ガラス玉のような瞳に光が灯った。

『……ありがとう』

　芽衣子は私を見てふっと笑うと、そのまま消えていった。……私、笑うと案外かわいかったんだなぁ。

「バイバイ、芽衣子」

　これからも一緒だけど、もう二度とこうして会うことはないだろう。こんな形だったけれど、最後に会えてよかった。……なんか、心が軽くなった気がする。私、ちゃんと自分の中の後悔をなくせたんだ。

「あっ！　出口がどこにあるか聞いておけばよかった！」

　この部屋が、今まで目の前にいた芽衣子をつくり出していたのだとしたら、出口を知っていてもおかしくなかったのに。もったいないことをしてしまった。

　スモアが『空間のひずみに取り込まれて』みたいなことを言っていた気がする。よくわからないが、長いあいだこの場所にいないほうがいいのは確かだ。

「うっ……ああああ！」

　またフレディの叫び声が聞こえた。まるでひどい悪夢にうなされているようだ。

　私は声がするほうへ必死に走った。小さな足を一生懸命動かして、息を切らしながら走り続けた。

　すると数メートル先に、膝をつき頭を抱えているフレディの姿をようやく見つけることができた。

「フレディ！」

　名前を叫ぶ。だけど、フレディは私に気づかない。

「あ、ああ……俺は、俺は」

　うなされているかと思ったら、今度は小声でボソボソとなにか言っている。

「フレディ、大丈夫？」

　近寄り顔を覗き込むと、フレディは真っ青な顔をしていた。冷や汗がダラダラと垂れていて、事態が深刻だということはひと目でわかった。私の声も、彼の耳には届いていないようだ。

「許してくれ。俺が悪かったんだ……俺が、守れなかったから……」

　フレディは地面に頭をつけて、ずっと謝り続けている。

　魔物退治のトラウマを克服してからは、明るくて優しいフレディしか見てこなかった。今のフレディは、初めて会ったときよりももっと痛ましい。

「わかってるんだ。俺のせいだ……」

　ひたすら自分を責めながら、フレディは誰かに謝り続けている。

「フレディ、目を覚まして……っ！」

　私が腕を掴むと、フレディに思いきり振り払われてしまった。あまりの力強さに、幼児の私はそのまま地面に打ちつけられた。

　体がじんじんする。走ったせいで、体力もかなり消耗した。

　だけど……私なんかよりフレディのほうが、ずっと苦しくて痛そうだ。

　――フレディ、いったい過去になにがあったの？　今、どれだけ深い〝後悔〟と向き合っているの？

　私には、フレディの後悔を見ることができない。過去になにがあったかも知る術はない。

　今の私にできることは、ただ名前を呼び続けることだけ。後悔にのまれないように、苦しみの世界から呼び戻してあげるために。

　フレディに私の声が届くまで、ずっと呼び続ける。あきらめたりはしない。

　彼が受けた傷はどんなものだって、私が癒やしてあげるんだから。




＊　＊　＊




　迷宮にあった謎の壁の先へ行くと、周りに誰もいなくなった。

　結界がどんなものか試そうと思っただけなのに、簡単にすり抜けられてしまった。引き返そうと思ったのも束の間、壁の向こう側が、離さないというようにものすごい早さで俺をのみ込んできた。

「メイ！　マレユス！　スモア！　ルカ！」

　迷宮探索に一緒に来てくれた仲間たちの名前を呼ぶも、返事はない。

「……参ったな」

　目の前に広がる、なにもないこの空間を見て、大きなため息が漏れた。

　出口を探すしかないので、とにかく歩き回ってみる。

　ここはいったいどういった場所なんだ？　〝後悔の部屋〟って書いてあったけれど……。そんな部屋、今まで行った迷宮でも一度も見たことがない。魔物部屋や宝物部屋はどこにでもあるが……この迷宮だけの特殊な部屋なのだろうか。

　どの迷宮にも、そこにしかない部屋が存在すると昔聞いたことがある。たどり着くことは極めて困難だが、特殊部屋には秘宝があったり、精霊が棲んでいたりするとも。

　ん？　ってことは、ここがその特殊部屋なら、〝思い出の石〟を見つけられるかもしれない。メイが引っかかったのは罠でなく、この特殊部屋へ続くスイッチだったとも考えられる。だとしたらこれは俺にとって、ラッキーハプニングだ。

　出口を探す前に秘宝を探すことにしよう。

　しばらく歩き続けていると、数人の人影が見えた。いち、に、さん……四人だ。

　みんなもこの部屋に入ってこられたのか。安心して、思わず笑顔で駆け寄ると、ふと違和感を覚えた。

　小さな影が見あたらない。メイとスモアがいるから、四つとも大きな影なはずないのに。

　誰かほかの連中が、同じく秘宝を探しに迷宮に来ていたというのか？

　警戒しながらも、一歩、また一歩と距離を縮めていく。するとそこにいたのは、見覚えのある顔ぶれだった。

「……ど、どうして」

　俺は四人組を見ると絶句した。

『フレディ、久しぶりだな』

『元気だった？　フレディ』

　イアサントにオフェリー。ふたりの両隣には、アリスとロジェ。

　懐かしい笑顔で話しかけてくる彼らは――俺のかつての仲間たちだ。

『そんな化け物を見るような目で見るなって。俺ら魔物じゃないんだから』

「いや……なんでみんながここにいるのかなって……」

　俺が見ているのは幻影なのか。夢を見ているのか。

『それは、私たちがあなたの〝後悔〟だからよ』

「……俺の？」

　どういうことだ。頭がこんがらがって、ちっとも理解が追いつかない。

『そうだ。お前がずっと忘れられないものだ。……忘れてもらっても困るがな』

『でも最近のフレディは忘れちゃってたよね。自分だけ新しい仲間をつくって楽しくやってるんだもん』

「違う。そういうわけじゃあ……」

　気づけば四方を仲間たちに囲まれていた。みんなは口々に、俺への非難の言葉を浴びせる。

『俺たちはあの戦いでみんな死んだのに、どうしてお前だけのうのうと生きていられるんだ？』

『フレディが守ってくれるって信じていたのに』

『嘘つき』

『どうせ今の仲間だって、守れやしないんだろ？』

「そんなことない。俺は……」

　守れると言いたいのに、唇が震えてうまくしゃべれない。断言できないのは――俺が二年前、この仲間たちを守れなかったからだ。




　――二年前。俺の祖国、ガレーデン王国でのこと。

「すごい！　今日もフレディたちが魔物をやっつけてくれたんだって！　しかも相手は難敵のキメラ！　襲われかけた子供も無傷だったらしいよ！」

「さすがフレディ率いるギルド最強パーティー！　今ではいろんな国から依頼が舞い込んでるって」

「俺も将来、ああなりたいなぁ……あっ！　フレディだ！」

　道を歩けば、俺は英雄だった。

　幼い頃、父親を亡くした。死因は魔物に襲撃された際に受けた致命傷だった。

　毎晩俺よりも泣いている母親を見て、俺は冒険者になり、とても強い勇者になることを誓った。強ければ、大事な人を守ることができるからだ。

　毎日血の滲にじむ特訓をした。血へどを吐くような努力をした。そのかいあって、俺は十七歳にして国一番の最強剣士の称号を得た。

　王族からも手厚い対応を受け、女手ひとつで育ててくれた母に裕福な暮らしをさせてあげられるようになった。

　そして俺と同じように、ギルドには最強と呼ばれる人たちがいた。

　最強魔導士。最強聖女。最強テイマー。最強シーフ。

　俺たちは皆互いの能力に惚ほれ、いつしかよく集まるようになった。そして、パーティーを組むまでに時間はかからなかった。

　その国一番の各分野の能力者が集まっているのだから、強いのはあたり前だ。

　リーダーである俺は〝銀色の守護神〟と呼ばれた。

　俺たちのパーティーはガレーデンの誇りだと言われ、名声を手に入れた。

　この五人が集まればこなせない依頼はない。倒せない魔物などこの世にいない。俺たちは無敵だ。……このときは、そう信じて疑わなかった。

　ある日、国で大変な事件が起きた。

　深淵にいる謎の最強魔物が、突然長き眠りから覚めてしまったらしいのだ。この魔物は強大な力を持っており、放置しておけば国がまるごと滅びかねないという。

　ガレーデン最大のピンチに、俺たちは立ち上がった。

　最強魔物を倒し、国の平和を取り戻そうと意気込んで、俺たちは深淵へと向かった。

　しかしそこにいたのは――今まで見たことのないＨヒットＰポイントや攻撃力を持つ強大な魔物だった。深緑の鱗うろこをまとった大蛇のような、ドラゴンのような、とにかく巨大で不気味な姿をしていた。赤色の瞳に睨まれるだけで、足がすくんでしまいそうになった。

　最強と言われた俺たち全員が束でかかってもかなわない。一撃を食らわすことがやっとで、俺は敗北を確信した。

　――このまま全滅するくらいなら、逃げたほうがマシだ。生き延びることが最優先だ。死んでしまえば、守れる命も守れなくなる。

　俺はそう思い、仲間たちに逃げようと必死に叫んだ。だが、その言葉を受け入れるものはいなかった。俺以外は全員、逃げて帰ってきたと思われることが死ぬことより怖かったのだろう。

　名声を失うことを恐れた仲間たちは、魔物によって殺されてしまった。

　俺は瀕死の状態でなんとか生き延び、全身血だらけで国民たちのところへ戻った。

　そんな俺に向けられた視線は――失望の眼差しだった。

『ひとりだけ逃げてきた』『仲間を見捨てた』『最強パーティーを全滅に追い込んだ』。

　今まで歩けば英雄だった俺は、一気に仲間を殺した殺人者と言われるようになった。

　もちろん、富も名声もすべてを失った。

　俺たちの攻撃もちょっとは効果があったようで、魔物はおとなしくなった。そのタイミングで、俺は国外追放を言い渡された。母親は俺のせいで国民から避難を受け、体調を崩し病院に入院することになった。別れもきちんと言えないまま、俺はガレーデンを追放された。

　しばらくはなにもやる気が起きず、堕落した日々を過ごしていた。しかし、ずっとそうやっているわけにはいかない。

　――俺のことを誰も知らない場所でギルドに入り、イチからやりなおそう。俺にはほかに生きる道はない。

　それなのに、俺は戦闘ができなくなっていた。剣を振るうどころか、この手に握ることすら苦手になった。

　今まで平気だったのに、戦うことが恐くてたまらない……この出来事のせいで。

『つまり、今までは迷いがあった……ということですか？』

　以前、出会ったばかりのメイにそう聞かれたことがある。

『祖国の冒険者ギルドにいたときに、謎の最強魔物の退治に行ったんだ。その際、俺は一度死にかけてね。……それ以来、あの恐怖が頭にこびりつくようになって。弱い魔物すら、そのときの魔物に見えてしまうようになった』

　俺はそう答えたけれど、本当は違うんだ。

　俺が戦えなくなった理由は、魔物に殺されかけたからじゃない。頭にこびりついていたのは、あのとき死んだ仲間たちの顔だ。それを思い出すと、まともに剣が扱えなくなったのだ。

　祖国では最強剣士と言われた俺が万年Ｆランク冒険者と罵られ、弱者だと鼻で笑われる。

　本当にこのまま、俺は剣士として終わってしまうのか……そんなときだった。メイと出会ったのは。

　俺を絶望の淵から救ってくれた、小さな小さな女の子。

　彼女は出会ったばかりの俺の心の傷を癒やしてくれた、不思議な能力を持つ子だった。

　メイに出会ってから、俺は自分がどんどん昔の自分に戻っていくのを実感した。よく笑うようになったし、剣士としての強さだって取り戻した。

　メイの周りには人が集まる。最初は寂しかったけれど、それは必然的に、いつもメイと一緒にいる俺の周りにも人が集まるということだった。

　いつしかひとり、またひとり、一匹と仲間が増えて――俺はまた、新しい仲間を手に入れていた。……過去にとんでもない過ちを犯していることをひた隠しにして――。

『そうよ。その事実を知ったら、みんな離れていくに決まってるわ』

『それが怖くて黙ってたんだろ』

『ずっとそこで後悔していなよ。私たちを見捨てたことを』

　かつての仲間たちになにを言われても、言い返すことができない。

　そう、俺はこの二年間ずっと後悔している。仲間を守れなかったことを。

　この後悔がなくなる日なんて、俺には来ない。

「あ、ああ、うわあぁぁぁ！」

　仲間たちの死に顔が、何度も何度も脳内で再生される。

　民衆の冷たい顔。憧れを失くした子供たちの、絶望と怒りに満ちた表情。全部が全部、昨日のことのように思い出される。

「あ、ああ……俺は、俺は」

『仲間を見捨てた最低な人間』

「俺が悪かったんだ……俺が、守れなかったから……」

『絶対に許さない。死ぬまで後悔してろ』

「わかってるんだ。俺のせいだ……」

　克服できたと思ったトラウマを完全に掘り起こされ、俺の精神は崩壊しかけていた。

　これが〝後悔の部屋〟というなら、俺は抜け出し方がわからない。俺はこのまま、このなにもない空間に居続けるのか。

「……っ！」

　そのとき、仲間たちの罵声に交じって、なにか別の声が聞こえた気がした。驚いて目を見開くと、今度は腕を誰かに掴まれた。俺は怖くなり、思いきりその腕を振り払った。

　だけど、掴まれた腕の部分は温かくて、懐かしい感触がした。

　しばらくすると、今度は背中に大きなぬくもりを感じた。そのぬくもりは、俺の乱れた心を落ち着かせてくれた。

　ゆっくりと顔を上げれば、変わらず冷たく俺を見下ろすかつての仲間たちと、そして――。

「……メイ」

　振り返ると、そこには俺の背中にぎゅっとしがみつくメイの姿があった。

「……フレディ！　やっと気づいてくれた」

「どうしてメイがここに……」

「フレディを助けに……ううん。迎えにきたの！」

「俺を？」

　メイはさらに強く俺にぎゅっと抱きつくと、こくんとうなずいた。

　メイは俺を追いかけて、この部屋まで来てくれたのか……？

「フレディ。ここはね。深い後悔を抱えた人間だけが入れる場所なんだって。たぶん、その後悔とうまく向き合うことができないと、ここからは抜けられない。それどころか、この空間に取り込まれちゃう。……これは、私の勝手な予想だけど」

「……じゃあメイも、なにか抱えていたものがあったのか？」

「そうみたい。自分では気がつかないところでね。でも私、ちゃんとその後悔をなくせたよ。フレディはできそう？」

　俺と違って、メイはひとりで乗り越えられたようだ。だけど俺は……。

「俺がしたことは許されることじゃないんだ。……俺は、かつての仲間を全員見殺しにして逃げ出した。守りきれなかったんだ」

　こんな話を、幼いメイにするべきではないと思っていた。話せば俺のことを怖がって、もうあの無邪気な笑顔を向けてくれなくなるかもしれない。

　だけどもう、ひとりで抱え続けるには限界だった。

「フレディは、仲間を守れなかったことを後悔してるんだね」

　メイの優しい声が背後から聞こえた。

「ああ。この先も一生、後悔し続ける。あのとき俺が逃げなければ……一緒に死んでいたほうがよかったんじゃないかって……」

　勝ち目はなかった。仲間を説得しきれなかった。だったら、俺も一緒に命を賭して戦い続けるべきだったのか。そうしたら、全員が英雄として終わることができたのか。

「それは違う。だってフレディがそこで逃げてなかったら、私はあの日、キングウルフに食べられて死んじゃってた」

「……っ！」

　メイに言われ、メイと初めて出会った日のことを思い出した。俺が仲間を失ってから初めて、剣を振るうことができた日だ。

「フレディがひとりでも必死に生きようとしてくれたから、私は助かったんだよ。……あの瞬間からフレディは、私のヒーローになったの」

「俺がメイの、ヒーローに？」

　俺はまた、誰かにとっての英雄になることができたのか？

〝生き延びることが最優先だ。死んでしまえば、守れる命も守れなくなる〟

　あのとき、俺が思ったことは決して間違ってはいなかったんだと、メイが俺に教えてくれているようだった。

「フレディ。もう、自分のことを許してあげて？」

　自分を許す……そうか。俺は、ずっと自分のことが許せなかったんだ。

　周囲から嫌われさげすまれることを、自ら望んでいたんだ。

　そうされることで、犯した罪の償いになると思い込んでいた。

　だけどメイと出会ってから、俺は幸せを取り戻していった。俺にそんな権利はないのに。俺は過去を後悔し続けて、生きていかなくてはならないのに。それをわかっていながらも――今の環境を自ら手放すことなんてできなかった。

　目の前の仲間たちが俺を責め立てるのは、俺がそれを望んだから。俺自身が、後悔をなくすことをいちばん恐れていたからだ。

「自分のしたことは間違ってたって、逃げずに死ねばよかったって……今でも心の底から、フレディは思ってる？」

「今でも……？」

　うしろから、メイが俺の顔を覗き込んでくる。

「生きててよかったって、この二年間で一度でも思ったなら、フレディは間違ってなかったんだよ」

　大きな瞳が、言葉と共に強く俺に訴えかける。

　俺は――メイを助けたあのとき、生きていてよかったと心から思った。

「っ！」

　そのことに気づいた瞬間、メイが別人のように見えた。髪も伸びて、背も伸びて、まるで大人の女性のようだった。だが次に瞬きをすると、いつものメイに戻っていた。

「……そうだな。俺は、前に進まなくちゃいけないな」

　こんな幼い子に言われるまで、自分の本心にすら気づけなかったとは情けない。

「自分が犯した罪は忘れない。だけど、俺はあの日の自分の判断を、もう間違いだったとは思わない」

　顔を上げ、俺は仲間たちに正面から向き合った。

「たとえすべてなくしても、国中の人に失望されても、みんなに一生恨まれようとも……。俺は生きるという選択をしたことに後悔はない。生きていたから守れるものがあった。守っていくものを見つけられた。もう過去にはとらわれない。俺はこれからも、剣士として誇りを持って生きていく」

　そう言うと、怖い顔をしていた仲間たちが顔を見合わせてふっと笑った。変わらない笑顔を見て、懐かしいと同時に涙があふれそうになる。

『そう決めたなら、もううしろを振り返るなよ』

　テイマーのロジェ。みんなのお兄さん的存在。

『私たちは生より名声を取った。あなたは生きることを選んだ。それだけの話』

　聖女のアリス。不器用な性格だったが、誰よりも心優しい女性だった。

『素敵な仲間だね！　子供に手出しちゃだめだぞっ！』

　シーフのオフェリー。お調子者で、パーティー一のムードメーカー。

『……がんばれよ。〝銀色の守護神〟』

　魔導士のイアサント。俺のよき理解者で、クールで真面目なやつ。

　――俺の自慢の、ガレーデンの仲間たち。

「……ああ！」

　全員から投げかけられた言葉にうなずくと、仲間たちは静かに消えていった。

　俺が見ていたものは、この部屋で見たものは、俺が都合よくつくり出した、みんなの幻影にすぎなかったのかもしれない。

　それでも、俺はみんなの死に顔を思い出すことはなくなるだろう。これからは、今俺に向けてくれた笑顔が、俺の生きる糧となっていくのだから。

「……フレディ？」

　呆然としたままの俺を見て、メイが心配そうに名前を呼んだ。俺はすぐさま振り返り、メイを思いきり抱きしめる。

「フレディ、苦しいのなおった？」

「なおったよ。……メイはすごいな。一生かけてもなおせないと思っていた傷を、完全に癒やしてくれた。俺が自分の後悔と向き合えたのは、メイがいてくれたからだよ」

　頭を優しくなでると、メイはうれしそうに笑う。

「ありがとうメイ。……一緒にみんなのところへ帰ろう」

「うんっ！　……痛っ」

　すると、メイが急に背中を押さえて眉をひそめた。

「どうした!?　怪我でもしたのか？」

「ううん。いきなり背中がチクっとして……」

「どこだ。俺が見てあげるよ」

「だ、だめだよ！　レディにそんな簡単に体を見せろだなんて、破廉恥！」

　よかれと思って言ったのに、なぜか怒られてしまった。メイも年頃の女の子ということか。ちょっと子供扱いしすぎたな。

「ごめん。男として配慮が足りなかったよ」

　謝りながらメイの手を取れば、メイはぷくっと頬を膨らませながらも俺の手を握り返してくれた。こういうところがたまらなくツボだ。

「あ、見てフレディ！　出口かな？」

　立ち上がると、道の先にさっきまでなかった光が見えた。どうやら出口が開いたようだ。

「行ってみよう」

　手をつないだまま光に向かって歩いていると、メイがまたなにかを発見した。

「フレディ、あそこに宝箱がある！」

　出口とは反対となる道の途中に、ぽつんと宝箱が置かれていた。

　――あの中に〝思い出の石〟があるのかもしれない。でも……。

「いいや。無視しよう」

「えっ!?　いいの!?」

　突拍子もない俺の発言に、メイが驚いて声を上げた。

「だってあの宝箱を開けるには、メイの手を離さなきゃならないだろう？」

　今この手を離すことなんて、俺には考えられなかった。たしかに秘宝は欲しい。だけどそれは、メイの手を離してまで得ようとは思えない。

「そんなの、またすぐつなげばいいんじゃ？」

「嫌だね。俺は一秒足りともこの手を離したくないんだ。それに早くここから出ないと。俺たちを待ってるやつらがいるからな」

　宝箱の中身より大切なものは、すでにもうこの手の中にある。

「メイのことはこの先なにがあっても守り抜くよ。だって俺はメイのヒーローだから」

　そう言うと、さっきまで膨らんでいたメイのかわいらしい頬が、ぽっと赤く染まった。メイは恥ずかしそうにうつむいて、肩をわなわなと震わせている。

「メイ、どうかしたか？」

「わ、私……！」

「うん？」

「大人になったらフレディと結婚するっ！」

　メイの爆弾発言に、俺はびっくりしてきょとんとしたが、すぐにどうしようもない愛おしさが込み上げてきた。

　娘を持つ父親の気持ちが今ならわかる。こんなことを言われて、うれしくないはずがない。

「はは。楽しみに待ってるよ」

　俺はメイに笑いかけると、小さな手をもう一度強く握り返した。










大切なもの




　フレディと手をつなぎながら、私は出口へと向かっていた。

　せっかく宝箱を見つけたのに、フレディはいらないと言った。もしかしたら〝思い出の石〟が中に入っていたかもしれないのに。

　もったいないとは内心思ったが、これはフレディのＳランク昇格試験だ。本人がいらないと言うのだからいいのだろう。それに――フレディが正気に戻って本当によかった。

　尋常じゃない苦しみ方だったから、あのまま後悔の中に取り込まれてしまう気がしてすごく不安だった。だから、私の声が届いたときはすごく安心した。

　結果的に、フレディはずっと苦しんでいた過去から解放されたようだ。ちらりと見上げるフレディの表情は、以前よりすがすがしそう。

　私にはフレディの後悔を見ることはできなかったけれど、あの様子からして、きっと昔の仲間たちがフレディの前に姿を現していたのだろう。私の前に昔の自分が現れたみたいに。

　……フレディも私と芽衣子のように、仲間たちと笑顔でお別れできていたらいいな。フレディは仲間たちに恨まれていると思っていたみたいだけど、私は絶対そんなことはないと思う。フレディは理由もなく仲間を見捨てるような人じゃない。それは、昔の仲間たちも知っていたはずだと私は思った。

　この部屋で見たものが本物なのか偽物なのか、知る術はない。あのとき芽衣子の手を取っていたら、前世に戻っていたのか……はたまたこの空間に取り込まれていたのか。真実はなにもわからない。

　ただひとつ言えることは、私もフレディも、抱えていた後悔を乗り越えることができたということだ。それに今回のことで、よりいっそうフレディとの絆が深まった気がする。

　後はこのまま、仲よくふたりで出口を抜けるだけ！

　固く手を握りなおし、光のほうへ向かっていると、その光があるところからなにかが走ってくるのが見えた。それもかなりのスピードでこちらに向かってくる。

【メイ！　大丈夫か！】

　頭に突然、スモアの声が響いた。

「……スモア！」

【メイ！】

　光から走ってきた者の正体はスモアだった。

　スモアは私に飛びかかり、勢いで倒れた私の顔をぺろぺろと舐め始める。

　あ。フレディと手離れちゃった……。案の定、フレディは不満そうな顔を浮かべていたが、スモアはそんなことおかまいなしだ。

【無事でよかった。メイの魂が一瞬消えかかったのがわかって血の気が引いたぞ】

【え、私、そんな大変なことになってたの？】

【ああ。オレは距離が離れ会話が不可能となっても、契約者の魂の動きはわかるんだ。今は正常に戻っている。怪我もないようで安心した】

　魂の動きがわかるってことは、私が死にかけていたりしたら、スモアにもそれが伝わるってことだろうか？

　芽衣子の手を取りかけたとき、私の魂は芽衣子に戻ろうとして、消えかけたのかもしれない。そのことを察知したスモアが私を追いかけてここまで来たんだろうけど……。

【スモア、どうやってここに入ったの？　スモアは結界に邪魔されて、入れなかったはずでしょ？】

【破壊した】

【へ？】

【結界を破壊した】

「えぇぇっ!?　結界を破壊した!?」

　驚きすぎて、無意識に声を発しオウム返しをしてしまった。

「なっ！　結界を破壊しただって!?」

　私の声に反応して、フレディも同じ反応をする。

　破壊って……結界って、そんな簡単に壊せるものなの!?

【メイのピンチだったんだ。手段は選んでいられないだろう】

【スモアって、思ったよりやることが大胆なんだね……】

【なんでもやるぞ。主のためならな。さあ、早く戻ろう。ここは長居するような場所ではない】

　そう言って、スモアは首を振り、私に自分の背中に乗るよう合図した。

　私はおとなしくスモアに従い背中に乗ると、スモアはまた猛ダッシュをして今度は出口まで走り出した。

「おい！　先に行くな！　俺も乗せてくれていいんだぞ、スモア！」

【お前は自分で走れ！】

「自分で走れ、だって！　がんばってフレディ！」

　私は振り返り、必死にこちらへ走ってくるフレディに声援をかけ続けた。

【メイ、出口だ！】

　スモアに言われ前を向くと、光のまぶしさに思わず目を閉じる。

　次に目を開けると、〝後悔の部屋〟の入り口でもある壁の向こう側に戻ってきていた。ちゃんとマレユスさんとルカの姿もある。

「……メイ！　よかった！　無事だったのですね」

「マレユスさんっ！」

　一目散に私のもとへ駆け寄るマレユスさん。私はスモアの背中から降りて、マレユスさんに飛びついた。

　マレユスさんはそんな私をしっかりと受け止めてくれて、ぎゅっと抱きしめ返してくれた。ちょっとのあいだ会っていなかっただけなのに、また会えたことをとてもうれしく感じた。

「あれ……フレディは？　あ、いた」

　ルカがフレディの行方を気にしていると、ちょうどいいタイミングでフレディが壁から出てきた。

「はぁ……戻ってこれた……ってマレユス！　メイと抱き合ってなにしてるんだ！」

　息切れしながら戻ってきたフレディは、私とマレユスさんを見て叫ぶ。

「なにって感動の再会ですよ。それに、飛びついてきたのはメイのほうですよ？」

「くっ……メイからだと……！」

　悔しがるフレディと、勝ち誇った笑みを浮かべるマレユスさん。ふたりのよくある光景をぼーっと見ていたルカが、なにを思ったのか無言でフレディの前に立った。

「ん」

　そして両手を広げたルカを見て、フレディは困惑気味だ。

「ルカ、いきなりどうしたんだ？」

「フレディにも感動の再会ってやつしてあげようと思って。俺でよければ抱きしめるよ？」

「い、いや……気持ちだけありがたく受け取っておくよ」

　至って真面目な顔をして言うルカに、フレディはたじたじだ。

　私とマレユスさんは、そんなふたりのおもしろいやり取りを見て、顔を見合わせて笑った。スモアも鼻を鳴らして笑っている。……あれは完全に、フレディを馬鹿にした笑いだろう。

「そういえば……今さらですけど、ふたりともよく無事に戻ってこられましたね。見てください。ここに〝後悔の部屋〟に関すると思われる記述があったんです」

　マレユスさんは、全体を囲うように壁の一部分に書かれた文字を指さした。

　そこにはこう書いてある。




　深き後悔ありし者のみ導かれん

　過去を乗り越えしとき　宝と共に出口は開かれる

　己の後悔の実体にとらわれしとき　出口は閉ざされる




　――ご丁寧に事前に説明があったのか。全然気づかなかった。これを先に読んだなら、怖くなって入るのを躊躇するものも多かっただろう。

「スモアがいなければ、ふたりは二度とここから出られなかったかもしれません。それで、あの部屋ではいったいなにが起きたのですか？」

「それは……。いやその前に、俺はみんなに話しておきたいことが……」

　フレディが話し始めようとした途端、突如地面が揺れた。

【!!　メイ、俺のそばを離れるな】

【うん。わかった】

　揺れは次第に大きくなり、地響きが聞こえる。

「なにが起こっているんだ!?　このままじゃ足場が崩れそうだ」

「まさかですけど、迷宮自体が崩れているなんてことは……」

　フレディとマレユスさんも警戒態勢に入っていると、ルカが思い出したように口を開いた。

「あのさ、マレユス。こっち側の壁にもなんか書いてあったの、俺見つけたんだけど」

「ルカ、今はそんなことを言ってる場合では……！」

　こんなときでもマイペースなルカに、いら立ちを見せながらマレユスさんが返事をする。

「〝後悔の部屋〟の結界に無理な衝撃を加えたり、不正な侵入があった場合、迷宮ごと部屋を葬り去る的な内容だった」

　ルカの衝撃発言に、その場にいた全員が固まった。

　さっき、スモアが言っていたことを思い出す。スモアは私を助けるために〝結界を破壊した〟と言った。当然、マレユスさんとルカはその行為を目のあたりにしていたはず。

　いっせいに、スモアに視線が集まった。

【……オ、オレが破壊したせいか】

　スモアも自分が元凶だと気づき、若干焦っている。堂々としているスモアのこんな姿が見られるとは超絶レアだ。

「ルカ！　だったらもっと早く言え！　なんでスモアを止めなかったんだ！」

「だって今さっき気づいたんだもん」

　フレディの言い分はもっともだが、そう言われてしまうとなにも言い返せない。

「全員で今すぐ脱出するぞ。まずはここから出よう。そうだ、逃げ場なら上に……」

「でもフレディ、登ってる最中に天井が崩れてきたら？　それにかなりの距離があるし、手や足をかける場所もこの壁にはなさそう……」

　ルカならカラスに獣化すればあっという間に上へ行けるだろうが、私たちには不可能だ。上が安全という保証だってない。

「魔法で壁を破壊しましょう。急がなければここで〝後悔の部屋〟と共に我々も葬られることになってしまいます」

　マレユスさんが魔法を発動しようとすると、今まででいちばん大きな揺れが起こり、全員地面に倒れ込んだ。

　――まずい。崩れていく速さが異常だ。

【スモア、このままじゃ……！】

【心配ない】

【えっ？】

　スモアにぎゅっとしがみつくと、スモアは私をじっと見つめた。

【オレが責任を取る。崩れるより前に、こちらが先に全部破壊してしまえばいい】

【……それって大丈夫なの？】

【メイに傷を負わせるようなことをオレがすると思うか？　全員にオレから少し離れるように伝えてくれ】

　私はスモアから離れ、みんなも同じよう、スモアから距離を取るように伝えた。

「メイ、スモアはなにをするつもりなんだ？」

「崩れる前に先に破壊するって」

「……それって大丈夫なのか？　まったく、破壊が好きな魔獣だな」

　フレディも私と同じ心配をしていた。「スモアは私を絶対傷つけないよ」と言うと、あっさり納得したようだけど。

「ガウゥゥゥゥゥゥーーーーッ！」

　少し離れたところで、スモアが大きな声で鳴いた。スモアからとてつもない魔力を感じ、全身にぞわっと鳥肌が立った。これがまだ見ぬスモアの力への恐怖なのか、期待なのか、自分でもよくわからなかった。思わず、隣にいるフレディの服の袖をぎゅっと掴んだ。

「メイ、大丈夫。俺がついてるから」

　どんな状況でも、フレディにこう言われたら怖くなくなる。不思議だ。

　スモアの体から、この空間すべてを包むくらいの光が放たれた。次の瞬間、大爆発でも起こったような爆音がして、反射的に目と耳を塞いだ。

　急に肌寒く感じ、恐る恐る目を開けると――私たちの周りには、大量のがれきが散らばっていた。……もう迷宮の痕跡はどこにもない。

「こ、これが、魔獣の魔力ですか……」

　魔法を極めてきたマレユスさんですら、迷宮ひとつ簡単に破壊してしまうスモアの力を前に、開いた口が塞がらないようだ。

　スモアはがれきを自在に動かすと、どんどん積み上げていき、地上へ登るための道をつくっていく。私たちは呆然と見ていることしかできない。

【完成した。メイ、行くぞ】

　スモアは私を背中に乗せると、がれきの山をぴょんっと軽快に跳ねるように登っていった。

　それを見たルカはカラスに獣化し、私たちの隣を優雅に飛んでいる。残ったフレディとマレユスさんは――足場の悪いがれきの山を、自分の足で登るしかなかった。見ているとちょっとかわいそうだったけれど、途中でどちらが早く登りきるか競争を始めていて、相変わらずだなぁと思ったり。

【スモアってすごいんだね。びっくりしちゃった】

【こんなのまだまだだ。見なおしてくれたか？】

【うん！　みんなのピンチを救うスモア、かっこよかったよ！】

　私が褒めると、スモアはご機嫌に尻尾を振った。さっきまであんなに迫力があったのに、今は猫みたいでかわいい。

　フレディとマレユスさんが地上に戻ってくると、ルカも人間に戻った。

「よし。全員無事だな。助かったよ、スモア、ありがとう」

【……フン。メイのついでに助けただけだ】

「どういたしまして、だって！」

【メイ!?　オレはそんなこと言ってないぞ】

　言ってもいないことを伝えられ、スモアは慌てている。だけど、私はきちんと代弁したつもりだ。フレディにお礼を言われ、まんざらでもなさそうなスモアを私は見逃さなかった。

「そういえばフレディ。あなた、地鳴りが起こる前になにか話そうとしていませんでしたか？」

　思い出したようにマレユスさんが言った。フレディがみんなになにを話そうとしているのか、私には予想がつく。

「……ああ。みんなに聞いてほしいことがある。俺がフェルリカに来るまでの話だ」

　そう言って、フレディは自分の過去について話し始めた。

　どうして剣士になったのか。国でいちばんの最強剣士の称号を手に入れたこと。とても強い仲間がいたこと。そして、その仲間を戦いで失ったこと。

　私も初めて聞くことだらけだった。〝仲間を見殺しにしてしまった〟ということしかフレディからは聞いていなかったから。

「俺は、ずっとみんなにそのことを内緒にしていた。この話を誰かにするのが怖かったんだ。……自分が情けなくて、どうしようもないやつなのはわかってる。俺のことが嫌いになったならそれでいい。でも、みんなには全部知っておいてほしいと思ったんだ。俺はみんなのこと……仲間だと思ってるから」

　ところどころ言葉に詰まりながらも、一生懸命話すフレディ。

　話が終わると、静けさが私たちを包んだ。想像していたよりも重い話に、みんなどういう返事をしたらいいのか悩んでいるのかも……。

「あなたの過去はよくわかりました。で？　どうしてそれが、あなたを怖がる理由になるのですか？」

「え……？」

　最初に口火を切ったのは意外にも、スモアと同じくらいフレディと犬猿の仲のマレユスさんだった。

「僕はあなたの過去など興味がありません。大事なのは、今のあなたがどう生きているかでしょう。僕は今のあなたと関わりがあるのですから。……それに、あなたのことはもともと好きではありませんしね。嫌われる心配など無用ですよ」

【まったくもって同感だ】

「ていうか、フレディはべつになにも悪いことしてないしねー……」

　マレユスさんもスモアもルカも、だからどうした？といわんばかりの態度だ。意に介さない現在の仲間たちを見て、フレディは拍子抜けしたようだった。

「……ふっ。ははは！」

　うつむきがちだったフレディは、そんな反応を見て顔を上げて大笑いし始めた。

「みんならしいや。ははっ！」

　ずっと不安に感じていたことを「そんなことどうだっていい」と一蹴されたのは、フレディにとって相当すがすがしかったのだろう。

　過去に仲間を救えなかったということでフレディに愛想を尽かすような人は、ここにはいなかったということだ。みんな言葉足らずだけど、誰も仲間という言葉を否定することはなかったし……つまり、みんなもフレディと同じ気持ちってことだと私は思う。

「それに僕はあなたより、メイの話のほうが聞きたいですね。メイはあの部屋でなにがあったのですか？　こんなに幼いのに、部屋に入れるほどの後悔を抱えていたということですよね」

「えっ。私？　私は……」

　楽しそうに笑うフレディを見ながらにこにこしていると、突然マレユスさんに矛先を向けられてしまった。

「俺も聞いていいなら聞きたい。それに、メイってここに来る前の記憶がなかったよな？　なにか思い出せたりはしたか？」

　どうしよう。部屋に入れた以上、なにもなかったとは言えないし……そうだ！

「私はね、一回でもグレッグの仲間になったことを心の奥でずーっと後悔してたの！　でも結果的に、それでフレディやみんなと会えたんだってわかって乗り越えられたよ！　記憶は残念ながら、なにも思い出せなかったの……」

　咄嗟に考えた嘘をついた。前世の自分と会ったなんて言えるはずがない。

「……そうか。あのことをそんなに後悔してたのか。だけど、今のメイの仲間は俺たちだ。二度とメイに後悔はさせないからな」

「メイも大変だったのですね。まだ五歳なのにこんなに大人びているのは、過去にいろんな経験をしたからかもしれません」

　それはあながち間違ってはいない。

　憐憫の眼差しを向けられ、いたたまれない気持ちになった。フレディは正直に話してくれたのに、ごめんなさいという思いでいっぱいだ。

　でも私はメイとして生きると決めたから、メイとしてみんなのそばにいると決めたから。転生者だってことは、やっぱり内緒にしておこう。

「てかさ、結局秘宝は手に入ったの？　壁には後悔を乗り越えたら、宝がもらえるみたいなこと書いてあった。俺はそれが秘宝の可能性が高いと思ったんだけど」

　ルカに言われ、忘れていた秘宝の存在と、壁の記述を思い出した。

「あー……そのことなんだけどさ、秘宝はあきらめたんだ。スモアが迎えにきたこともあって、悠長に宝を探してる暇もなかったし」

　頭のうしろをかきながら、気まずそうにフレディは答えた。

　帰り際に見つけた宝箱の中身が〝思い出の石〟だったなら、見過ごしたってことになる。目の前にあった宝をスルーしたなんて言ったら、秘宝のためについてきてくれた仲間に悪いと思ったのだろう。

「では、Ｓランク昇格試験は不合格ということですか」

「そうなるな。でも、秘宝より大切なものを見つけられたから、俺はそれでいいんだ」

　フレディは私を見て微笑んだ。……なんだろう。ちょっと照れくさい。

「あ！　もうひとつ大事な話があるのを忘れてた！」

〝後悔の部屋〟での話が一段落ついたところで、フレディにはまだ話し足りないことがあったようだ。

「俺、あの部屋でメイに〝大人になったらフレディと結婚する〟って言われたんだ！」

「ちょっ、フレディ!?」

　腕を組みながら、鼻高々にフレディは言う。私は慌ててフレディの口を塞ごうとしたが、身長が足らず届かない。

　あのときのフレディは、私の瞳にはまるで王子様のように映って――なんというか、勢いで言ってしまっただけだ。それに、こんな話みんな興味ないはず――。

「どうしてそんな大事なことを黙っていたのですか!?　メイ、僕が許すとでも!?」

「え、えーっと……落ち着いて？　マレユスさん」

　フレディの過去を聞いたときよりも、感情的になっているのはどうしてなのか。

「じゃあ俺はメイとフレディの子供になりたいなー」

「ルカ、意味わからないこと言わないで」

　こんなに大きくて手のかかる子供はいりません。

　ルカにあきれていると、うしろからものすごい殺気を感じた。振り返ると、スモアがフレディを睨みつけているではないか。

　今まで静観していたスモアが、助走をじゅうぶんにつけてフレディへ突進する。

「ガルルルルル……ッ！」

　唸り声と同時に渾身の一発をフレディに食らわせると、フレディはその場に倒れ込んだ。

【お前にメイはやらん！】

　まるで父親のようなセリフだ。私のちょっとしたひと言が、こんなプチ騒動を起こしてしまうとは。

【スモア、私はお嫁に行かないから大丈夫だよ】

　倒れているフレディは自業自得なので、まずはスモアをなだめるのを優先だ。

【本当か？　この先もオレの主でいてくれるか？】

【もちろん！　スモアが嫌って言わない限りは、ずっと一緒だよ】

　前世では結婚どころか、ろくに恋愛もしないまま終わってしまった。今世ではドキドキするような恋愛をしたいけれど、それはもう少し大人になってからでいいかな。

「フレディ、ほら、起きてっ」

　倒れたままのフレディを誰も助けようとしないので、私は彼のもとへ駆け寄ると手を差し伸べた。

「ありがとう、メイ。……ここまで来てくれたのに、宝ひとつも持って帰れなくてごめんな」

　私の手を取りながら、フレディは起き上がる。

「ううん。そんなことより、みんなで無事に一緒に帰れるのがいちばんうれしいよ！　ねっ！　みんな！」

　私が笑いかけると、みんなも笑顔を返してくれた。

「そうだな。それじゃあ連帯責任ってことで――迷宮を崩壊させてしまったことを、みんなで謝りに行くか」

　私たちは横一列になり、オレンジの空の下を歩き出した。私の初めての迷宮探索は、こうして終わりを告げた。




「迷宮ごと破壊した!?」

　ギルドの執務室に、マスターの声が響いた。

【スモア、どうしてそんな隅っこにいるの？】

【いや……ここが落ち着くだけだ】

　うしろめたいのか、破壊した張本人のスモアは部屋の隅で大きな体を小さく丸めている。

「これにはいろいろわけがあって……」

　フレディが、今日の迷宮での出来事を断片的にマスターに話した。

　スモアが私を守るために結界を破壊したことや、今度はみんなを守るために迷宮を破壊したことを説明する。マスターは驚きはしたものの、怒ることはなかった。

「あの迷宮の特殊部屋に入ったやつの話は初めて聞いたよ。みんなたどり着くことすらできなかったというからな」

「入り口はメイが罠にかかったときに偶然見つけたんだ。ある意味、メイの手柄といえるな」

「おぉ！　さすがメイちゃんだな！」

　マスターに頭をぐしゃぐしゃとなでられる。

　いろんな罠にかかり続けた結果たどり着けたから、フレディとマレユスさんのおかげもあると思う。それにしても、シーフがいながらあんなにも罠にかかるのは私たちくらいかも。

　だから見つけられた説もあったりしたら、ちょっとおもしろい。

「昇格の条件である秘宝は持って帰れなかった。残念だけど、俺がＳランクになるのはまだ先みたいだ」

「今回は期待していたんだがな。次の試験内容が決まったときに、ぜひまた再挑戦してくれ」

「そうするよ」

　そっか。迷宮がなくなったから、試験内容も変えなくてはならないのか。

「フレディ――試験をクリアできなかった割に、やけにすっきりした顔をしてるな」

　マスターが、あまり落胆していないフレディを見て言った。

「そうかな？」

「ああ。肩の荷が下りたような、そんな顔してるぞ。……しかし、崩壊したってことはがれきの中に秘宝が残ったままなのかねぇ。お前ら、確認していないよな？」

　マスターに聞かれ、私たちはみんなで顔を見合わせる。

　正直、脱出することに必死で、あのときは秘宝など頭からすっぽりと抜けていた。みんなも同じだったろうな――と思っていたら。

「あれ？　……そういえば俺、ひとつだけ宝拾ったんだった」

　ルカがもぞもぞとポケットから宝石のようなものを取り出した。ルカの手の中で、青色の石がキラッと光っている。

「その石――ちょっと見せてくれ！」

　マスターはルカが持ち帰った石を細かく確認する。

「書籍に載っていたものと特徴がまったく同じだ。これは〝思い出の石〟だ！」

「……え？　そうなの？」

　ここへきて、まさかのダークホースがいた。ルカはカラスになって飛んでいたときに、がれきの中で強い光を放っていたこの石を見つけ、そのまま持ち帰ったようだ。

「やったぞ、フレディ！　仲間の誰かが秘宝を持ち帰ったなら、それはお前の結果となる。フレディはＳランクに昇格だ！」

　その瞬間、わぁっと執務室に歓声があがった。

「すごい、すごいよ、ルカ！」

「一度あきらめたものを仲間が偶然拾うなんて……ルカ、よくやった！」

　私とフレディは一目散にルカに飛びついた。

「さすがは元泥棒カラス。目のつけどころが違いますね」

「それって俺、褒められてんの？」
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「今日は褒めてあげましょう。よくできました」

　普段あたりの強いマレユスさんに褒められて、ルカもご満悦気味だ。

「フレディ、昇格おめでとうっ！」

「ありがとうメイ！　俺がここまでこれたのは、メイがいたからだよ」

　フレディは私を抱き上げる。

　彼の青い瞳は、さっき見た石と同じようにキラキラと輝いていた。




　その後、秘宝はフレディの意志でギルドに預けることとなった。私たちはフレディのＳランク昇格のお祝いを、いつものごとくフレディの家で行うことにした。

　みんなでおいしい料理を食べて、大人組はお酒も入ってどんちゃん騒ぎ。マレユスさんはまだ十八歳だけど、フェルリカでは成人とみなされるみたい。

　三人が居間で酔いつぶれたのを見守って、私とスモアは屋根裏部屋でゆっくりと眠りにつくことにした。

【スモア、お疲れさま。ゆっくり休んでね】

【ああ。おやすみ……】

　久しぶりに魔力を解放したせいか、スモアも疲れたようだ。

　いつもは私より先に眠るなんてありえないのに、今日はもうぐっすりと眠っている。

　私も今日はいい眠りにつけそうだ。そう思い、まぶたを閉じようとした瞬間、あることを思い出した。

　――〝後悔の部屋〟を出る前に、背中に一瞬だけ走った痛み……あれはなんだったんだろう。

　一度気になると、確認せずにはいられない。

　私はスモアを起こさないよう、そーっと体を起こすと、光魔法でわずかに明かりをつけ、部屋にある姿見で自分の背中を確認した。

　そして、私は鏡に映ったものを見て絶句する。

　背中にあった丸いほくろが、綺麗な星模様に変わっていたのだ。これって……。

　私はミランダさんに教えてもらった、真聖女の特徴を思い出す。

『真聖女――百年に一度、神の加護を受けて生まれたと言われる稀少な存在。生まれながらにしてすさまじい魔力を持ち、神からの授かりものと言われている。特徴は紫色の瞳に、背中の星模様』

　背中の星模様を見つめる私の瞳は、紫色に光っていた。……真聖女ってまさか、私なの!?

「……！」

　私はそのままドサリと布団に倒れ込み、気絶したように眠りについたのだった。










エピローグ




　夢を見た。この世界に来て、初めて見る夢。

　夢の中で、私は芽衣子だった。芽衣子に会ったから、こんな夢を見ているのかな。

　自分のことに必死で、とにかく周りを気にする余裕などなかった私。

　学校でも、バイト先でも、社会人になってからも――心から本当に信用できる仲間なんて、ひとりもいなかったころの私だ。

　そんな私に、誰かが手を差し伸べてくれている。誰？　見上げても、あまりにまぶしくて顔が見えない。指先だけ触れてみると、その手はとても温かかった。フレディかな？　ミランダさん？　それとも――私を憐れんだ、神様の手だったりして。

【メイ、起きろ！　もうとっくに、昼の十二時を回っているぞ】

【えっ！　もうそんな時間!?】

　スモアの声によって、私は夢から目覚めた。

　壁につるされた時計に目をやると、言われた通り十二時を過ぎている。小窓から外を覗けば、青い空と照りつく太陽が見えた。

【メイが寝坊するなんてめずらしいな。よほど、昨日の疲れがたまっていたのだろうな】

【うー。やらかした。……寝坊しても、誰にも怒られない世界でよかった。昔は一分でも遅刻したら上司に怒られて……】

【なんの話だ？】

【あ、ううん！　なんでもない】

　夢の中で働いていたせいか、思わず前世の話を口走ってしまった。

【そういえば昨日、夜中にごそごそと動いてなかったか？】

　スモアに聞かれ、私は眠りにつく、いや、気絶する前と言ったほうが正しいのかもしれない。とにかく、意識をなくす直前のことを思い出した。

　――私の背中に、星模様がしっかりと浮かんでいたあの光景を。

　スモアには言ったほうがいいのだろうか。スモアと会話できるのは私だけだし、バラされる心配はない。

【え、えっと……】

　口をつぐむ私を見て、スモアが首をかしげる。

　私は自分が真聖女だということを、できることなら周りに知られたくないと思っていた。

　真聖女がすごい存在だってことは、ミランダさんに聞いて理解している。だからこそ、絶対にバレたくないのだ。

　だって真聖女と周りに認知されると――私の夢が叶わなくなる！

　田舎の小さな村で、スローライフを送るっていう夢が！

　真聖女が田舎で暮らすなんて、偉い人たちが許してくれなそうだ。私はミランダさんのように王都で祈りを捧げ、聖女として生涯をまっとうする道以外なくなるだろう。

　それが世のため人のためなのはわかっている。私の真聖女としての能力が必要なときがあれば、必ず協力もする。でも――わずか五歳で、その役目はまだ負いたくない。もうちょっとだけ、私に自由な暮らしを楽しませてほしい。

　叶うことなら、何年かだけでもスローライフを送らせてほしい。

　そもそも真聖女がいなくても国は成り立っているのだから、このまま雲隠れしていても問題ないのでは？　なんて考えが頭をよぎったりもした。

　――やっぱり、今は黙っておこう。私の勘違いの可能性だってある。たまたまほくろが星模様だったっていう可能性も捨てきれないし。

【メイ？　具合でも悪いのか？】

　スモアはじぃっと私を見つめる。この瞳にはすべてを見透かされそうで、嘘がつけない気がしてきた。

【あ、あのね。スモア……】

　やっぱりスモアには話しておこう。大丈夫。スモアはどんなときでも私の思いを尊重してくれるだろう。

「メイ！　起きたかー!?　ご飯できてるぞー」

　そう思った矢先に、階段下からフレディの陽気な声がした。

【寝起きのメイには、耳障りなうるささだな】

【そんなこと言ったらだめでしょ。というかご飯って……まさかフレディが作ったの？】

　考えるだけで顔が青ざめる。だってフレディは料理どころか家事のセンスが抜群にない。

【心配無用だ。あいつに作らせるわけにはいかないから、オレがフレディの動きを制御しておいた。その隙にマレユスが全部やってくれたぞ】

【マレユスさんが……。あ、そっか。昨日みんなここに泊まったんだっけ】

【ああ。あいつらも起きたのはメイより少し前くらいだ。だいぶ酒を飲んでいたからな】

　たわいもない会話をしながら梯子を下りていくと、おいしそうな匂いが鼻をかすめた。

「おはよう！　メイ」

「メイ、おはようございます」

「おはよー。メイ、俺よりもねぼすけじゃん」

　テーブルにはご飯が用意されていて、みんなが私に声をかけてくる。

　いつもの顔ぶれ。いつもの日常。それなのに、この湧き上がるような幸福感はなんだろう。

　――夢の中では仲間がいなかった。でも、目が覚めると私には仲間がいる。

　みんなの顔を見て、改めてそれを実感した。

「メイ、早くこっちにおいで」

　ぼーっと立ったままの私に、フレディが優しく声をかけてくれた。

　我に返り、椅子に腰かける。みんなと一緒に食べるご飯は、いつもの何倍もおいしく感じた。……単にマレユスさんが料理上手なだけかもしれないが。

　遅めの朝食兼、昼食を終えると、私たちは迷宮のがれき処理へと向かった。昨日、マスターに報告をしに行った際に、ついでに頼まれた依頼だ。

　迷宮が破壊されたことは、ギルド内ですでに噂になっているみたい。がれきの中に潜んだ宝を見つけるために、大勢の冒険者ががれきあさりに駆けつけているようだ。私たちはそんな冒険者同士のトラブル防止もかねて、様子を見に行くというわけだ。

　全員で町を歩いていると、さすがに目立つようで視線が痛い。とくにＳランクとなったフレディは、今やこの町の時の人である。

　フレディと最初に出会ってから数ヶ月。私はフレディに対する人々の視線をずっと隣で見てきた。

　あんなに冷めきっていた視線は、今や憧れの眼差しに変わっている。彼が認められたことが、私もすごくうれしい。フレディは、周りの視線など今も気にもとめていないけれど。

「おお！　お前たち、がれき処理に行くのか？」

「メイちゃん、こんにちは」

「マスター！　ミランダさんも！」

　歩いている途中、ギルドへ向かう途中であろうふたりに出くわした。

「いやぁ。フレディがＳランクになったと聞いて、ギルド内は大盛り上がりだよ。お前たちの活躍に奮起して、ギルドは立ち上げ以降いちばん活気づいてる。感謝してるよ。それにしても……」

　マスターは感謝の意を述べた後、感慨深そうに私たちを眺めた。

「はみ出しものだったお前たちがこんなに大きくなって……俺はうれしいぞ！　よかったなぁ。いい仲間に出会えて……」

　涙声になりながら、マスターは目もとを手で押さえる。

「ちょっとマスター。その言い方は失礼でしょう？」

「あっ、いや！　メイちゃんははみ出しものなんかじゃないぞ！　だいたい、ここにいるメンバーを揃えた張本人はメイちゃんだからな。メイちゃんがいちばんの功労者だ！」

　マスターにミランダさんが注意し、マスターが慌てて言いなおすけれど、私以外の人に対して失礼なことには変わりなかった。しかし、喜んでいる気持ちは本心だろう。

「メイちゃん、フレディ、マレユス、スモア、ルカ。お前たちは、俺が今まで見てきた中で最強のパーティーだ！　これからも末永く、冒険者として活動してくれ！　お前たちの活躍を、俺もみんなも楽しみにしているからな！」

　親指をグッと立て、マスターは私たちに声援を送った。

　いつのまにか周囲には人が集まっていて、見物者たちからなぜか拍手を送られている。みんなの顔色をこっそりうかがうと――スモアも含め全員、まんざらでもない顔をしていた。

「私も、メイちゃんの聖女としての成長を楽しみにしているわ」

　私はぎくりとし、思わず背中を押さえた。

「……どうしたの？」

「あっ！　ううん！　背中がかゆかっただけ！」

　この星模様も、私の正体も――今は胸に秘めておこう。平凡な日常を送るために。

　いつか時が来たら言えばいい。みんな、びっくりするだろうなぁ……。

　ついでにこんなに期待されている状況で、お金が貯まり次第ギルドを退会し、さっさと村に移住しようと思っているなど、到底言えるはずもない。

　私がパーティーを抜けると言ったら、みんなあっさり許してくれるだろうか。

　顔を上げると、仲間全員が私のことを見ていた。

「これからも一緒にがんばろうな！　メイ」

「いつでも僕が、あなたに魔法を教えてさしあげますからね」

「俺もこの町気に入ったし、ずっといてもいいかなぁ。もちろんメイも一緒だよね？」

【オレはメイに、生涯ついていくと決めている】

　スモアは私が行くところならどこでもいいって言いそうだけど……うん。後の三人は絶対許してくれない気がする。

　前から思っていたけれど、みんな私の世話を焼きすぎ！　でもそれは、私がまだ幼いからこんなに過保護にされているだけのこと。

　私が大人になれば、みんな今ほどかまわなくなって、自由にさせてくれるだろう。だから――。

「ありがとう。みんな！」

　今は我慢してあげよう。

　そして自由になる前に、このかまわれすぎて不自由な環境を、思いきり楽しもうと思うのだった。
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特別書き下ろし番外編










スモアのしあわせ




「スモア！　今日は待ちに待った〝スモアパーティー〟の日よ！」

　フレディが出かけて、オレとメイしかいなくなった家の中で、大きな紫の瞳をいつもよりいっそう輝かせながらメイは言った。

〝スモアパーティー〟と聞くとオレが主役に聞こえるが、そうではない。メイの言っている〝スモア〟とは、どうやらオレの名づけのきっかけになったお菓子のことのようだ。

　前々から、メイはオレと一緒にその〝スモア〟というお菓子を食べたいと言っていた。そして今日、ついにその日がやって来たのだ。

「スモアのために、とびっきりおいしいスモアを用意するからね！」

【ああ、楽しみにしている】

　メイはにっこりと笑い、スキップしながらキッチンへと向かった。よほど、今日のこの時間を楽しみにしていたのだろう。

　それはオレも同じだった。メイの作るお菓子が楽しみなのはもちろんだが、久しぶりにメイとふたりきりで過ごせることが、オレはなによりうれしかった。いつもはフレディが一緒にいるので、なかなか家の中でメイとふたりきりになる機会は少ない。最近はとくにそうだった。フレディに用事があったとしても、マレユスやルカが遊びにきたりしていたし……。メイは楽しそうにしていたが、オレはメイを独占できないことに、少々不満を抱いていた。

　――まさか、何百年もひとりで生きてきたオレが、こんな感情を抱くようになるなんてな。

　鼻歌を歌いながらお菓子作りに励んでいるメイを見つめながら、オレはメイに出会うまでの日々を思い出していた。




　魔獣。人々のあいだでは伝説として知られているが、実態がよくわからないまま畏怖されている存在――それがオレだ。

　生まれたときの記憶はほとんどない。ただ存在するだけで勝手に怖がられ逃げられたり、攻撃されたり……かと思えば、オレを崇あがめるやつもいた。〝伝説の生き物〟とは、人によって恐ろしい存在にも、神のような存在にもなりえるらしい。

　オレとしては、自分がどっちなのかはわからなかった。べつに人間や魔物を傷つけたいとも思わなければ、なにかあったときに自ら救いたいとも思わない。

　この世に生まれてから恐れられるか、崇められるかの経験しかなかったオレは、オレと対等な立場でいられる生き物は、同じ〝魔獣だけだと思っていた。ましてや、自分より上となる存在は、神以外はいないと考えていた――とある話を聞くまでは。




『なぁ聞いたか？　近隣国の聖女が魔獣と契約をしたらしいぞ』

　どこかの森で見つけた洞窟でくつろいでいると、探索に来ていた冒険者たちの会話が耳に入ってきた。内容は、聖女の従魔になった魔獣の話だった。

　昔、別の魔獣から話には聞いたことがあった。オレたちの声を聞く能力を持つ聖女がこの世には存在していると。心が通えば、聞くだけでなく会話もできるようだ。そして、自分自身がその聖女に仕えたいと思ったならば、名をつけてもらうことで従魔の契約を結ぶことも可能だと聞いた。

　生まれながらにして強大な力を与えられ、伝説と呼ばれる魔獣が自ら人間に仕えるなど、ただの作り話だと思っていた。しかも、そんな特別な聖女に出会える確率は極めて低く、数百年に一度現れるかどうかとも言われていた。

　夢物語だと思っていたが……実際に契約を交わした魔獣が現れるとは驚きだ。

『お、おい！　見ろよあれ！　魔獣だ！』

『なんだと!?　……ほ、本当だ』

　ひとりでそんなことを考えていると、冒険者たちがオレを見つけて声をあげた。

『このタイミングでカルモに魔獣が現れるなんて……もしかしたら、うちのギルドにいる聖女も魔獣と契約をするチャンスじゃないか!?　うまくいけば、国中――いや、世界中の話題になるかもしれないぞ！』

『こんなこと滅多にないチャンスだ。絶対に逃すな！』

　そう言って、冒険者たちは大急ぎで来た道を引き返して行った。

　その後、オレは大変な目に遭った。

　オレを従魔にしようとする聖女が、仲間を引き連れ何人も洞窟へやって来たのだ。オレは魔獣と言葉を交わせる相手以外とは契約できないし、する気もない。しかし、そんな魔獣の事情を人間たちは知らないのだ。

　オレに話しかけて必死にアピールをしてくるやつもいれば、力で屈服させようと攻撃をしてくるやつもいた。

　全力こそ出さないが、攻撃をされればこちらもやり返すしかない。一時的に、オレは人間たちとやり合うことになってしまった。大勢から攻撃をされれば、さすがのオレもダメージは食らう。反撃すれば、人間たちもそれなりの傷を負って洞窟を後にしていた。そんな日々がしばらく続いていた。

　この洞窟の中は静かで魔物も少なく、それなりに気に入っていたが、毎日こうして人間たちが来るのは鬱うっ陶とうしい。誰も俺の声が聞こえていないようだし、特別な聖女はこの国にはいないのだろう。……そろそろ別の場所へ移動するべきだろうか。

　そう思っていた矢先、オレの前に数名の人間が現れた。冒険者なのか、国の偉い人なのか、オレには正体がわからなかった。そして、彼らはオレに向かってこう言った。

『共に平和に生きる道を、選んではくれませんか？』

　それは、人間からオレへの提案だった。

　オレのもとへやって来た人間たちは、魔獣であるオレを安易に傷つけたことを謝罪した。加えて、オレにやられた人間たちが、ぼろぼろになって戻ってきたことを聞いた。これ以上、負傷者を増やしたくないと考えたのだろう。オレが突然暴れだしたりすることを懸念した可能性もある。

『最初に手を出したのはこちら側なのに、図々しいお願いだとは重々承知しております。もうこちらから、あなたになにか危害を加えることは今後いっさいいたしません。我々の目に届く場所にいる限り、何十年――いや、何百年経とうとも、この約束は守り抜きます』

　そう言った人間から向けられた真剣な眼差しに、嘘は感じられなかった。

　彼らは町のため、国のために、危険を顧みずオレに交渉しにきたのだろう。オレのせいで傷を負ったやつらを目にしたのなら、オレのことが怖いはずなのに。ふと目線を下にやれば、彼らの手はわずかに震えていた。……その勇気を無下にするほど、オレは悪いやつではない。

【……いいだろう】

　オレの返事は、そこにいる誰の耳にも届くことはなかった。だが、鳴き声と首を縦に振る仕草で、オレの意思はじゅうぶん伝わったようだった。

　こうしてオレは、人間たちと〝お互いに傷つけ合わない。干渉しない〟という約束を交わした。これはオレにとってもありがたいことだった。ここにいる限り、平穏な暮らしが約束されている。誰かに見つけられ騒がれることも、追いかけられることもなくなる。

　それからオレは、ずっとその洞窟に棲みついた。約束通り、人間たちはほぼ洞窟には近づかなくなった。

　毎日代わり映えのしない日々を送りながら、オレは洞窟で待つことにしてみた。もしかしたら、いつかオレの前にも現れるかもしれない。オレの声が聞こえる聖女が。

　オレはひとりで待ち続けた。人間たちは宣言通り、約束を守り続けた。

　そして、洞窟に棲みついてから百年近くの時が経ったある日、事件は起きた。――約束が破られたのだ。

　突如現れた三人組の冒険者に、オレは何度も毒矢を放たれ、全身に攻撃を受けた。正直、こんなやつらに負けるほどオレは弱くない。だが、オレには百年前に交わした約束を守る義務があった。あのとき、オレは約束したのだ。今後人間に手は出さない、と。

『グオォ……』

　毒のせいで体が言うことを聞かない。オレはこのとき、生まれて初めて死を覚悟した。

【助けてくれ】

　もがきながら、聞こえもしない言葉を必死で叫んだ。すると――奇跡が起きた。

『助けるよ。だから安心して。私は絶対にあなたを傷つけないから』

　目の前に現れた幼子が、オレの言葉に答えるようにそう言った。

　その幼子は小さな手で、オレの傷をすべて治してくれた。体だけでなく、心までじんわりと温かくなるような心地よい感覚に、オレは身を委ねた。このとき、オレは確信した。

　この幼子こそ、オレにとって〝特別な聖女〟であるということを。

　オレがそう思ったからか、その後すぐに幼子と会話をすることができた。出会って間もないのに、心が通じ合ったということだ。

　幼子――メイは、想像よりずっと小さな聖女だったが、とても優れた能力と、綺麗な心の持ち主だった。

　あっという間にメイに心を奪われたオレは、悩むことなくこう告げた。

【オレをメイの従魔にしてくれ。オレと契約を結ぶんだ。そうすれば、いついかなるときでもメイと共に行動し、守ることができる】

　命を助けてくれたお礼がしたい気持ちももちろんあった。だがそれよりも、オレ自身がもっとメイと一緒にいたいと思ったのだ。

【メイ、どうだろうか？　オレと契約を結んでくれるか？】

『はい！　結びます！』

　仲間からの助言もあり、メイはオレが従魔になることを快諾してくれた。

　そしてオレはメイから〝スモア〟と名付けられ、従魔の契約を結んだ。

　今までは自分のためだけに生きてきた。でもこれからは、メイという主のために生きよう。オレはそう決心した。

　メイの従魔になってからは、初めてのことだらけだった。人間と共に生活をすることは、オレにとってすべてが新鮮で楽しかった。なにより、メイがいつもそばにいてくれるから。

　オレにとってメイは運命の人とも呼べる存在であり、誰よりも深いところでつながっていると信じている。オレはメイが大好きだ。

　だから、オレより先にメイとふたりで暮らしていたフレディには、ライバル心が剥き出しになった。よく家の中でけんかをしては、メイに怒られている。自分がこんなに嫉妬深かったなんて、メイに出会うまでは気づかなった。こんなふうに、まだ知らない自分の一面を、これからも発見することになるのだろうか。




「スモア！　完成したよっ！」

　メイに話しかけられ、オレははっとする。せっかくのメイとの貴重な時間なのに、物思いにふけってしまっていた。

「今日はスキレットスモアを作ってみたの。この日のためにスキレット買っちゃった！」

　えへへ、とメイは舌を出しながら言った。

　スキレットには焼いたマシュマロがぎっしりと敷きつめられており、隣に置かれた皿にはクラッカーが並べられている。甘いにおいに、思わず喉が鳴った。

【これは……どうやって食べるんだ？】

「クラッカーに焼いたマシュマロをつけて食べるの。ほら、こうやって……」

　メイがクラッカーでマシュマロをすくえば、中からとろりとしたチョコレートが顔を出した。おいしそうだ。しかし……オレを見てこのお菓子を思い出し〝スモア〟と名付けたとメイは言っていたが、どこが似ているのかオレにはよくわからなかった。

「あーっ！　おいしいっ！　甘くて幸せっ！」

　スモアをぱくりと平らげると、メイは頬を押さえながら、それはそれは幸せそうな笑みを浮かべた。

「ほら、スモアも私が作ったスモア食べて！」

【……そう言われると、なんだか共食いするような気分になるな】

「あははっ！　たしかに」

　メイは無邪気に笑いながら、マシュマロとチョコがたっぷりかかったクラッカーをオレに差し出す。

「はい。あーん」

　大好きな主にそんなことをされたら、おとなしく従うほかない。言われるがまま口を開け、メイにスモアを食べさせてもらうと、口の中でマシュマロとチョコが溶け合った。うっとりとする甘味だ。クラッカーの食感もいいアクセントになっている。

【これはうまい！】

「でしょう!?　まだまだあるから、いっぱい食べてね」

　オレはメイの手作りのスモアに夢中になってかぶりついた。スモア自体がうまいのもあるが、メイが作ったというだけで、オレには何倍もうまく感じる。しかも、これはメイがわざわざオレのためだけに作ってくれたものだ。

「ふふ。スモアったら、そんなに気に入ってくれたの？」

【ああ。オレの好物になった】

　おいしそうにスモアを食べるオレを見て、メイはとてもうれしそうに目を細めた。

「私もスモアが大好きだけど……こっちのスモアはもーっと大好きっ！」

　そう言って、メイはオレに飛びついてきた。あたり前だ。このオレが同じ名前のお菓子に負けてたまるか。いずれはなによりも……誰よりもオレのことが好きだとメイに言わせてやる！

【オレもメイのことが大好きだぞ】

　頬ずりしてくるメイの口もとに、さっき食べたチョコがわずかについているのを見つけた。

　そのチョコをぺろりと舐めると、なんだか幸せの味がした。
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あとがき




　初めまして。こんにちは。瑞希ちこです。

　このたびは『５歳の聖女は役立たずですか？　いいえ、過保護な冒険者と最強チートで平和に無双しています！』をお読みいただき、ありがとうございます。




　今作は今まで出した作品と違い、恋愛ではなくファンタジー要素が強めの作品です。これは自身初の挑戦で、執筆しながら不安もたくさんありましたが、無事に完成してひと安心です。

　マレユスがメイに魔法指導をするシーンや、みんなでルカを捕獲するシーンなんかは個人的にお気に入りで、書きながらファンタジーってやっぱりいいなぁなんて思ったりしました。

　果たして今後メイはどうなるのか!?　本当にフレディのお嫁さんになるのか!?　グレッグの行方は!?　……など、まだ謎なところが残されていますが、今作を楽しんでいただけたらうれしいです。




　実は執筆中、個人的にあまりよくないことが続いて、気分が落ちることが多々ありました。でも不思議なことに、作品に触れているあいだは嫌なことって自然と忘れられるんですよね。現実でなく、メイと同じ世界を生きているような気分になっていました。こういうとき、本を書けるのって幸せだなーと改めて思います。




　素敵なイラストはＴｏｂｉ様が担当してくださいました！　表紙も挿絵も全部お気に入りです。かわいく、かっこよく描いてくださり本当にありがとうございます。




　そして今回も編集の森さん、編集協力の佐々木さんにサポートいただきました。安定のおふたり。名前を見るだけで安心します。最初よりもっとおもしろくしていただき感謝です。大変お世話になりました。




　最後に読者様。ここまでお読みいただき、ありがとうございました。大変なご時世ではありますが、そんな日常の中で今作が皆様を一瞬でも笑顔にできたなら幸いです。またお会いできますように！




瑞みず希きちこ










【大人になったメイ!?】




「フレディ、起きて」

　まだまどろみの中にいるフレディの耳に、優しい声が響いた。

（めずらしく心地いい目覚めだな。いつもはスモアが上に乗っかって無理やり起こしてくるのに）

　そんなことを思いながら、フレディは片手で目を擦りながらゆっくりと瞼を開ける。

「おはようフレディ。朝ご飯の準備できてるよ」

「……ああ、今日はメイが起こしてくれたのか。おは――って、えぇぇ!?」

　自分を覗き込み微笑むメイの姿を見て、フレディは驚きで大きな声を上げた。

「わっ！　びっくりした。急に大声出してどうしたの？」

「メ、メイ？　なのか？」

　まだ寝ぼけているのかと思い、フレディは何度も自分の目をこする。

　フレディの知っているメイは、まだ五歳の女の子だ。肩くらいの短い髪に、小さな体。それなのに――今、フレディの目の前にいるメイは、大人の姿をしている。

　髪は胸下まで伸びたロングヘアになっていて、顔立ちもずいぶんと大人びていた。愛らしい少女から、美しい女性へと変わっていたのだ。一瞬別人かと思ったが、髪の色や瞳の色は昔と同じだし、面影もしっかりと残っている。

「そうだよ？」

　なにより、本人が自分をメイだと言っている。

「でも……いや！　やっぱりどう考えてもおかしいだろ。メイが一晩でこんなに成長するわけがない。変な薬でも飲んだのか？　それともマレユスの魔法か!?」

「成長？　どういうこと？　薬も魔法もなにもしてないけど」

「だって昨日までメイは五歳の女の子だったじゃないか！　それがいきなり、こんな大人になるなんて」

　ありえない。フレディはそう思ったが、メイはきょとんとした顔をして言う。

「なにを言っているの？　私は出会った時からフレディと同じ二十歳じゃない」

「えっ……」

　当たり前のことみたいに言われ、フレディの頭はさらに混乱する。

（俺が間違っているのか？　今まで小さく見えていたメイは、幻覚かなにか？）

　ついにフレディは、そんなことを思い始めた。ひとりでむずかしい顔をするフレディに、メイは言う。

「もう。さっきからおかしなことばかり言って。フレディったら寝ぼけてるの？　あいかわらず朝が弱いんだから」

　眉を下げながらくすくすと笑うメイ。大人になり、無邪気なだけでなく上品な色気を感じるその笑顔に、おもわずフレディは顔を赤くしてしまう。

「フレディ？　顔赤いよ。今日ちょっと変だし、熱でもあるのかも！」

　メイは自分の額をフレディの額にぴったりとくっつけた。こういった行為は何度かしたことがある。しかし、今はわけがちがう。なにしろ相手は五歳の幼女でなく、自分と同い年の大人の女性なのだから。

　女性（五歳のメイと母親以外）とここまで顔を近づけた経験のないフレディは、突然の出来事に心臓が大きく跳ねた。みるみるうちに全身が熱を持ち、顔もさっきより赤みが増している。

「やっぱり少し熱いかも。大丈夫？　今日は依頼を休んだほうがいいんじゃない？」

「いや、大丈夫だ。……たぶん突発的なものだし」

「だーめ。今日は私がつきっきりで看病してあげる。ご飯は食べられそう？」

（メ、メイがつきっきりで――それは悪くないな。本当は熱なんてないけど）

　よこしまな思いを抱えながら、フレディはメイの問いかけに頷いた。五歳のメイが同じことを言ったとしても、フレディのこの行動は変わらなかったことだろう。

「よかった。じゃあ、部屋に持ってくるね」

　メイは朝食を取りにリビングまで戻る。その際、フレディの部屋のドアは開いたままになっており、そこから見たことのない真っ白な猫のような生き物が入ってきた。

「……スモア!?」

　よく見ると、その正体はスモアだった。メイとは逆で小さくなっている。

「ニャウニャウッ！」

　いつもより可愛らしさのある声で鳴きながら、フレディの体の上にスモアがのしかかる。サイズが小さいせいか、その光景は虎の赤ちゃんとじゃれ合っているようにしか見えない。

「ははっ！　やめろって、スモア！」

　ぺろぺろと顔を舐められ、フレディはくすぐったさを感じた。その後もしつこくずっと舐められ続け、段々フレディは疲弊し始めた。

「おい、ちょっとしつこいぞ……スモア！」

　フレディが大きな声で名前を叫ぶと――。

「ガウゥゥッ！」

　目の前に、自分を威嚇するスモアが飛び込んできた。

「うわぁぁっ！」

　驚いてフレディは上半身を起こす。体の上には見慣れたサイズの大きなスモアが乗っかっていて、とても重い。

「……あ、あれ？　なんだ。今までのは夢か」

　さっきまでの出来事が夢だったということに、フレディは気づいた。

「フレディ、起きた？　早くしないとご飯冷めちゃうよ」

　僅かなドアの隙間から、小さなメイがひょこりと顔を出してそう言うと、すぐにリビングへと戻っていった。

（うん。やっぱりメイといえばあの姿だよな。……それにしても、二十歳のメイは綺麗だったなぁ）

　思い出しながらにひとりでにやにやしているフレディに、なにか嫌な想像をしていると察したスモアが思い切り頭突きをする。

　部屋には、フレディの叫び声が響き渡ったのだった。
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‘Gsai no seijo ha yakutatazu desuka?

i kahogo s oskensya o sakyocheat
e hciva i musou itcimass
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